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本調査レポートは、日中韓三国協力事務局ホームページ（www.tcs-asia.org）にて、
日・中・韓・英の4言語で最新版をご覧いただけます。
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 この度、調査レポート「日中韓地方都市トライアングル交流 ２０２２」を発刊で
きることを大変嬉しく思います。日中韓三国協力事務局（TCS）が２０１９年に初
版を発行した本報告書は、日中韓の地方都市交流の先行事例に関する情報を充実さ
せ、更なる交流の活性化を目的として編纂されました。２０２２年版は過去１年半
の交流の最新動向を反映し、以前の事例についても更に充実させました。さらに日
中韓の自治体・地方政府首長へのインタビューも掲載しました。調査レポートの改
編にあたり、ご協力いただいた地方自治体及び関係機関の皆様に心より感謝申し上
げます。

第３回ASEAN＋３首脳会議（APT）での三国首脳間の朝食会がきっかけとな
り、それ以来三国協力は政府及び民間レベルにおいて、大きな進展を遂げました。
２００８年からは、APT首脳会議とは別に日中韓サミットが開催され、外交・経済
・防災・環境・保健・文化・教育など２１分野での閣僚級会合が行われています。
民間や地方自治体間でも、様々な分野における交流が増加し、観光や青少年交流を
通じた人的交流も拡大しています。２０１９年１２月に開催された第８回日中韓
サミットでは「次の１０年に向けた３か国協力に関するビジョン」が採択され、
２０３０年に向けた三国協力の基礎が築かれました。TCSも設立以来、様々な分野
の日中韓メカニズムを支援し、協力事業を実施して参りました。２０２１年に１０
周年を迎えたTCSは、次の１０年を見据えた新たな目標を立て、三国協力の発展に
より実質的に貢献できるよう尽力して参ります。

ここ数年、新型コロナウィルス感染症の流行により、世界各国は様々な困難に直
面しています。日中韓三国の地方自治体においても対面交流が困難になった中、多
くの自治体が新たなIT技術を活用し、内容の充実した交流事業を継続することで、
力強い回復力と柔軟性を見せました。また、オンラインプラットフォームを用いる
ことで財政的な負担が軽減され、より多くの人々との交流が可能になり、効果的な
交流事業の新たな形を開拓できました。３か国の地方自治体は、このような成功事
例や経験の共有を通じ、パンデミック等の外的要因に左右されることなく、今後も
友好的な協力関係を維持できると確信しています。

TCSは「恒久の平和、地域の繁栄、共通の文化的価値」というスローガンの下、
政府間のみならず、民間や地方レベルの交流における三国協力を推進するため、最大
の努力を傾注して参ります。本調査レポートが日中韓の地方交流の最新状況や事例を
共有し、３か国の地域社会が一層活発に協力するための契機となれば幸いです。

欧渤芊（オウ・ボーチエン）
日中韓三国協力事務局(TCS)事務局長
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日中韓三国協力事務局の紹介

日中韓三国協力事務局（Trilateral Cooperation Secretariat, TCS）は、日中韓三国の平和と繁栄を促進するため
に設立された国際機関です。三国政府によって署名及び批准された協定に基づき、2011年9月に韓国・ソウルに
て正式に活動を開始しました。当事務局では三国の平等性を基本とし、運営予算の3分の1ずつを各国が負担して
います。

TCSの目的は、三国間の協議メカニズムの運営及び管理のための支援、協力事業の模索及び実施により、三国
協力の促進に寄与することです。

1999.11	� 三国協力のはじまり 
	 第3回ASEAN+3サミットの際、初の日中韓首脳の朝食会開催　(フィリピン・マニラ)

2008.12	� 三国協力の制度化 	
	� ASEAN+3首脳会議という枠組みから独立し、第1回日中韓サミットを開催　(日本・福岡)
2009.10	� 三国協力のための常設事務局の必要性を確認 
	� 第2回日中韓サミットで、三国協力のための常設事務局設立の必要性について合意　
	 (中国・北京)

2010.05	� 「三者間協力事務局の設立に関する覚書」
	� 第3回日中韓サミットで、「三者間協力事務局の設立に関する覚書」を発表　(韓国・済州)
2010.12	� 「三者間協力事務局の設立に関する協定」
	 三国政府が「三者間協力事務局の設立に関する協定」に署名　(韓国・ソウル)

2011.09	 TCS開設・TCS開設記念式典　(韓国・ソウル)

2012.05	 TCSが第5回日中韓サミットに参加　(中国・北京)	  
2015.11	 TCSが第6回日中韓サミットに参加　(韓国・ソウル)	

2016.09	 TCS設立5周年記念レセプション　(韓国・ソウル)	

2018.05	 TCSが第7回日中韓サミットに参加　(日本・東京)

2019.12	 TCSが第8回日中韓サミットに参加　(中国・成都)

2021.04	 TCS設立10周年記念写真展（韓国・ソウル）

沿革

部署
三国政府から派遣された部長及び各国から公募形式で選抜されたプログラム・オ

フィサーで４つの部署が構成されています。

総務部

・企画・調整
・人事 
・行政・法務支援 
・予算・会計業務
・文書管理

社会・文化部

・文化 
・青少年交流
・教育
・保健・福祉
・観光 
・地方自治体交流
・人事行政
・スポーツ

経済部

・貿易・投資 
・運輸・物流 
・税関 
・知的財産権（IPR）
・情報通信技術（ICT） 
・財政・金融 
・科学技術
・標準化
・エネルギー 
・消費者対策 
・環境保護 
・農業 
・水資源 
・森林・林業

政治部

・外交 
・安全保障
・地域情勢
・国際情勢
・防災
・�シンクタンクネッ

トワーク
・広報

•�� 日中韓サミット、日中韓外相会議、その他閣僚級会合等の三国政府間協議メカニ
ズムへの支援及び参加 

•�� 三国政府及び他の国際機関、特に東アジア協力機関との連絡と調整 
•�� 三国間の協力事業の開拓と分析及び事業実施のための関連協議体への報告 
•�� 協力事業の評価及び報告書作成、必要文書のデータベース構築及び年間実績報告

書の提出 
•�� 三国協力における重要なテーマについての研究、事務局ホームページの管理、三

国協力に対する理解増進 

主な機能

協議理事会
協議理事会は事務局の最高意思決定機関であり、各国から２年ごとに持ち回り

で任命される事務局長(Secretary-General)１名および事務次長(Deputy Secretary-
General)２名で構成されています。

第６期協議理事会 (２０２１年９月―２０２３年８月)

事務局長	 中国	 欧渤芊（オウ・ボーチエン）
事務次長	 韓国	 白範欽（ペク・ポムフム）
事務次長　	 日本	 坂田奈津子

組織構成

政治部 経済部

事務局長

社会・文化部 総務部

協議理事会 

事務次長 事務次長

2 日中韓三国協力事務局の紹介     3
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• �本冊子のタイトルは、「日中韓地方都市トライアングル交流」ですが、市レベ
ルだけでなく、県（日）・省（中）・道（韓）や区レベルの交流も含まれていま
す。また、姉妹/友好都市を基盤とした民間団体、学校、図書館、博物館等の関
係機関が独自で実施している交流事例についても紹介しています。

• �本冊子に記された国名の順序は、日本語版においては日本の都市・地域を先頭と
し、日中韓の順としています。中国語及び韓国語版においては、それぞれの国の
都市・地域を先頭とし、２番目以降はその国で一般的に用いられている国名順と
しています。ただし、トライアングルの図の配置は、行事の開催順序や中心的役
割を果たす都市・地域の要素などを考慮に入れつつ、日中韓版共通の配列にして
あります。また、第１章内の各都市グループの掲載順序は、原則として、３都市
の交流開始順を参考としています。

• �姉妹都市や友好都市の呼称については、同一の都市同士の関係に対しても、片方
の国では「姉妹都市」と呼び、相手国では「友好都市」と呼ぶ事例が多くありま
す。日本語版にあたっては、日韓及び日中の都市関係については、日本における
表記のみ記載しました。一方、中国と韓国における都市関係において、「姉妹都
市」「友好都市」と異なる呼称を用いている場合、日本語版においては、中立性
を保つため、「姉妹/友好都市」または「友好/姉妹都市」と併記しています。

• �情報の分量、交流事業の規模や数によって、各都市グループにつき最大9ページ
まで扱っています。

• �本調査レポートは、日中韓３国の交流に限定しています。紙面の都合上、それ以
外の国を含む交流の場合については取り上げていません。また、２０２２年の調
査レポート作成時点で過去に交流を行っていたが、現在継続していない日中韓交
流都市については、本冊子の掲載対象外としています。

• �本調査レポートは、２０２２年１月時点の情報に基づいています。したがって、
それ以降の行事は、予定情報となります。東アジア文化都市（９２ページ参照）
の各都市の交流事業については、同都市に指定された当該年においては、極めて
多くの事業を実施しているため、スペースの関係上、調査範囲を当該年の翌年以
降に行われるフォローアップ交流事業に焦点を絞って掲載しています。

• �本冊子に掲載された日中韓の地方都市事業の事例は、必ずしも現存するすべての
事例を網羅したものではない可能性があります。これ以外の日中韓地方都市間交
流のグループや事例についてご存知の場合は、下記宛にお知らせ頂ければ幸いで
す。tler＠tcs-asia.org

目次

刊行によせて	

日中韓三国協力事務局の紹介	

編集にあたって

日中韓地方都市交流の事例概観	
 

英文略称一覧	

第１章  	 ３都市・地域間の交流
	 津市（日）― 揚州市（中）― 麗水市（韓）                                      
	 鳥取県（日）― 吉林省（中）― 江原道（韓） 
	 東京都（日）― 北京市（中）― ソウル特別市（韓）                               
	 北九州市（日）― 大連市（中）― 仁川広域市（韓）                               
	 神奈川県（日）― 遼寧省（中）― 京畿道（韓）                                      
	 山口県（日）― 山東省（中）― 慶尚南道（韓）                              
	 石川県（日）― 江蘇省（中）― 全羅北道（韓）                                  
	 佐渡市（日）― 漢中市（中）― 昌寧郡（韓）                                
	 厚木市（日）― 臨沂市（中）― 軍浦市（韓）                          
	 金沢市（日）― 蘇州市（中）― 全州市（韓）                              
	 横浜市（日）― 泉州市（中）― 光州広域市（韓）                              
	 東京都目黒区（日）― 北京市東城区（中）― ソウル特別市中浪区（韓）   
	 新潟市（日）― 青島市（中）― 清州市（韓）                           
	 奈良市（日）― 寧波市（中）― 済州特別自治道（韓）             
	 長崎県（日）― 上海市（中）― 釜山広域市（韓）                           
	 京都市（日）― 長沙市（中）― 大邱広域市（韓）                           
	 金沢市（日）― ハルビン市（中）― 釜山広域市（韓）                       
	 東京都豊島区（日）― 西安市（中）― 仁川広域市（韓）                   
	 北九州市（日）― 揚州市（中）― 順天市（韓）                        
	 愛媛県（日）―陝西省（中）―慶尚北道（韓）                         
	 北九州市（日）―紹興・敦煌市（中）―順天市（韓）                          
	 大分県（日）―温州・済南市（中）―慶州市（韓）	
 
第２章	 ３国の地方都市交流 メカニズムと行事
	 東アジア文化都市                                                                                         
	 日中韓３か国地方政府交流会議
	 東アジア経済交流推進機構（OEAED）   
	 環黄海経済・技術交流会議                                                                          
	 韓日中公務員３国協力ワークショップ

特別セッション：自治体・地方政府首長インタビュー

協力機関　

その他TCS出版物およびウェブサイト   
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99
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109
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日中韓地方都市交流の事例概観

本冊子で紹介する２２の都市間交流グループの事例を類型化すると、以下のとおりとなる。

1 国家別
現在、日中韓交流事業を運営している国別の自治体は以下の通りである。自治体一地域で複数の交流

都市グループに参加している場合があるため、下の数字は交流都市グループ全体の数と一致しない。
（１）日本：１９か所（１都、７県、９市、２区）
（２）中国：２３か所（５省、１７市、１区）
（３）韓国：１９か所（６道、１１市、１郡、１区）

交流の背景
（１）姉妹/友好都市・交流協力協定等の締結に伴う交流：１３組
	         [参考]日中韓の中での二国間友好/姉妹都市交流の現状

・日本（２０２２年２月基準）：３７８件（中国）、１６５件（韓国）
・中国（２０２１年１２月基準）：２１３件（日本）、１８１件（韓国）
・韓国（２０２１年２月基準）：２０８件（日本）、６７２件（中国）

（２）東アジア文化都市を契機とする交流：９組（２０１４～２０２２年）
 ⇒　今後も年間１組ずつ増加予定

交流分野　
一事業が複数分野の要素を有する場合や、一つの都市グループが複数の事業を行っている場合もあ

るため、合計の数字は都市グループ数と一致しない。相対的に、経済や環境などよりも、文化、スポ
ーツ等を通じた国民間の相互理解を重視した交流事業が多い点が特徴である。

（１）青少年交流：１０組
（２）文化交流：１０組
（３）囲碁：３組
（４）経済：２組
（５）スポーツ競技：３組
（６）博物館：２組
（７）図書館：１組
（８）環境（トキの保護活動含む）：２組
（９）観光：１組
（１０）高齢化・高齢者福祉：１組

4

2

3

5

6

7

交流対象（世代別）
一つの交流都市グループが複数の事業を運営している場合があるため、下の数字は交流都市グルー

プ全体の合計と一致しない。多くの交流事業の参加対象は成人であり、青少年交流の場合は中学高校
生以上が多い。

（１）小学生：１組
（２）中学生：１組
（３）高校生：４組
（４）中高生混合：３組
（５）大学生・大学院生：３組
（６）社会人：２０組

－　芸術家やアスリート等が中心：１４組
－　公務員等実務者が中心：４組
－　官民共同（企業家や有識者がフォーラム等に参加）：２組

地方政府交流の規模
２２個の交流都市グループ中、半数は市・郡間の交流に属する。

（１）県省道単位：５組
（２）市・郡単位：１１組
（３）区単位：１組
（４）上記（１）と（２）の混合：4 組
（５）上記（２）と（３）の混合：１組

交流の開始時期
９０年代後半及び２０１５年以降に開始する例が多くみられる。最初の日中韓首脳会合も前者の時期

（９９年）に行われている。２０１５年以降の開始が多い理由は、東アジア文化都市事業が同年より始
まり、毎年一組ずつ増加しているためである。多くの文化都市が現在まで交流を継続している。

（１）１９９４年以前：１組
（２）１９９５年～１９９９年：４組
（３）２０００年～２００４年：２組
（４）２００５年～２００９年：１組
（５）２０１０年～２０１４年：３組
（６）２０１５年～２０１９年：８組
（７）２０２０年〜２０２２年：３組

交流開催の場所
３都市・地域が均等に関与する交流事業は、東アジア文化都市フォローアップ事業を除き、ほとん

どが持ち回り開催となっている。東アジア文化都市フォローアップ事業の場合は、多くの都市で青少
年交流や文化交流の事業のいずれか又は両方を毎年行い、それにパートナー都市等が参加する形にな
っている。

（１）持ち回り開催：１２組
（２）毎回同じ都市での開催：１０組

－　東アジア文化都市：９組
－　その他：１組

6  日中韓地方都市交流の事例概観     7



第１章
３都市・地域間の交流

AIR Artist In Residence

APT ASEAN Plus Three

ASEAN Association of Southeast Asian Nations

CCEA Culture City of East Asia

CJK China-Japan-Korea

CLAIR Council of Local Authorities for International Relations 

EATOF East Asia Inter-Regional Tourism Forum 

GAOK Governors Association of Korea 

ICT Information and Communications Technology

IPR Intellectual Property Right

KYOTO STEAM Kyoto Science, Technology, Engineering, Arts, Mathematics

METI Ministry of Economy, Trade and Industry

MOU Memorandum of Understanding

OEAED The Organization for the East Asia Economic Development

TBD To Be Determined 

TCS Trilateral Cooperation Secretariat 

98  英文略称一覧

英文略称一覧
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唐津市（日）― 揚州市（中）― 麗水市（韓）
か ら つ ヤンヂョウ ヨ ス

１９９９年から続く親善囲碁交流

揚州 
（中）

麗水
（韓）

唐津 
（日）

1995
友好都市

1982
友好都市

1982
姉妹都市

囲碁大会を
持ち回り開催

佐賀県唐津市（日本）、江蘇省揚州市（中国）、
全 羅 南 道 麗 水 市 （ 韓 国 ） の 交 流 は 、 唐 津 市 が
１９８２年に揚州市と友好都市を締結したことにさ
かのぼる。同年３月に麗水市と姉妹都市協定を締結
し、その後１９９３年から３市間で市長会議が実施
され、揚州市と麗水市も１９９５年に友好交提携協
定を締結し、トライアングル交流の構図が完成し
た。

　この関係を土台に、１９９９年より３市による
国際交流都市親善囲碁大会がスタートし、今に至
る。現在まで継続されている日中韓地方交流の中
で、最も歴史が長い事例の一つである。なお、揚州市は、北九州市（日本）、順天市（韓国）とともに東ア
ジア文化都市２０２０に選定された。

１９９９年～：３都市による親善囲碁大会　
「日中韓友好姉妹都市囲碁交流大会」は、囲碁を通じて、唐津市・揚州市・麗

水市の３都市の文化交流を深め、市民間の理解と友好増進を図ることを目的に、
１９９９年より開催されている。毎年３都市の持ち回りで開催され、２０１９年に
は２1回目の節目を迎えた。

◀
第２１回日中韓友好姉妹都市
囲碁交流大会

写真提供
唐津市

これまでの開催実績

回 開催都市（国） 開催日
第1回 揚州市（中） 1999年7月5日（月）～11日（日）
第2回 麗水市（韓） 2000年5月3日（水）～6日（土）
第3回 唐津市（日） 2001年6月29日（金）～7月2日（月）
第4回 揚州市（中） 2002年11月15日（金）～19日（火）
第5回 麗水市（韓） 2003年10月16日（木）～20日（月）
第6回 唐津市（日） 2004年8月6日（金）～8日（日）
第7回 揚州市（中） 2005年6月26日（日）～29日（水）
第8回 麗水市（韓） 2006年10月25日（水）～28日（土）
第9回 唐津市（日） 2007年8月28日（火）～31日（金）
第10回 揚州市（中） 2008年10月17日（金）～20日（月）
第11回 麗水市（韓） 2009年9月17日（木）～19日（土）
第12回 唐津市（日） 2010年8月23日（月）～26日（木）
第13回 揚州市（中） 2011年10月21日（金）～24日（月）
第14回 麗水市（韓） 2012年10月18日（木）～20日（土）
第15回 唐津市（日） 2013年8月29日（木）～31日（土）
第16回 揚州市（中） 2014年10月16日（木）～19日（日）
第17回 麗水市（韓） 2015年11月29日（木）～31日（土）
第18回 唐津市（日） 2016年11月11日（金）～13日（日）
第19回 揚州市（中） 2017年11月6日（月）～9日（木）
第20回 麗水市（韓） 2018年11月15日（木）～17日（土）
第21回 唐津市（日） 2019年11月9日（土）〜10日（日）

第22回 揚州市（中） 2022年　[予定]

▶
資料提供

唐津市、麗水市

揚州 
（中）

麗水
（韓）

唐津 
（日）

1995
友好都市

1982
友好都市

1982
姉妹都市

囲碁大会を
持ち回り開催

10  第１章 ３都市・地域間の交流 唐津市（日）― 揚州市（中）― 麗水市（韓）
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鳥取県（日本）、吉林省（中国）、江原道（韓国）
の３県省道は、地域経済圏構想の設立を目的として、
１９９０年代から近隣のロシア、モンゴル等とともに
交流を深めている。

３県省道での交流は、吉林省及び江原道が１９９４
年６月に友好/姉妹省道締結、鳥取県及び吉林省
が１９９４年９月に「友好交流に関する覚書」
（２０１７年に友好県省締結）、鳥取県と江原道が
１９９４年１１月に友好県道締結を行ったことにはじ
まる。

３県省道による定例行事として代表的なものは、
２００８年より持ち回りで実施されている「北東アジア産業協力フォーラム」であり、近年は毎年実施され
ている。また、３県省道が主要メンバーとなる形で、日中韓以外の地域交流メカニズムを運営していること
も特徴である。

江原道の提案で創設された「北東アジア地域国際交流・協力地方政府サミット」は１９９４年から、「東
アジア地方政府観光フォーラム(EATOF)」は２０００年から開始され、毎年地方政府間の持ち回りで実施さ
れている。

３県省道・周辺地域と積極的な経済交流

江原
（韓）

吉林
（中）

鳥取
（日）

1994
姉妹／友好提携

1994
姉妹提携

1994
「友好交流に関する覚書」

2017
友好県省締結

北東アジア
産業技術

フォーラム

２００８年〜：「産業技術交流協力協定」締結、「北東アジア産業
協力フォーラム」持ち回りで開催

２００６年の「北東アジア地方国際交流・協力地方政府サミット」で、先端科学
技術交流の協力開拓を目的として２００８年に鳥取県商工労働部長、吉林省科学技
術庁長、江原道経済産業局長の間で「産業技術交流協力協定」を締結し、これに基
づき、３県省道の間で「北東アジア産業協力フォーラム」が持ち回りで開催されて
いる。

これまでの開催実績

回 日程 開催地 テーマ

第1回 2008年 江原道春川市 北東アジアの先端産業技術交流協力事業の
開拓

第2回 2011年 吉林省長春市

産業政策とインフラ建設のパラダイムシフ
ト及び地域活性化、先端産業とグローバル
交流協力、北東アジアンの都市（県省道）
間の国際科学技術協力の推進

第3回 2012年 鳥取県米子市 生命工学、人材育成

第4回 2013年9月 江原道春川市 日中韓3か国の地方政府の戦略的産業活性
化政策及び企業体の産業技術

第5回 2015年9月 吉林省長春市

鳥取県（日）―吉林省（中）―江原道（韓）
と っ と り ヂーリン カ ン ウ ォ ン ド

第6回 2016年9月 鳥取県米子市 新素材、地域の特色ある産業

第7回 2017年9月 江原道春川市 第4次産業革命時代のイノベーションにお
ける地方の参画

第8回 2018年9月 吉林省長春市 国際科学技術協力及び北東アジア地域のイ
ノベーション復興

第9回 2019年10月 鳥取県米子市 食品分野の技術研究

第10回 2021年10月 江原道春川市
(オンライン開催）

ポストコロナ時代に備えた科学技術及び産
業パラダイムシフト

第11回 2022年[予定] 吉林省

２００９年、２０１４年：友好交流周年事業
２００９年には、吉林省長春市にて、同省の友好交流地域である鳥取県、島根

県、江原道との友好交流１５周年を祝うため、７月に「日中韓国際文化美食祭」、
８月に「日中韓青少年卓球大会」が実施された。

また、２０１４年には、友好交流２０周年を祝賀するため、それぞれ二国間の記
念行事が行われたほか、日中韓では、同年８月に吉林省にて同省の友好交流地域
である鳥取県、島根県、江原道の「日中韓友好交流２０周年記念青少年文化体験事
業」が実施された。

また、同年１０月に鳥取県にて、交流の歴史を振り返る写真展が実施され、江原
道では、３県省道及びカナダ・アルバータ州（江原道の友好都市、４０周年）の同
様の写真展及び児童美術展が実施された。

▶
第１０回北東アジア産業技術

フォーラム

写真提供
江原道

12  第１章 ３都市・地域間の交流 鳥取県（日）―吉林省（中）―江原道（韓）
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２０００年～：東アジア地方政府観光フォーラム（EATOF）
東アジア地域の繁栄と各地域間の緊密な交流を進め、各地域間の国際観光交流の

促進を図るとともに、協力して世界各地からの観光客誘致を図ることを目的に、江
原道の提唱により２０００年に創設された。EATOF事務局は江原道春川市に置かれ
ている。

EATOFは国家別に地方政府１地域のみが加入可能である。加盟地域は、３県省道
のほか、中央県（モンゴル）、ジョグジャカルタ特別州（インドネシア）、セブ島
（フィリピン）、サラワク州（マレーシア）、クアンニン省（ベトナム）、シェム
リアップ州（カンボジア）、ルアンパバン県（ラオス）の１０か国１０都市。総会
は隔年で、常任委員会は毎年開催されている。

▶
出典

EATOFホームページ

これまでの総会開催実績

回 日程 開催地
第1回 2000年9月 韓国・江原道
第2回 2001年9月 インドネシア・ジョグジャカルタ特別州
第3回 2002年9月 フィリピン・セブ島
第4回 2004年9月 日本・鳥取県
第5回 2005年9月 中国・吉林省
第6回 2006年9月 マレーシア・サラワク州
第7回 2007年9月 タイ・チェンマイ州
第8回 2008年7月 モンゴル・中央県
第9回 2009年9月 韓国・江原道
第10回 2010年9月 ベトナム・クアンニン省
第11回 2011年9月 フィリピン・セブ島
第12回 2012年11月 カンボジア・シェムリアップ州
第13回 2013年10月 ラオス・ルアンパバン県
第14回 2014年9月 マレーシア・サラワク州
第15回 2016年10月 インドネシア・ジョグジャカルタ特別州
第16回 2018年8月 日本・鳥取県
第17回 2022年

［下半期に開催予定］
ベトナム・クアンニン省 

１９９４年～：「北東アジア地域国際交流・協力地方政府サミット」
３県省道は、「北東アジア地方国際交流・協力地方政府サミット」の参加地方政府

であるロシアの沿海地方及びモンゴルの中央県とともに、会議を持ち回りで毎年開催
してきた。各首長が毎年一堂に会し、地域の発展や繁栄のための議論をしている。

これまでの開催実績

回 日程 開催地
第1回 1994年11月 江原道・束草市
第2回 1995年11月 鳥取県・米子市
第3回 1996年11月 江原道・洪川郡
第4回 1997年8月 鳥取県・鳥取市
第5回 1998年8月 吉林省・長春市
第6回 1999年10月 江原道・束草市
第7回 2000年11月 鳥取県・米子市
第8回 2002年9月 吉林省・延吉市
第9回 2004年7月 モンゴル・中央県
第10回 2005年11月 江原道・春川市
第11回 2006年8〜9月 吉林省・長春市
第12回 2007年10〜11月 鳥取県
第13回 2008年9月 ロシア・ウラジオストク
第14回 2009年7月 モンゴル・中央県
第15回 2010年5月 江原道・平昌郡
第16回 2011年9月 吉林省・長春市
第17回 2012年4月 鳥取県
第18回 2013年10〜11月 ロシア・ウラジオストク
第19回 2014年7月 モンゴル・中央県
第20回 2015年5〜6月 江原道・束草市
第21回 2016年8月 吉林省・長春市
第22回 2017年10月 鳥取県・倉吉市
第23回 2018年10月 ロシア・ウラジオストク
第24回 2019年7月 モンゴル・中央県
第25回 2021年10月 江原道・江陵市（オンライン開催）
第26回 2022年[予定] 吉林省

鳥取県（日）―吉林省（中）―江原道（韓）
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２００２年１０月：日中韓シンポジウムがソウルで開催、定例化に
合意　　

日中国交正常化３０周年・中韓国交樹立１０周年を迎え、更にFIFAワールドカッ
プが日韓共催で行われた２００２年は、「日中韓国民交流年」に指定された。この
年の１０月２５日、「第１回日中韓博物館国際シンポジウム」が、同年に開館した
ソウル歴史博物館の講堂で開催された。日本からは江戸東京博物館が、中国からは
北京の首都博物館が参加した。

「２１世紀における博物館の役割と発展の方向性」というテーマの下、３国の首
都の歴史と文化を紹介することをコンセプトとする３館の館長及び学芸員がそれぞ
れの活動を報告し、意見を交わす初の試みとなった。この行事は本来、定例化を念
頭に置いた行事ではなかったが、行事に参加した各館の間で交流の意義と継続の必
要性についての共通認識が得られ、翌年より持ち回りで継続されることになった。

２００６年以前の開催実績

開催年 開催地 開催年 開催地
2002（第1回） ソウル 2005（第4回） ソウル
2003（第2回） 北京 2006（第5回） 北京
2004（第3回） 東京

２００７年～：瀋陽故宮博物院もシンポジウムに参加し、４館の交
流に拡大

２００７年、首都博物館の推薦により、瀋陽故宮博物館も持ち回りシンポジウム
の一員になった。同年以降、３館交流から４館交流に拡大し、現在に至る。次回の
フォーラムは２０２２年ソウル歴史博物館で開催される予定である。

２００７年以降の開催実績

開催年 開催地 開催年 開催地
2007（第6回） 東京 2014（第13回） 北京
2008（第7回） 瀋陽 2015（第14回） 東京
2009（第8回） ソウル 2016（第15回） 瀋陽
2010（第9回） 北京 2017（第16回） ソウル
2011（第10回） 東京 2018（第17回） 北京
2012（第11回） 瀋陽 2019（第18回） 東京
2013（第12回） ソウル 2022（第19回）[予定] ソウル

２０１０年１１月：ソウル歴史博物館で初の日
中韓特別展を開催

２０１０年１１月４日から１２月５日にかけ、「ソウル
・北京・東京、３都の原型と保全」をテーマとした特別展
がソウル歴史博物館で行われた。１１月３日には、同館講
堂にて、日中韓３か国の首都の都市専門家が都市の原型と
遺産の保全策を模索するための国際シンポジウムが開催さ
れた。

２０１３年・２０１５年：ソウル歴史博物館と首都博物館で特別展
ソウルと北京の博物館が、２０１３年と２０１５年に、二つの展示会を企画し

た。２０１３年にソウル歴史博物館にて「北京３０００年、受容と包容の旅程」が
実施され、２０１５年には、首都博物館にて「水路都市ソウル：清渓川の発展」を
テーマに展示が実施された。

▶
２０１０年イベントポスター

資料提供
ソウル歴史博物館

東京－北京間は１９７９年、東京－ソウル間は
１９８８年、北京－ソウル間は１９９３年にそれぞれ姉
妹/友好都市締結がなされている。

１９９５年３月には「BESETO協力に関する合意覚
書」が３首長間で署名され、トライアングル体制が構築
されたものの、この枠組みでの都市行政レベルでの協力
は、諸般の事情により継続しておらず、美術祭や演劇祭
など民間レベルでの交流が続けられている。

公共部門における協力においては、３首都の博物館交
流が継続している。２００２年に設立されたソウル歴史
博物館で、同年、３首都の博物館によるシンポジウムが
行われ、定例化されることとなった。その後、中国側の推薦により、瀋陽故宮博物院が２００６年から加わ
り、４博物館の持ち回りでシンポジウムが行われるようになった。

シンポジウムを通じた交流を１０年以上にわたり継続してきたひとつの結実として、東京、北京、ソウル
のうち２都市の博物館の間で相互に展示が行われる取組みがここ数年の間で増えているのが特徴である。

博物館を通じた日中韓の都市間交流事例はまだ数が限られているが、他に北九州市（日）－ 大連市
（中）－ 仁川広域市（韓）の博物館が巡回展を行っている例がある。

３国の首都の姉妹都市関係をベースにした博物館交流、４都市の交流に拡大
1993

姉妹/友好都市
ソウル歴史博物館 首都博物館

1979
友好都市

ソウル
（韓）

北京
（中）

1988
姉妹都市

シンポジウム
持ち回り開催

東京
（日）

瀋陽
（中）

瀋陽故宮博物院 江戸東京博物館

東京都（日）―北京市（中）―ソウル特別市（韓）
とうきょう ペ キ ン

２０１７年・２０１８年：江戸東京博物館と首都博物館で特別展
２００２年から続く江戸東京博物館と首都博物館の交流の成果として、両館が共

同して企画・調査・研究を行い、交流展を行った。

まず、２０１７年２月１８日から４月９日にかけ、特別展「江戸と北京－１８世
紀の都市と暮らし」を江戸東京博物館にて実施した。翌２０１８年８月１４日から
１０月７日にかけ、「都市・暮らし－１８世紀の東京と北京」を首都博物館で開催
した。両展示会は、１８世紀を中心とした江戸と北京の成り立ちや、生活、文化を
比較する点は共通しているが、来館者のニーズを考え、東京では北京の資料を、北
京では東京の資料を多く展示した。

16  第１章 ３都市・地域間の交流 東京都（日）―北京市（中）―ソウル特別市（韓）
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２０２２年（予定）：ソウル歴史博物館・江戸東京博物館の共催に
よる国際交流展展

ソウル歴史博物館は、２０２２年９月から１０月にかけ、「江戸時代隅田川の都
市風景」をテーマに訪問展示会を行う予定である。日本の首都東京（江戸）の都市
発展と密接な関係を持つ隅田川を背景にした絵、地図などの遺物を通じて近世日本
の都市風景と生活文化を紹介する予定である。また、３博物館は９月４日から９月
７日まで、「都市博物館と未来戦略」というテーマの下、第１９回日中韓国際シン
ポジウムのオンライン開催について協議中である。

２０１９年：江戸東京博物館とソウル歴史博物館が共同展
江戸東京博物館は、２０１９年１０月２２日から１２月１日にかけ、ソウル歴史

博物館と初の共同展「ユ・マンジュのハニャン」を実施した。１７５５年漢陽（ハ
ニャン、現在のソウル）に生まれたユ・マンジュは、２０歳になった１７７５年か
ら死没する直前の１７８８年まで、一日も欠かすことなく日記を書き続けた。ユ・
マンジュの日記を通して、１８世紀後半の漢陽の風景やそこに暮らす人々の日常生
活を紹介するもので、ソウル歴史博物館にて２０１７年に展示された。なお、展示
期間中の１０月２２日には「都市機能と博物館」というテーマで第１８回日中韓博
物館国際シンポジウムが江戸東京博物館にて実施された。

◀
共同展（東京）

写真提供
江戸東京博物館

２０１０年：東アジア友好博物館交流事業の開始、以降毎年持ち回
りで実務者会議及び館長会議を実施

東アジア友好博物館館長会議は、２００８年北九州市と仁川市の間で実施された
姉妹都市締結２０周年記念事業から始まり、北九州市の提案で３か国交流へと発展
した。２０１０年８月に実務者会議で準備調整が行われた後、同年１１月に「第１
回東アジア友好博物館館長会議」が北九州市で開かれ、その際、「東アジア友好
博物館に関する合意書」が３館長により署名され、３か国交流が開始した。両会議
は、以後、それぞれの博物館が持ち回りで実施している。以来、両会議ともほぼ毎
年実施され、今後の活動方針などについて話し合われている。交流事業計画は３年
ごとに協議の上、決定される。

福岡県北九州市（日本）、遼寧省大連市（中国）、仁
川広域市（韓国）の３市は、ともに近代工業都市であり
港湾都市という共通点をもつ。

３市での交流は、北九州市及び大連市が１９７９年に
友好都市締結、北九州市と仁川直轄市（当時）が８８年
に姉妹都市締結したことからはじまる。９１年には日
本の北九州市及び下関市と、その中韓の姉妹/友好都市
４市（中国：大連、青島、韓国：釜山、仁川）からな
る「東アジア都市会議」及び「東アジア経済人会議」
が発足した（現在の「東アジア経済交流推進機構」の前
身）。その後、９４年に大連市及び仁川直轄市が友好都
市締結を行い、日中韓のトライアングル姉妹/友好関係が成立した。

３市として現在も各市立博物館間で東アジア友好博物館交流事業を運営しており、「北九州市立自然史・
歴史博物館（通称・以下：いのちのたび博物館）」、「大連市旅順博物館」及び「仁川広域市立博物館」
は、２０１０年１１月の合意書（２０１０−２０１５）に基づき友好博物館交流を開始した。同年より、毎
年持ち回りで館長会議及び事前の実務者会議を開始し、２０１１年の第２回館長会議における合意に基づ
き、翌年より巡回展を開始した。２０１５年の第５回館長会議では２期目の合意書（２０１６−２０２１）
に署名し、２０１６年に締結された「東アジア友好博物館巡回展に関する合意書」に基づき、「東アジアの
生活文化：衣食住」をテーマとした隔年の巡回展の実施に合意した。２０２１年１０月、三つの博物館は３
期目の合意書（２０２２−２０２７）に署名し、今後６年間持続的な交流事業を推進することに合意した。

なお、仁川広域市は、２０１９年の東アジア文化都市として、東京都豊島区及び西安市とともに１年間、
多彩な文化・交流活動を展開した。北九州市も２０２０年の東アジア文化都市に選定されている。また、３
市が加盟する「東アジア経済交流推進機構」は、日中韓の１１の大都市から構成される環黄海都市経済交流
のプラットフォームとなっている。大連市は、２０１６年に北九州市、仁川市を含む日中韓の友好８都市を
招いて卓球大会を実施したことがある。

港湾都市による博物館交流、巡回展で着実に成果を積み上げる

北九州
（日）

仁川
（韓）

大連
（中）

1988
姉妹都市

1979
友好都市

1994
友好都市

東アジア友好
博物館交流事業

北九州市（日）― 大連市（中）― 仁川広域市（韓）
きたきゅうしゅう ダーリエン インチョン

◀
（左）東京での展示会
（右）北京での展示会

写真提供
江戸東京博物館提供

江戸東京博物館の広報資料によると、同館の収蔵資料が中国で展示されるのはこ
れが初めてであり、入場者は５０日間で２７万８７９０人（１日平均５５７６人）
と大盛況で、多数のメディアにも取り上げられた。また、展示期間中の８月１５日
に、第１７回日中韓博物館シンポジウムが首都博物館にて実施された。

19北九州市（日）― 大連市（中）― 仁川広域市（韓）
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これまでの開催実績

開催年 開催地 実務者会議 館長会議

2010 北九州 8月(第1回) 11月（第1回)
「東アジア友好博物館に関する合意書」署名

2011 仁川 7月(第2回) 10月（第2回)
2012 大連 6月(第3回)
2013 北九州 8月(第4回) 12月（第3回)
2014 仁川 7月(第5回) 10月（第4回)

2015 大連 7月(第6回)
10月（第5回)
館長会議にて、2期目となる「合意書」に
署名、隔年の巡回展の開催に合意

2016 北九州 7月(第7回) 11月（第6回)
2017 仁川 6月(第8回) 10月（第7回)
2018 大連 4月(第9回) 9月（第8回)
2019 北九州 7月(第10回) 10月（第9回）

2020 仁川 8月（第11回）
*オンライン開催

11月（第10回)
*オンライン開催

2021 大連 7月(第12回)
*オンライン開催

10月（第11回)
*オンライン開催
→３期目となる「合意書」に署名、今後6年
間の交流推進に合意

2022 北九州 上半期予定 
(第13回)

11月（第12回)［予定］
*会議では東アジア友好博物館交流事業の成
果や今後の展望をテーマに３館によるシンポ
ジウム開催予定

２０１２年：協力展の第一弾「大連、都市の風景」を実施
　大連の新旧の写真を対照して近代都市大連の歴史と現在の姿を示す展示。

日程 開催会場
2012年10月9日～11月4日 仁川広域市立博物館　

2012年10月26日～11月25日 いのちのたび博物館

▶
いのちのたび博物館

「東アジア文化コーナー」

写真提供
いのちのたび博物館

２０１３年：いのちのたび博物館に「東アジア交流コーナー」設置
２０１３年３月、いのちのたび博物館は、リニューアル・オープンにともない、３都

市博物館の交流を紹介する観点から、同博物館内に「東アジア交流コーナー」を常設の
形で設置し、大連市及び仁川広域市の歴史と文化、両博物館の活動について、写真など
の関係資料や所蔵品の複製等を用いて紹介している。

▶
仁川における展示「北九州―工業

都市の風景」展ポスター
         　　　　　　

資料出典
仁川広域市立博物館

２０１３年～２０１４年：協力展示第二弾「北九州―工業都市の風
景」展を実施

鳥瞰図や炭鉱画の複製と写真により工業都市北九州の歴
史と現在を紹介した。

日程 開催会場
2013年10月15日～11月10日 仁川広域市立博物館
2014年1月21日～2月16日 旅順博物館

２０１３年～２０１４年：北九州市制５０周年記念、旅順と仁川の名
品展」を実施

２０１３年１２月２１日から２０１４年２月１１日にかけて、北九州の市制５０
周年を記念し、いのちのたび博物館にて「仁川広域市立博物館・旅順博物館の名品
展」が実施された。両館所蔵の青銅器・絵画・陶磁器などが厳選後展示され、中韓
両国の歴史と文化を紹介した。

◀
２０２１年第１１回
東アジア友好博物館 館長会議

出典
旅順博物館

北九州市（日）― 大連市（中）― 仁川広域市（韓）
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◀
旅順における展示「布衣人生—
日本近代平民服飾」展

写真提供
いのちのたび博物館

２０１６年～２０１７年：「東アジアの生活文化」巡回展の第一弾
「着物」展を実施

２０１４年第４回博物館館長会議において、「東アジアの生活文化（衣食住）」を共
通のテーマとした巡回展を隔年で実施することで合意し、２０１６年には「東アジア友
好博物館巡回展開催に関する協議書」に署名した。　　

シリーズ第一弾として、日本の衣類文化をテーマとした特別展は、いのちのたび博物
館が主催し、担当の北九州市から始まり、旅順市、仁川市の順に巡回で実施された。　　

日程 開催会場 展示テーマ
2016年11月12日～12月11日 いのちのたび博物館 「着物が語る日本の心」展

2017年1月10日～2月5日 旅順博物館 「布衣人生—日本近代平民服
飾」展

2017年2月14日～3月19日 仁川広域市立博物館 「着物が語る日本の情緒」展

２０１８年～２０１９年
「東アジアの生活文化」巡回展の第二弾「箸」展を実施

箸文化をテーマに二弾目の展示会が行われた。展示会は旅順博物館の所蔵品をベ
ースに各博物館の固有の特性を反映した。

日程 開催会場 展示テーマ
2018年5月18日～9月20日 旅順博物館

2018年10月20日～12月9日 いのちのたび博物館
「箸と生活―中日韓箸文化展」
を「食のたび－箸と和食の文化
史―」展の一部として実施

2019年1月22日～2月24日 仁川広域市立博物館 「偉大な道具箸」展

▶
仁川における展示

「偉大な道具箸」展

写真提供
仁川広域市立博物館

２０２０年～２０２１年「東アジアの生活文化」巡回展の第三弾
「厠」を実施

第三弾の企画展は「韓国の住居文化の中のトイレ」をテーマとする仁川広域市立
博物館主催の「厠、トイレになる」の所蔵品展示を皮切りに、旅順市と北九州市で
開催された。

日程 開催会場 展示テーマ
2020年11月24日〜

2021年3月1日 仁川広域市立博物館 「厠、トイレになる」

2021年11月19日〜
2022年2月19日 旅順博物館 「中国トイレ文化の変遷」

2021年11月19日〜
2022年3月13日 いのちのたび博物館

「厠、トイレになる」
*2022年10月「日本のトイレの歴史」
自主企画展開催

▶
仁川における展示

「厠、トイレになる」

出典
仁川広域市立博物館

２０１４～２０１５年： 協力展の第三弾「モダン仁川画」展を実施
様々な印刷物の挿絵資料によって、近代都市仁川がどのように表現され、 伝達された

か、またそのイメージがどのように受容されたかを探る展示。

日程 開催会場
2014年12月4日～2015年1月4日 旅順博物館
2014年12月6日～2015年1月12日 いのちのたび博物館

北九州市（日）― 大連市（中）― 仁川広域市（韓）
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神奈川県（日本）、遼寧省（中国）、京畿道（韓
国）の３県省道は、神奈川県が１９８３年５月に遼寧
省と友好県省、９０年４月に京畿道と友好県道締結、
遼寧省と京畿道も９３年１０月に友好/姉妹提携締結を
行い、トライアングルの構図ができあがった。

１９９５年に遼寧省の提案で３地域の相互理解とつ
ながりを土台とした協力ネットワークを構築するため
に、９６年より「友好県省道交流会議」を開始した。
３地域は代表者の話し合いを通じて、共通課題の解決
策や交流促進について定期的に議論し、具体的な事業
として、２００４年から青少年スポーツ交流事業や学
術フォーラムを開始した。毎年持ち回りで開催される３県省道スポーツ交流事業は現在まで継続されてお
り、参加者（年間約１５０人）や競技種目（サッカー、バスケットボール、卓球の３種）も拡充してきてい
る。

他のトライアングル交流と比較すると、最も歴史が長い交流の一つであり、交流規模の面でも最も充実し
ている。

１９９６年から続く３地域の友好交流会議、青少年スポーツ交流の拡大

遼寧
（中）

京畿
（韓）

神奈川
（日）

1993
友好／姉妹締結

1983
友好県省

1990
友好県道

スポーツ交流や
交流会議を持ち

回りで開催

１９９６年～：「友好県省道交流会議」　
３県省道は、地域協力ネットワークを強化するために、１９９６年以来、「友好

県省道交流会議」を行っている。毎年各地域を巡回しながら開催され、３県省道の
地方公務員約１００人が参加する。共通の課題の解決方法や文化交流等の促進につ
いて議論を行っている。

これまでの開催実績

回 日程 開催地 参加者数 テーマ
第1回 1996年8月 遼寧省 147人 3県省道の友好交流に関して討議
第2回 1998年9月 京畿道 150人 環境問題と地域の役割
第3回 2000年9月 神奈川県 145人 科学技術と文化
第4回 2002年10月 遼寧省 250人 3県省道の地方自治体間の協力模索
第5回 2004年10月 京畿道 230人 3県省道の全面的協力の強化
第6回 2006年11月 神奈川県 150人 東アジア繁栄のための共通認識強化
第7回 2008年10月 遼寧省 100人 3県省道の環境保護分野の協力強化
第8回 2010年10月 京畿道 100人 3県省道の地域発展と協力
第9回 2013年3月 神奈川県 100人 3県省道の経済交流活性化
第10回 2014年8月 遼寧省 50人 高齢化克服のための社会構築
第11回 2017年11月 京畿道 70人 スタートアップ等の交流活性化

神奈川県（日）― 遼寧省（中）― 京畿道（韓）
か な が わ リャオニン キ ョ ン ギ ド

第12回 2019年5月 神奈川県 50人 SDGs(持続可能な開発目標)のための
3県省道協力

第13回 2021年10月
遼寧省

＊オンラ
イン開催

30人 都市再生

▶
２０２１年第１３回３地域友好

交流会議

出典
遼寧省

▶
第１５回大会の模様

写真提供
神奈川県

２００４年～：３県省道青少年スポーツ交流事業　
２００２年の第４回「友好県省道交流会議」において、スポーツ交流の推進に関

する３者の合意がなされ、２００４年から毎年夏季休業中に、スポーツ交流事業が
行われている。同事業は、３地域の青少年に国際交流の機会を提供し、スポーツや
文化交流を通して相互理解を深めるとともに、国家間のつながりを強化することを
目的として推進された。当初、男子サッカー１種目だった競技も、２００７年には
女子バスケットボール、２０１４年には男女卓球が追加され、参加者・競技種目を
拡大しながら実施している。

神奈川県側実行委員会のまとめた２０１８年度事業報告書によると、参加した日
本の高校生からは、①言葉は通じなかったがジェスチャーなどでコミュニケーショ
ンがとれた、②中国、韓国の選手たちがフレンドリーに接してくれた、理解や関心
を高めるきっかけになった、③皆同じ高校生であり、スポーツに国境や言葉の壁は
ないと実感した、などの感想の声が寄せられた。

24  第１章 ３都市・地域間の交流 神奈川県（日）― 遼寧省（中）― 京畿道（韓）



26  第１章 ３都市・地域間の交流 27

◀
出典
神奈川県、京畿道

これまでの実績  

回 日程 開催地 参加者 内容

第1回 2004年8月
23〜27日 京畿道

神奈川県24人
遼寧省21人
京畿道20人

サッカー交流親善試合、
学校訪問、文化体験等

第2回 2005年8月
25〜29日 遼寧省

神奈川県24人
遼寧省23人
京畿道25人

サッカー交流親善試合、
学校訪問、文化体験等

第3回 2006年8月
23〜27日 神奈川県 神奈川県27人

京畿道24人
サッカー交流親善試合、
学校訪問、文化体験等

第4回 2007年8月
24〜28日 京畿道

神奈川県42人
遼寧省42人
京畿道35人

サッカー（男子）・バス
ケットボール（女子）交
流親善試合、学校訪問、
文化体験等

第5回 2008年8月
25〜29日 遼寧省

神奈川県42人
遼寧省45人
京畿道35人

サッカー（男子）・バス
ケットボール（女子）交
流親善試合、学校訪問、
文化体験等

第6回 2009年8月
24〜28日 神奈川県 神奈川県39人

京畿道38人

サッカー（男子）・バス
ケットボール（女子）交
流親善試合、学校訪問、
文化体験等

第7回 2010年8月
23〜27日 京畿道

神奈川県42人
遼寧省33人
京畿道39人

サッカー（男子）・バス
ケットボール（女子）交
流親善試合、文化体験等

第8回 2011年8月
22〜26日 遼寧省

神奈川県40人
遼寧省37人
京畿道39人

サッカー（男子）・バス
ケットボール（女子）交
流親善試合、文化体験等

第9回 2012年8月
27〜31日 神奈川県

神奈川県37人
遼寧省19人（女子バス
ケットボールのみ）
京畿道39人

サッカー（男子）・バス
ケットボール（女子）交
流親善試合、学校訪問、
文化体験等

第10回 2013年8月
26〜30日 京畿道

神奈川県41人
遼寧省15人（女子バス
ケットボールのみ）
京畿道49人

サッカー（男子）・バス
ケットボール（女子）交
流親善試合、学校訪問、
文化体験等

第11回 2014年8月
26〜30日 遼寧省

神奈川県47人
遼寧省48人
京畿道45人(男子サッカ
ー・女子バスケットボ
ールのみ)

サッカー（男子）・バス
ケットボール（女子）・
卓球（男女）交流親善試
合、学校訪問、文化体験
等

第12回 2015年8月
24〜28日 神奈川県

神奈川県46人
遼寧省51人
京畿道54人

サッカー（男子）・バス
ケットボール（女子）・
卓球（男女）交流親善試
合、学校訪問、文化体験
等

第13回 2016年8月
22〜26日 京畿道

神奈川県50人
遼寧省47人
京畿道50人

サッカー（男子）・バス
ケットボール（女子）・
卓球（男女）交流親善試
合、文化体験等

第14回 2018年8月
20〜24日 遼寧省

神奈川県49人
遼寧省53人
京畿道51人

サッカー（男子）・バス
ケットボール（女子）・
卓球（男女）交流親善試
合、文化体験等

第15回 2019年8月
19〜22日 神奈川県

神奈川県45人
遼寧省10人（男女卓球
のみ）

卓球（男女）交流親善試
合、学校訪問、文化体験
等

第16回 2022年 [予定] 京畿道 未定 未定

神奈川県（日）― 遼寧省（中）― 京畿道（韓）
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山口県（日本）、山東省（中国）、慶尚南道（韓
国）の３地域は、ともに隣国への海の玄関口を有す
るという共通点をもつ。

３地域交流に先立ち、山口県と山東省が１９８２
年８月に友好協定を締結、山口県と慶尚南道は８７
年６月に姉妹提携締結、山東省と慶尚南道は９３年
９月に姉妹/友好都市締結を行った。

９７年、山口県－山東省１５周年、山口県－慶尚
南道１０周年を契機に、双方間の交流からもう一段
階発展した協力強化のため、トライアングル交流の
推進が始まった。２００６年からは具体的な協力アジェンダを話し合うため、交流実務会議と交流事業を毎
年開催してきた。以来、文化・青少年・福祉分野等、多方面での交流を続けている。一方、大学単位での交
流も行われている。

１９９７年にはじまった日中韓３地域交流、２００６年から本格化

慶尚南
（韓）

山東
（中）

山口
（日）

1993
友好/姉妹提携

1987
姉妹提携

1982
友好都市

２００６年〜：３地域交流実務会議を持ち回りで開催
山口県、山東省、慶尚南道の協力事業は山口県・山東省友好協定１５周年、山口

県・慶尚南道姉妹提携１０周年を契機に、３者による広域連携・施策連携を図るた
め、共同交流事業が開始された。以来、文化・青少年の分野を中心に交流を続けて
きた。２００６年からは交流実務者会議を持ち回りで開催し、３地域の交流事業を
実施している。

近年開催された第１０回３地域交流実務者会議は、２０２１年１２月に山口県の
主催によりテレビ会議形式で行われ、高齢者福祉政策をテーマに３地域の国際交流
部署及び高齢者福祉部署の実務者が参加し、政策発表及び意見交換を行った。

各種行事の開催実績

日程 開催地 イベント

1997年11月 山口県 • 東アジア文化の集い
• 第1回国際文化シンポジウム

1998年2月 山口県 • �国際環境シンポジウム
1999年11月 山東省 • �第2回国際文化シンポジウム
2001年10月 慶尚南道 • �第3回国際文化シンポジウム

2006年11月 山口県
• �第1回3地域交流実務会議

※実務会議の定期開催に合意
• �3県省道観光交流フォーラム

2007年9月 山東省 • 第2回3地域交流実務会議

交流実務会議
と文化交流を
持ち回り開催

山口県（日）― 山東省（中）― 慶尚南道（韓）
や ま ぐ ち シャンドン キョンサンナムド

2007年10月 山口県

• �山口県・山東省25周年、山口県・慶尚南道20周年記念
事業
→ �山口県・山東省・慶尚南道トライアングルフォー

ラム〈国際交流・国際観光・自然環境〉
→三県省道高校生スポーツ交流

2011年3月 慶尚南道
山東省

• �第3回3地域交流実務会議
• �3者メディア交流・協力事業 

2012年2月 山東省 • �第4回3地域交流実務会議

2012年7月 山東省

• �山口県・山東省30周年、山口県・慶尚南道25周年記念
事業
→伝統文化芸術交流
→報道交流協力の検討会
→体育友好交流（種目：卓球）
→青少年政策専門家シンポジウム 

2014年8月 山東省 • �第5回3地域交流実務会議
• �3県省道青年卓球友好交流試合

2015年9月 慶尚南道
• �第6回3地域交流実務会議
  * 開催周期を1年おきに変更
   MERSによりバスケットボール大会が中止

2017年8月 山口県

• �第7回3地域交流実務会議
   * 開催周期を隔年から毎年に変更
• �山口県・山東省35周年、山口県・慶尚南道30周年記念

事業
→3地域青少年文化公演

2018年 8月
山東省 • �第8回3地域交流実務会議三県省道書画交流　
山口県 • �山口ゆめ花博

2019年11月 慶尚南道
• �第9回3地域交流実務会議
• ��馬山菊祭りでの伝統武道公演にて、薙刀（日本）、太

極拳（中国）、テコンドー（韓国）を披露

2020年11月 
山口県
＊�オンライン

開催

• ���第10回3地域交流実務会議（事前準備会議）
• 2021年交流行事（高齢者福祉交流）推進事項協議
• �その他新規事業開拓の可能性について（2022年山口県

・山東省友好都市40周年、山口県・慶尚南道姉妹都市
35周年記念交流協力等）

2021年12月
山口県
＊�オンライン

開催

• 第10回3地域交流実務会議
• �高齢者福祉政策の情報交換及び2022年度開催計画

議論

2022年［未定］
山東省
＊�オンライン

開催予定 

• 第11回3地域交流実務会議
• �韓方を通じた国際交流会議に関する情報交換会及び

青少年伝統楽器演奏会開催予定

28  第１章 ３都市・地域間の交流 山口県（日）―　山東省（中）―　慶尚南道（韓）
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◀
山口県立大学の各学部学科との
交流の様子

写真提供
山口県立大学

１９９７年～：山口県立大学、曲阜師範大学、慶南大学校の交流事
業を継続　

山口県立大学は、曲阜師範大学（山東省）、慶南大学校（慶尚南道）と学術交流
協定を締結し、２０００年度から両大学の学生が毎年夏期に来日している。同事業
は、１９９７年から９９年に実施された「３大学トライアングル交流事業」が前身
であり、それが発展する形で２０００年から行われているものである。

「グローバル学生交流事業」は、毎年６月末から７月の約３週間にわたり実施さ
れている。学内外との交流を図りながら、学生と地域の国際化を目的としている。
そのため、プログラム期間中は、中韓からの学生達は日本語講義をベースに、ホー
ムステイ、日本文化体験、学部学科交流、学生交流会など多岐にわたる活動に参加
する。新型コロナウィルス感染症の影響で２０２０年より２年間事業が中断され、
今後は新型コロナウィルスの感染拡大を考慮し再開する予定である。

なお、山口県立大学の学生も、短期留学プログラムで曲阜師範大学及び慶南大学
校にそれぞれ学生を送っている。前者は同県立大学の学生のみが対象であり、後者
は日本、中国以外の提携校の学生も含まれている。

環境協力トライアングル事業を継続 

石川県（日本）、江蘇省（中国）、全羅北道（韓
国）の３県省道は、環境面での実務者間の交流を継
続している。

３県省道での交流は、江蘇省及び全羅北道が
１９９４年１０月に友好/姉妹提携締結、石川県及
び江蘇省が９５年１１月に「友好交流に関する合
意書」締結、石川県と全羅北道が２００１年９月に
「友好交流に関する合意書」締結を行ったことから
はじまる。

３県省道による定例行事としては、持ち回りで実
施されている環境協力トライアングル事業が行われ
ている。２００３年に石川県と全羅北道から始まった事業は、２００６年から江蘇省を含めた３県省道事業
へと拡大し、現在まで続いている。

▶
２０１９年日中韓

環境協力フォーラム

写真提供
全羅北道

２００３年～：日中韓環境協力フォーラムを持ち回りで開催
３地域は、各国に共通する重要課題である環境問題に関し、相互協力と認識の共

有を図るため、環境保全分野の実務者による意見交換会と文化交流行事を持ち回り
で実施している。新型コロナウィルスの感染拡大により、２０２０年から二度延期
された本フォーラムは、各国の感染状況が緩和され次第、再開する予定。

石川
（日）

江蘇
（中）

全羅北
（韓）

1995
「友好交流に関する合意書」

1994
友好/姉妹都市

2001
「友好交流に

関する合意書」

環境協力
フォーラムを
持ち回り開催

石川県（日）― 江蘇省（中）― 全羅北道（韓)
い し か わ ジャンスー チ ョ ル ラ ブ ク ト◀

２０２０年第１０回３地域交流
実務会議

写真提供
山口県

31石川県（日）― 江蘇省（中）― 全羅北道（韓)
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◀
出典
石川県庁。「開催年度」は日本
の会計年度（4月1日～3月31日）

これまでの実績

回 開催年度 開催地 テーマ
第1回 2003年度 石川県 環境教育

第2回 2004年度 石川県 企業及び行政機関における環境配慮と環
境教育

第3回 2005年度 石川県 循環型社会の推進
第4回 2006年度 江蘇省 水環境保全対策
第5回 2007年度 全羅北道 地球温暖化対策
第6回 2008年度 石川県 地球温暖化対策
第7回 2009年度 江蘇省 生物多様性の保全
第8回 2013年度* 石川県 地球温暖化対策
第9回 2014年度* 全羅北道 生物多様性の保全
第10回 2015年度* 石川県 資源循環政策
第11回 2016年度 江蘇省 固体廃棄物の管理及び再資源化
第12回 2017年度 全羅北道 PM2.5の総合対策について
第13回 2018年度 石川県 里山の利用・保全
第14回 2019年度 江蘇省 土壌汚染の管理と復元・利用

第15回 2022年度
[未定] 全羅北道

*日韓２地域により開催

新潟県佐渡市（日本）、陝西省漢中市（中国）、
慶尚南道昌寧郡（韓国）の３市・郡は、トキの生息
地として、県省道を含め、交流を深めている。

かつて、トキは日中韓等で広く生息していたが、
乱獲等により絶滅の危機に瀕していた。実際、韓国
では１９７９年に非武装地帯で目撃されたのを最後
に、絶滅したとみられており、日本でも２００３年
に日本生まれのトキは絶滅した。一方、中国では絶
滅したとみられていたトキが１９８１年に発見さ
れ、増殖に成功した。国レベルの友好の証として、
９９年に中国から日本に２００８年には韓国にトキ
のつがいが贈呈され、それぞれ増殖に成功した。

以降、三国協力として、２０１２年からトキの野
生復帰や生息地管理等に関する国際会議が行れ、２都市間での協力が進んだ。

２０１９年７月に行われた「トキ国際フォーラム」においては、トキの保護、野生復帰、生殖地保護・復
旧の分野で交流を持続的に促進し、これを土台に人的交流、エコツーリズム、観光産業の振興など、３者間
の交流強化のための覚書が締結された。

トキを通じた３市・郡協力の多様化

１９９９年、２００８年：中国から日本、韓国にトキ寄贈
日本は、１９８５年より中国からトキを借り受ける等により日本のトキとのペア

リングを試みたが成功していなかった。９８年１１月、江沢民国家主席が国賓とし
て訪日をした際に天皇陛下にトキのつがいの贈呈を表明、９９年１月に佐渡に到着
し、その後増殖に成功した。韓国は、２００８年５月に李明博大統領が国賓とし
て訪中した際に胡錦涛国家主席より同大統領にトキのつがいの贈呈を表明し、同年
１１月に韓国・昌寧郡に到着、増殖に成功した。

▶
２０１９年７月の覚書署名式

左から日中韓三国協力事務局長、
昌寧郡守、漢中市副市長、

佐渡市長

出典
日中韓三国協力事務局

　　

佐渡
（日）

昌寧
（韓）

漢中
（中）

2019
「トキの復元に関する
友好交流意向」締結

1998
佐渡市と漢中市の洋

県が友好都市
2019

覚書締結

2019
姉妹/友好交流協定

慶尚南道等

陝西省等

新潟県等

佐渡市（日）― 漢中市（中）― 昌寧郡（韓）
さ ど ハンジョン チャンニョン

33佐渡市（日）― 漢中市（中）― 昌寧郡（韓）
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◀
２０１９年ソウルのフォーラム
で韓国のトキの童謡を歌う日中
韓の子どもたち

出典
日中韓三国協力事務局

２０１２年～：トキ保護増殖事業のための日中韓の情報共有
日中韓３か国において、トキの保護増殖事業に携わっている各国の関係者が集

い、トキの保護の現状などを報告するとともに、情報の共有を図るため、国際会議
やシンポジウムを行っている。最近の事例として、２０１４年１１月に中国、１６
年１２月に日本、１９年５月に韓国にて実施されている。

２０１８年〜：中国で第１回トキ国際フォーラム開催、２０１９年
に交流を本格化させるため覚書を締結

２０１８年５月、陝西省漢中市洋県にて、日中韓のトキに携わる関係者らが各地
の取り組みを紹介する初の「トキ国際フォーラム」が実施された。同フォーラム
は、トキの保護に関する協力にとどまらず、トキを媒介として産業、観光、文化交
流等幅広い交流を目ざすために企画されたものである。

２０１９年７月１１日、韓国ソウルにて、日中韓三国協力事務局主催、中国・ト
キ国際フォーラム事務局共催で「トキ国際フォーラム２０１９inソウル」が開催さ
れた。２０１９年は、韓国で初めて野生放鳥に成功した記念すべき年であり、初の
日中韓首脳会合から２０周年でもあることから、日中韓三国協力事務局が所在する
韓国ソウルで実施する運びとなった。

同フォーラムにおいては、三浦基裕佐渡市長、張建国（ジャン・ジエングオ）漢
中市副市長、韓珵宇(ハン・ジョンウ)昌寧郡守及び李鍾憲(イ・ジョンホン)日中韓
三国協力事務局事務局長による覚書が締結され、今後、トキに関連した行事を実施
していくこと等、トキを媒介にした文化、観光、青少年交流など様々な交流を実施
していくことにつき合意された。各セッションでは、トキを通じた地方交流や観光
の活性化について議論がなされた。また、本フォーラムに併せて日中韓のトキ生息
地の子ども交流プログラムが実施され、同フォーラムの午後にはセッションに先立
ち、３か国の子どもたちによる公演が行われた。

２０１９年５月：３か国の来賓が見守る中、韓国で初の野生放鳥に
成功

２０１９年５月２２日、韓国における唯一のトキ生息地である慶尚南道昌寧郡に
おいて、長年の念願であった野生放鳥が実現した。放鳥式には日本と中国の来賓が
出席した。出席した佐渡副市長と昌寧郡守との間で、「トキの復元に関する友好交
流意向」を締結した。また、翌２３日、同郡にて、トキの増殖や野生復帰のための
日中韓シンポジウムが実施された。

これまでの実績

回 日程 開催地 テーマ
第1回 2018年5月22〜24日 中国・陝西省漢中市 トキの縁で共に未来を創ろう 

第2回 2019年7月11日 韓国・ソウル市
新たな旅立ち・新たな高みへ：
トキを通じた持続的な日中韓三
国協力に向けて

第3回 2022年［予定］ 日本・新潟県佐渡市

２０２１年５月：トキ発見記念４０周年日中韓オンライン記念イベ
ント開催

２０２１年５月２１日、新潟県・中国陝西省・韓国慶尚南道道庁は「未来に向け
て：トキ発見記念４０周年日中韓オンライン記念イベント」を共同開催した。佐渡
市・漢中市・昌寧郡の実務関係者はオン・オフラインでトキの保護経験及び未来の
ビジョンについて発表し、日中韓学生のトキ童謡公演を実施した。

▶
「未来に向けて：トキ発見記念
４０周年日中韓オンライン記念

イベント」現場の姿

出典
中国陝西省

▶
未来に向けて：トキ発見記念

４０周年日中韓オンライン記念
イベント」にてトキの童謡を
歌っている中国の学生達の姿

出典
中国陝西省

佐渡市（日）― 漢中市（中）― 昌寧郡（韓）
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京畿道軍浦市（韓国）は、同市が主導する形で、
２０１０年より神奈川県厚木市（日本）及び山東省
臨沂市（中国）と３都市間青少年交流事業を開始
し、現在まで継続している。２０１０年の開始時
点で、軍浦市は厚木市と友好都市（２００５年締
結）、臨沂市とは２００８年より交流関係にあった
（その後、２０１２年に姉妹/友好都市関係締結）。

軍浦市は、厚木市及び臨沂市との間で、青少年の
派遣と招へいを毎年１回ずつ実施しており、軍浦か
ら派遣する際は、２都市間での交流事業となってい
るが、招へいする際は、同時期に両都市から青少年を招へいすることにより、３都市による「国際青少年フ
ェスティバル」と題する日中韓青少年交流事業を成立させている。

日中韓３都市間で姉妹/友好締結が成立していない場合にも、日中韓交流の実施が可能であることを示す
好事例と言える。

軍浦市が中心となり、２０１０年より３都市青少年交流事業を運営

臨沂
（中）

厚木
（日）

軍浦
（韓）

2012
姉妹/友好

都市 軍浦で
日中韓青少年

交流事業

2005
姉妹都市

２０１０年～：軍浦市主催で「国際青少年フェスティバル」実施
２０１０年７月、軍浦市の主催により厚木市・軍浦市・ 臨沂市の３都市から青

少年が集まり、第１回「軍浦国際青少年フェスティバル」が開催された。第１回以
来現在に至るまで、プログラムの大枠は、①軍浦市の参加学生の家に日中の学生が
ホームステイ（近年は３泊）、②全体合宿を通じた交流（近年は１泊）、③市長等
への表敬、④韓国語教室、K-POP、伝統的な礼儀作法、陶芸などの文化体験及び見
学等で構成されている。軍浦市で募集される学生（中学高校生）は、日中それぞれ
の言語に関心のある人々が別に募集され、同フェスティバル実施後、厚木市（近年
は翌年１月）又は臨沂市（近年は８月）を数日間訪問することも定例化している。

◀
「２０１９軍浦国際青少年
フェスティバル」K-POP教室   

写真提供
軍浦市

これまでの開催状況

回 日程 参加国
第1回 2010年7月23〜29日 日本・中国・韓国
第2回 2011年7月21〜29日 日本・中国・韓国
第3回 2012年7月20〜30日 日本・中国・韓国・ロシア（ウスリースク）
第4回 2013年 7月 22〜28日 日本・中国・韓国・ロシア（ウスリースク）
第5回 2016年7月25〜30日 日本・中国・韓国
第6回 2017年7月25〜31日 日本・中国・韓国
第7回 2018年 7月23〜29日 日本・中国・韓国
第8回 2019年7月20〜25日 日本・韓国
第9回 2022年[予定]

厚木市（日）― 臨沂市（中）― 軍浦市（韓）
あ つ ぎ リ ン イ ー グ ン ポ

36  第１章 ３都市・地域間の交流 厚木市（日）― 臨沂市（中）― 軍浦市（韓）
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石川県金沢市（日本）、江蘇省蘇州市（中国）、
全羅北道全州市（韓国）の３市は、「ユネスコ
創造都市ネットワーク(UNESCO Creative Cities 
Network)」指定都市という共通点がある。金沢市と
蘇州市は「クラフト＆フォークアート」、全州市は
「食文化」の分野で創造都市として指定されている。

３市での交流は、金沢市及び蘇州市が１９８１年
に姉妹/友好都市締結、蘇州市と全州市が９６年に
姉妹都市締結、金沢市及び全州市 が２００２年に
姉妹都市締結したことから始まる。２０１０年から
囲碁交流を、２０１５年以降は図書館交流をそれぞ
れ開始した。姉妹都市関係を基盤として、２０１３
年から１５年にかけて金沢海みらい図書館、蘇州図書館及び全州市の完山図書館は、２館間で友好協力に関
する覚書をそれぞれ締結し、３館間によるトライアングルの協力構図も完成した。

なお、金沢市は２０１８年に「東アジア文化都市」として、中国のハルビン市及び韓国の釜山広域市とと
もに、１年間にわたり多彩な文化交流活動を展開した。

囲碁と図書館を通じたトライアングル交流

▶
２０１８年日中韓姉妹都市

囲碁親善大会の様子

写真提供
全州市

蘇州
（中）

金沢
（日）

全州
（韓）

1981
姉妹/友好都市

1996
友好/姉妹都市

2002
姉妹都市

囲碁大会
持ち回り開催

＆
図書館交流 ２０１３年～：３市図書館が交流協力の了解覚書を締結し、図書館

交流を開始
友好/姉妹都市関係を背景として、２０１３年１２月、金沢海みらい図書館と蘇

州図書館は、友好交流協力に関する覚書を締結した。翌２０１４年９月には蘇州図
書館と完山図書館が、２０１５年１０月には金沢海みらい図書館と完山図書館もそ
れぞれ覚書を締結し、３図書館間で、トライアングル協力の構図が完成した。金沢
海みらい図書館と完山図書館は２０１７年から２年周期で相互に図書交換事業を推
進している。

その後の３館としての主な交流事業としては、以下のものが挙げられる。

（１）２０１６年１０月６日～２５日　
金沢海みらい図書館は蘇州図書館と完山図書館の協力のもと、蘇州市及び全州

市を紹介する文化紹介展示事業を実施した。期間中には、子どもに本を推奨する
ための企画「日本・中国・韓国にみる家庭でできる子どもの読書推進」を実施し
た。

（２）２０１７年６～８月
金沢海みらい図書館と完山図書館は、両者が基本同意書を締結した後、初の図

書交換を行った。６月には完山図書館から金沢海みらい図書館へ全州市を紹介す
る書籍、当時のベストセラー、韓国文化に関連する図書など４３冊を寄贈し、８
月には金沢海みらい図書館から完山図書館へ金沢市の歴史や文化にまつわる書籍
５０数冊を寄贈した。

（３）２０１８年３月〜２０１９年２月
海みらい図書館は蘇州図書館と約１００冊の図書を交換した。海みらい図書館

は２０１８年３月に日本の文化・経済・郷土・児童関連書籍を寄贈し、蘇州図書
館からは２０１９年２月に海みらい図書館へ中国の歴史・文化関連書籍を寄贈し
た。

（４）２０１８年１０月１１日～３０日　
金沢海みらい図書館は蘇州図書館と完山図書館の協力で、「金沢市図書館と姉

妹都市図書館 交流のあゆみ」を実施した。蘇州市及び全州市の概要、文化・伝
統工芸、各市図書館、「日本・中国・韓国 子ども童話交流事業」について、パ
ネルや工芸品、関連図書等の展示を通して紹介。期間中には、「絵本と歌でつな
ぐ三都物語 ～金沢・蘇州・全州～」と題する絵本づくりのワークショップや音
楽会が行われた。

２０１０年～：日中韓姉妹都市囲碁親善大会を隔年開催
囲碁の交流は、２００９年に金沢市が提案し、２０１０年に蘇州市で第１回を開

催、以後持ち回りで実施している。第１回から第３回までは毎年実施し、第４回か
ら隔年実施となった。金沢市側は民間団体（金沢国際囲碁協会）が主催で実施して
いる一方、蘇州市及び全州市は行政が主催者となっている。２０１８年の第６回大
会には金沢市から１０人、蘇州市から１０人、全州市から２０人の全４０人のアマ
チュア選手が参加した。

これまでの開催実績

回 開催年 開催地 回 開催年 開催地
第1回 2010年 蘇州市 第5回 2016年 金沢市
第2回 2011年 金沢市 第6回 2018年 全州市
第3回 2012年 全州市 第7回 2022年[未定] 蘇州市[未定]
第4回 2014年 蘇州市

金沢市（日）― 蘇州市（中）― 全州市（韓）
か な ざ わ スーヂョウ チョンジュ

38  第１章 ３都市・地域間の交流 金沢市（日）― 蘇州市（中）― 全州市（韓）
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（５）２０１９年４月９日〜２０２０年６月
金沢海みらい図書館から金沢市の東アジア文化都市２０１８事業の一環で開催

された「絵本と歌でつなぐ三都物語 ～金沢・蘇州・全州～」で展示された６冊
の図書（「日本・中国・韓国童話集１〜３」、「日本・中国・韓国こども童話交
流事業報告書２０１５〜２０１７」）を蘇州図書館と完山図書館に寄贈した。翌
年の２０２０年６月には完山図書館から韓国全州市を紹介する書籍・ベストセラ
ー・ポップカルチャーに関連する書籍など５０数冊を金沢海みらい図書館へ寄贈
した。

（６）２０１９年１２月１０〜１１日
蘇州図書館の第二図書館の開館式を記念して、３図書館の関係者による交流会

を開催した。約２０人の日中韓図書館関係者が出席し、各国の図書相互貸借制度
の運営状況と発展方向に関しての情報共有が行われた。

（７）２０２１年２〜4月
金沢海みらい図書館は、２０２１年２月蘇州図書館へ郷土・日本文学・児童関

連書籍を５０冊送付し、同年４月蘇州図書館からも金沢海みらい図書館へ出版物
を寄贈した。

（８）２０２１年７月２２〜２７日
金沢市と蘇州市の姉妹都市提携４０周年記念を

迎え、金沢海みらい図書館にて「蘇州・金沢交流
展」が開催された。本交流展では、蘇州市の８種
類の工芸品３７品を中心に金沢市と蘇州市の交流
写真展や蘇州市の風景写真展などが同時に実施さ
れた。展示期間の２４〜２５日の二日間は２回に
渡り金沢市の市民を対象に中国紙工芸「剪紙」講
座も開かれた。

◀
姉妹都市提携４０周年記念「蘇
州・金沢交流展」広報ポスター

出典
金沢市

◀
姉妹都市提携４０周年記念「蘇
州・金沢交流展」に展示された
蘇州工芸品

出典
蘇州市

神奈川県横浜市（日本）、福建省泉州市（中国）、光州広域
市（韓国）の３都市は、２０１４年の１年間、初代「東アジア
文化都市」として多彩な交流事業を展開した。同年１１月、３
市の市長は「東アジア文化都市 友好協力都市協定」に署名し、
今後も３都市間の文化・芸術・観光等、多方面の分野で交流を
継続し、共に発展することを約束した。

　この３都市は、この協定に基づき、２０１５年以降も活発
に交流を継続している。主な取組みとして、それぞれの都市で
年間１回ずつ他の２都市の代表団を招へいする形で文化交流や
青少年交流を実施している。各都市で実施する大型文化行事に芸術団が参加する場合が多い。

「東アジア文化都市２０１４」

光州
（韓）

泉州
（中）

横浜
（日）

2014年
東アジア
文化都市

横浜市（日）－泉州市（中）―光州広域市（韓）
よ こ は ま チュワンヂョウ クァンジュ

「友好協力都市協定」締結、交流の継続に合意
２０１４年から始まった「東アジア文化都市」の初代開催都市として、横浜市、泉

州市、光州広域市は、多彩な文化芸術事業を通じて１年間活発に交流を行った。同年
１１月の横浜閉幕式典のタイミングに合わせ、同月１８日、３都市間で「東アジア文
化都市 友好協力都市協定」を締結した。この協定は３都市が初代東アジア文化都市
として１年間構築してきた友好関係を維持し、文化・芸術・観光分野での継続と交流
を発展させるという目的で締結された。協定の内容は以下のとおりである。

１．相互主義の原則に従った交流と友好の促進。 

２．文化・芸術団体、企業、市民など民間レベルの交流活性化に向け努力。

３．�東アジア文化都市発展のため互いの経験を共有し、協力して事業を推進す

るよう努力。 

４．�３都市の代表と関係部署が緊密な関係を維持し、交流、協力業務、共通関

心事項につき協議。

41横浜市（日）― 泉州市（中）― 光州広域市（韓）
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２０１５年の主な交流活動
中核事業

開催地 内容
横浜 8月：「横浜ダンスパレード」に泉州、光州の芸術団が参加

光州
9月：「日中韓書道交流展」開催、泉州、横浜、清州、青島、新潟の6
つの東アジア文化都市で活躍する作家23人を招待、全61点の作品を展
示

光州 10月：「思い出の7080忠壮祭り」に横浜（公演とパレード）、泉州
（人形劇）の芸術団が参加 

泉州 11月：「第14回アジア芸術祭」に横浜、光州の芸術団が参加

その他事業事例

開催地 内容

横浜
11月：光州広域市と国際女性美術交流協会（韓国）からの呼びかけ
により、横浜のBankART Studio NYK（横浜の「創造界隈拠点」の一
つ）、国際女性現代アート・フォーラム及び美術展を実施

光州 11月～12月：光州市立美術館にて、BankART 1929の活動を紹介する
展覧会を実施

光州
12月：金大中コンベンションセンターで泉州と「光州—泉州メディア
交流イベント」実施、両都市間の相互記者派遣と文化関連内容の取材
時の協力事項等を議論

その他事業事例

開催地 内容

横浜・光州 1〜3月：「黄金町×光州AIR交換プログラム2016」を開催し、横浜と
光州のアーティストを派遣し合うプログラムを実施

光州 7月：「東アジア文化都市　建築フォーラム」に横浜市が参加

２０１６年の主な交流活動

中核事業

開催地 内容

光州 6月：「国立アジア文化殿堂フリンジフェスティバル」に横浜、泉州
の芸術団が参加

横浜 9月：「横浜音祭り2016」に泉州、光州の芸術団が参加するととも
に、学校訪問も実施

泉州 10月：「第2回海上シルクロードフェスティバル国際演劇展」に横
浜、光州の芸術団が参加

◀
２０１６横浜音楽祭での
光州芸術団の公演

写真提供
横浜市

２０１７年の主な交流活動

中核事業

開催地 内容

光州 6月：「光州アジア文化殿堂インターナショナルフリンジフェスティ
バル」に横浜、泉州の芸術団が参加　

横浜
8月：「東アジア文化都市2014横浜」青少年文化交流を実施。日中韓の
高校生と教師36人が横浜に集まり、「ヨコハマトリエンナーレ2017」
鑑賞や、日本文化体験等を通じて交流

泉州 12月：「第3回海上シルクロード国際芸術祭」に横浜、光州の芸術団
が参加

▶
泉州のイベントにおける

横浜の公演団

写真提供
横浜市

その他事業事例

開催地 内容

光州 11月：「東アジア文化都市ネットワークフォーラム」に横浜、泉州を
含む歴代「東アジア文化都市」及び学会専門家が参加

横浜市（日）― 泉州市（中）― 光州広域市（韓）
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◀
横浜のイベントにおける
中国公演団

写真提供
横浜市

２０１８年の主な交流活動
中核事業

開催地 内容

光州 7月：「2019光州世界水泳選手権大会大国民ハンマダン」を実施
横浜、泉州の芸術団が参加

横浜 9月：泉州、光州の芸術団が「Dance Dance Dance @YOKOHAMA 
2018」等のイベント出演及び学校訪問

泉州
11月：「東アジア文化都市・中日韓都市美術作品展」を実施。期間
中に横浜、光州から派遣されたアーティストが現地で制作活動を行う
等、交流を深めた

その他事業事例

開催地 内容

横浜・光州

1月～3月：「黄金町×光州AIR交換プログラム2017」を開催し（注：
「2017」は日本の会計年度によるもの）、横浜と光州のアーティスト
を派遣し合うプログラムを実施。2018年11月〜2019年2月に同プログ
ラム2018を実施

泉州

2月～3月：「黄金町×泉州 アートのまちづくりプログラム」泉州海外
交通史博物館にて、横浜の初黄・日ノ出町地区における
「アートによるまちづくり」の取組みの資料展示及びトークイベント
を実施

光州
9月：「東アジア文化都市ネットワーク・メディアフォーラム」に横
浜、泉州を含む歴代「東アジア文化都市」に拠点を有するメディアが
参加

▶
泉州市の行事に参加した

光州公演団

写真提供
アジア文化中心都市造成

支援フォーラム(ACCF)

▶
光州の行事に参加した

横浜公演団 

写真提供
アジア文化中心都市造成

支援フォーラム(ACCF)

２０１９年の主な交流活動
中核事業

開催地 内容

光州 7月：「2019光州FINA世界水泳選手権大会」を実施祝賀公演に横浜、
泉州、済州（2016年文化都市）の芸術団が参加

横浜 9月：「横浜音祭り2019」に横浜、泉州、済州の芸術団が参加

泉州
11月：「第4回海上シルクロード国際芸術祭」を実施
一帯一路の芸術公演ワークショップイベントに横浜、光州、清州
（2015年文化都市）、済州の芸術団が参加

その他事業事例
開催地 内容

横浜 1月：「黄金町×泉州 アートのまちづくりプログラム2018」を実施。
泉州よりアーティスト等を招へいし、資料展示及び

横浜・光州 7月〜8月：「黄金町×光州AIR交換プログラム2019」を開催し、横浜
と光州のアーティストを派遣し合うプログラムを実施

光州 10月：「2019アジア文化フォーラム」にて＜空間とコミュニティ、路
地の再発見＞というテーマで東アジア文化都市特別セッションを実施

横浜市（日）― 泉州市（中）― 光州広域市（韓）
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２０２０年の主な交流活動
中核事業

開催地 内容

横浜・泉州・光州
（オンライン）

11月〜12月：横浜市・中国泉州市・韓国光州広域市の３都市が東
アジア文化都市広報映像「映像芸術でご挨拶(Communication by 
Arts)」を共同制作し、YouTubeにて公開

２０２１年の主な交流活動
中核事業

開催地 内容

横浜
7月〜11月：「Dance Dance Dance @YOKOHAMA 2021」に泉州・光
州の芸術団が映像出演。日韓・日中チームがオンライン合同練習を通じ
て、オン・オフライン創作ダンス公演を実施

光州 11月：「日中韓文化都市アマチュア声楽コンクール」に横浜・泉州
推薦の声楽家映像出演

光州 8月〜11月：横浜・泉州の協力のもと、東アジア文化都市観光映像
を制作し、地域放送局及びYouTubeで放映・公開

その他事業事例
開催地 内容

横浜・光州
（オンライン）

1〜3月：既存の「AIR交換プログラム」に替え「黄金町×光州 オンラ
イン交流プログラム」を実施し、芸術家たちによるオンライン会議
を通じて作品を制作し、黄金町と光州でそれぞれ成果展示会を開催 その他事業事例

開催地 内容

光州
10月：「2021アジア文化フォーラム」の「脱境界時代：都市と青年
文化」をテーマにしたセッションにて、横浜・泉州の講師による映
像講演

泉州
11月〜2022年1月：「国民大祭り」に青森・対馬・東京、中国の上
海・寧波・海南、韓国の光州・清州・大邱など地域より映像を通じ
た公演及び写真出展

◀
東アジア文化都市２０１４が共
同制作した広報映像「映像芸術
でご挨拶」の
導入部画面

写真提供
アジア文化中心都市造成委員会
議(ACCF)

▶
「Dance Dance Dance @

YOKOHAMA 2021」に参加した
日韓チーム合同公演の様子

出典
横浜市

横浜市（日）― 泉州市（中）― 光州広域市（韓）
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２０１７年７月：第１回「三区間スポーツ交流事業」が東城区で開催
２０１７年７月２５日から２９日にかけ、第１回の三区間スポーツ交流事業が実

施された。この事業は次世代を担う青少年がスポーツを通して、相互理解を促進
し、三区間の交流を持続的に推進するという目的で実施された。主な日程は以下の
通り。

日程 内容

7月25日(火) 目黒区・中浪区一行、北京着
歓迎晩餐会

26日(水)
三区間バスケットボール大会開会式
第１試合（東城区対中浪区）
第２試合（目黒区対東城区）

27日(木)

第３試合（目黒区対中浪区）
三区間バスケットボール大会閉会式
中国伝統文化体験（うちわづくり、お面の絵付け、北京市第五中学校
訪問）
東城区内見学（南鑼鼓巷）
送別晩餐会（東城区人民代表大会主任主催）

28日(金) 三区の学生が共に北京市内を視察（故宮他）

29日(土) 北京発

目黒区作成の事業報告書は、本件事業の成果として、目黒区から参加した区立学
第２学年１２人の生徒にとって、バスケットボールという共通のルールに基づいた
スポーツを通じて、三国の歴史や文化、言葉や考え方の違いなどを超えて、互いを
理解し交流を深めることで、国際人として未来に羽ばたいていくための貴重な経
験となったと書き記している。各生徒の感想文をみると、「相手国に対するイメー
ジが改善した」「中国、韓国に対する興味をもつようになった」との意見がみられ
た。との意見がみられた。印象的なエピソードとしては、試合中に日本人選手が中
国人選手に押されて転倒したところ、そのファウルをした選手が立ち上がる手助け
をしてくれたことに、国が違っても、日本人と同じような優しさが感じられ、嬉し
く感じたというものがあり、複数の生徒が紹介をしていた。言語面では、① 言葉
が通じなくてもプレーを通じて友達になれることに気づいた、② 晩餐会では片言
の英語とジェスチャーを通じて交流ができた、③ 英語や他国の言語を学ぶことが
大切だと感じた、などといった意見がみられた。

東京都目黒区（日本）、北京市東城区（中国）、ソウル特
別市中浪区（韓国）の三区は、２０１７年からスポーツ交流
事業を開始した。「区」同士のトライアングル交流は、これ
まで前例がなく、また、姉妹都市や友好都市関係のトライア
ングルが完全に形成される以前からこのような交流が開始し
ていた点も注目に値する。

三区の交流は、目黒区及び中浪区が、９０年代からそれぞ
れ北京市東城区と友好都市関係であったことに由来する。こ
の縁で、目黒区及び中浪区は、２０１０年に交流を開始し、
２０１３年には「友好増進及び交流協力覚書」が締結された。

三区による中学生スポーツ交流は、２０１５年に提案がな
され、翌２０１６年に実施合意、２０１７年度から開始となった。その後、目黒区と中浪区の姉妹締結に向
けた調整も本格化し、２０１９年７月に友好都市締結が実現した。また、今後は、スポーツ分野だけではな
く、文化交流の分野への拡大について検討されている。

前例のない「区」同士のトライアングル交流

中浪
（韓）

目黒
（日）

東城
（中）

2019
友好都市

1994
友好都市

1991
友好都市

スポーツ
交流大会
持ち回り

開催

◀
２０１９年バスケットボール
親善競技の様子

写真提供
中浪区庁

２０１６年７月：「三区間協議」にて、中学生のスポーツ交流実施
で合意

２０１６年７月、東城区長の招へいにもとづき、３区間の交流事業の実現と、継続し
た友好交流関係を築くため、目黒区及び中浪区の代表団が訪中し、３区の実務者による
三区間協議を実施した。この協議の結果、①２０１７年度に次代を担う青少年たちたち
によるスポーツ交流を行うこと、②実施場所は東城区にすること、③対象は中学校２学
年の男子生徒とすることなど、今後の交流事業実施の大枠について合意し、詳細につい
て今後実務者レベルで協議していくこととなった。

東京都目黒区（日）―北京市東城区（中）―ソウル特別市中浪区（韓）
め ぐ ろ ドンチョン チュンナン

48  第１章 ３都市・地域間の交流 東京都目黒区（日）―北京市東城区（中）―ソウル特別市中浪区（韓）



50  第１章 ３都市・地域間の交流 51

２０１９年７月：第３回「三区間スポーツ交流事業」が中浪区で開
催、目黒区と中浪区が友好都市協定を締結

３回目の三区間スポーツ交流事業は、２０１９年７月２３日から２６日にかけ、
中学校男子生徒によるバスケットボール試合がソウル市中浪区で実施された。

参加した生徒達は、試合のみならず、中浪区に所在する「龍馬滝公園」を訪問、
東アジア最大規模の人工滝を見学し、クライミング経験を共に行うことにより、交
友を深めた。また、「中浪体験の森」でジップライン体験, 「オンギ（味噌甕）テ
ーマ公園」で韓紙工芸、木工芸体験等の文化体験を一緒に行い、思い出づくりの機
会となった。

２５日には、三区の代表団が集まり、次回の交流種目としてバドミントンを選定
した。２６日には、青木英二目黒区長と柳炅基（リュウ・ギョンギ）中浪区庁長と
の間で友好/姉妹都市協定の締結が行われた。これをもって、目黒区、中浪区、東
城区の３区で友好都市のトライアングルが確立された。

▶
２０１９年に日中韓３区の代表

が集まり協議する様子

写真提供
中浪区庁

[コラム：言葉が通じない学生たちが交流するために] 
３か国の中学生たちは、お互い言葉も通じず、国際交流の経験もない者も多

く、最初はなかなかお互いに打ち解けることができない。この問題を解決する
ために、主催者は、ゲームを通じた「アイス・ブレイキング」に成功した。

そのゲームは、全試合終了後に行われた。大好きなバスケットボールを通じ
て、選手たちがより交流を深めることのできる取組みとして、国の枠を超え
て、混合チームを６つ作り、フリースローによる交流ゲームを行ったのだ。チ
ームごとに話し合い、「投げ役」と「拾い役」に分かれて、１分間に何ゴール
入るかを競い合った。言葉は通じなくともジェスチャーで意思を伝え、バスケ
ットボールのゲームを通してお互いの距離が縮まり、この後のグループでの交
流活動をスムーズにするきっかけをつくることができた。フリースローの結
果は、この日の夕食時に発表し、同点一位が出たため、三国共通の「じゃんけ
ん」を通じて決着をつけるなどし、大いに盛り上がった。

食事の席でも、３国の中学生たちが固まらないように工夫し、最初はコミュ
ニケーションができずに困っていた者たちも、通訳の手を借りたり、片言の英
語で頑張ったり、ジェスチャーを使ったりして次第に打ち解けていくことがで
きた。携帯電話にあらかじめ自動翻訳機のアプリを入れておき、意思疎通を楽
しむ者もいる等、今の時代ならではの工夫をした者もいたという。

２０１８年７月：第２回「三区間スポーツ交流事業」が目黒区で開催　
２０１８年７月２４日から２７日にかけ、２回目の三区間スポーツ交流事業が目

黒区で実施された。前年同様、中学校第２学年男子生徒によるバスケットボールの
試合が行われた。

参加した生徒からは、「大好きなバスケット交流できるというのはすごい光栄な
こと」（目黒区選抜チーム・キャプテン）、「言葉の交流ではなくスポーツでの技
術交流ができ、日本選手からいいところを学ぶことができた」（東城区チーム・キ
ャプテン）、「歓迎会で（日本と中国の）友達が増えた。今後も付き合いを続けて
いきたい」（中浪区チーム・キャプテン）などの所感があった。

東京都目黒区（日）―北京市東城区（中）―ソウル特別市中浪区（韓）
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２０１６年〜：夏季青少年交流プログラム運営
新潟市、青島市、清州市は文化都市に選定された２０１５年以降も相互派遣を通

して青少年交流事業を継続している。例年、あらかじめ規模・時期・参加青少年の
年齢などを決め、夏季休暇中に各都市で３～５日間の短期交流プログラムを実施し
ている。

２０１６年

主催 日程 参加者
新潟市 7月26日〜28日 3市から青少年各15人

清州市 7月30日〜8月2日 3市から青少年各15人

青島市 8月10日〜13日 3市から青少年各15人

２０１７年
主催 日程 参加者

新潟市 7月25日〜28日 新潟市及び清州市から青少年各15人

清州市 7月30日〜8月1日 新潟市及び清州市から青少年各15人

２０１８年

主催 日程 参加者
新潟市 7月28日〜31日 新潟市及び清州市から青少年各15人

清州市 8月1日〜4日 新潟市及び清州市から青少年各15人

２０１９年

主催 日程 参加者

新潟市 7月27日〜30日 ・新潟市及び青島市の青少年が参加
・農業やマンガ・アニメなど新潟市の文化体験を通じた交流

清州市 8月1日〜5日 ・3市の青少年が参加
・伝統楽器体験、文化施設見学等を通じた交流

青島市 8月11日〜15日
・�青島市及び清州市の青少年が参加（台風の影響により新

潟市は不参加）
・伝統工芸体験、文化施設見学等を通じた交流

２０１５年１２月：「２０１５東アジア文化都市共同宣言」採択、
交流継続に合意

新潟市、青島市、清州市は「２０１５東アジア文化都市青島閉幕式」で継続的な
東アジア文化都市交流と協力を約束する共同宣言文を採択し、署名式を行った。共
同宣言文は以下のとおり。

１.３都市は相互協力のもと、文化・芸術分野などにおいて継続的に交流と友

好を促進するとともに、民間レベルによる交流の活性化を図る。

２.東アジア文化都市発展のためお互いの知見や経験を共有し、協力して事業

を促進するよう努める。

３.歴代の東アジア文化都市をはじめとした新たなネットワーク構築を視野に

入れて協力連携し、文化の力による社会的課題の解決に貢献する。

新潟県新潟市（日本）、山東省青島市（中国）、忠清北道
清州市（韓国）の３都市は、２０１５年の１年間、「東アジ
ア文化都市」として多彩な交流事業を展開した。

　２０１５年の閉幕にあたり、３都市は共同宣言文を採択
して継続的な友好・交流を促進していくことで合意した。以
降、青少年交流事業（夏の短期交流プログラム）及び文化交
流事業（代表的なフェスティバルの公演団派遣）を中心に活
発に交流してきた。新型コロナウイルスの影響で青少年交流
事業はオンライン形式に、文化交流事業は相互映像交換の形
式に切り替わり継続されている。

「東アジア文化都市２０１５」

清州
（韓）

新潟
（日）

青島
（中）

2015年
東アジア
文化都市

新 潟 市 （ 日 ） ―  青 島 市 （ 中 ） ―  清 州 市 （ 韓 ）
に い が た チ ン タ オ チョンジュ
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◀
２０１９清州市主催青少年文化
交流プログラム参加者たちの姿

写真提供
清州市

２０２０年（予定）

主催 日程 参加者 内容
新潟市・ 清州市 10月17日 新潟市・清州

市青少年各5人
・�新型コロナウイルス感染症によりオン

ライン文化交流開催（映像交換)
・�参加者による各交流都市の都市文化、

観光地、飲食等についての発表及び学
校生活を中心としたテーマのフリート
ーク、感想発表、お菓子と記念品の交
換等

青島市・ 清州市 10月24日 清州市・青島
市青少年各5人

新潟市・青島市 10月24日 新潟市・青島
市青少年各5人

◀
２０２０清州市主催青少年オン
ライン文化交流プログラム参加
者たちの姿

写真提供
清州市

▶
２０２０清州市主催青少年オン
ライン文化交流プログラム参加

者たちの姿

出典
新潟市

▶
２０２０清州市主催青少年オン
ライン文化交流プログラム参加

者たちの姿

出典
青島市

２０２１年

主催 日程 内容
新潟市・清州市 7月27日                                                                                   

（1回目）                                                                                           
8月11日                                                                                        

（2回目）

・青少年オンライン文化交流プログラム開催
・ �新潟市青少年20人（各回当たり10人）、清州市青

少年10人参加
・�参加者による自己紹介、各都市及び飲食文化につい

ての発表及び質疑応答、ゲーム、ドラマ、おやつ、
教育、学校生活、オリンピック等様々なテーマを用
いたフリートーク及び感想発表等

青島市・清州市 ７月３１日 ・ 青少年オンライン文化交流プログラム開催
・清州市10人、青島市10人参加
・�参加者による自己紹介、都市紹介、ドラマ、芸能

人、流行り言葉、学校生活、外国語学習、飲食等様
々なテーマについてのフリートーク及び感想発表等

新潟市・青島市 ７月３１日 ・新潟市青少年7人、青島市7人
・�参加者による自己紹介、自都市の文化、観光スポッ

ト、食べ物等の紹介、フリートークや感想発表等
清州市 10月12日

〜31日
・青少年オンライン文化交流写真展
・�青少年オンライン文化交流プログラムに参加した三

都市の青少年達が出品した都市紹介写真54点をオフ
ラインで展示

新潟市（日）― 青島市（中）― 清州市（韓）
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◀
２０２１青少年オンライン文化
交流写真展

写真提供
清州市

◀
２０２１清州市主催のオンライ
ン文化交流プログラムでパフォ
ーマンスを披露する中国参加者
の姿

出典
青島市

２０２２年（予定）

主催 日程 内容
新潟市 1月〜 ・�オンライン文化交流展関連写真を新潟市多数の展示場

でパネル形式で展示
新潟市・青島市

・清州市
未定 ・青少年オンライン文化交流

２０１６年〜：公演団の相互派遣を通した連携、文化交流
３都市は、各都市の代表的な行事に公演団を相互派遣し、イベントの国際化を図

る一方、文化芸術を通じた市民レベルでの相互理解も促進している。その他、清州
市は済州特別自治道、光州広域市、中国の泉州市等の歴代東アジア文化都市とも活
発な文化交流を実施してきた点が注目されている。

２０１６年

主催 日程 内容

新潟市 8月4〜8日 「新潟まつり」に青島市、清州市から伝統芸能団等を
招待

清州市 11月9〜12日 「2016年箸フェスティバル」に新潟市から太鼓演奏グル
ープ等を招待

２０１７年

主催 日程 内容

新潟市 8月4〜7日 「新潟まつり」に清州市及び済州道（韓国、2016年東ア
ジア文化都市）から伝統芸能団等を招待

清州市 11月9〜12日 11月10日～19日に開催された「2017年箸フェスティバル」
に新潟市太鼓演奏グループを招待

２０１８年

主催 日程 内容

新潟市 8月10〜13日 「新潟まつり」に合わせて清州市から伝統芸能団等、済
州道からK-POPダンスグループを招いて公演等を実施

清州市 9月7〜10日 9月9日～16日に実施された「2018年箸フェスティバ
ル」に新潟市から太鼓演奏グループ等を招待

２０１９年
主催 日程 内容

新潟市 8月10〜11日 「新潟まつり」に青島市から伝統芸能団等を招いて公演
を実施

清州市 9月20〜22日
「2019年箸フェスティバル」に新潟市、青島市、光州市
・泉州市（2014年文化都市）、済州道（2016年文化都
市）の伝統芸能団を招待

青島市 10月25〜28日

26日「2019東アジア文化都市（青島）と“楽しい青島”広
場ウィークフェスティバル」閉幕式に新潟市と清州市の
伝統芸能団を招待
27日には東アジア文化都市実務者会議を開催

新潟市（日）― 青島市（中）― 清州市（韓）



58  第１章 ３都市・地域間の交流 59

２０２２年(予定)

主催 日程 内容

清州市 未定 2022地域芸術文化交流及び2022都市文化芸術
紹介映像文化交流予定

◀
清州市主催「２０１９年箸フェ
スティバル」に参加した新潟市
伝統芸能団

写真提供
清州市

◀
青島市で開催された「２０１９
東アジア文化都市実務者会議」 

写真提供
青島市

２０２０年

主催 日程 内容

新潟市 6月16日～9月14日

東アジア文化都市交流事業パネル展
（複数の会場にて開催）
各都市の独自文化を生かした芸能パフォーマン
ス動画を撮影し、各都市で実施されるイベント
等で上映

清州市 10月6日〜16日 東アジア文化都市公演映像文化交流（新潟市1
編、青島市2編、清州市3編）

青島市 未定 青島東アジア文化都市フェスティバル

◀
２０２０年新潟市で撮影され各
都市で上映された「にいがた総
おどり」のパフォーマンス

出典
新潟市

２０２1年

主催 日程 内容

清州市 8月25日～12月31日
「2021清州ストーリー映像」（ウェブドラマ
や日中留学生と共に過ごす「清州ステイ」の紹
介）を新潟市、青島市と共有

清州市 11月13日〜12月31日
地域芸術文化交流（太平舞や『怪の指輪』等合
計12編の公演映像を新潟市公式YouTubeや青島
市Weiboに掲載）

新潟市 常時
新潟市の独自文化を生かした芸能パフォーマン
ス動画「新潟古町芸妓」を撮影し、各都市で実
施されるイベント等で上映

▶
清州市地域芸術公演映像

『怪の指輪』南石橋編

出典
清州市

新潟市（日）― 青島市（中）― 清州市（韓）
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奈良県奈良市（日本）、浙江省寧波市（中国）、済州特別自
治道（韓国）の３都市は、２０１６年の１年間、「東アジア文
化都市」として多彩な交流事業を展開した。閉幕にあたり、３
都市は「東アジア文化都市２０１６奈良宣言」、「東アジア文
化都市寧波提議」、「東アジア文化都市２０１６済州文化宣
言」を採択し、今後の文化交流の継続について約束した。これ
を受けて、現在３都市は、それぞれの地域で青少年交流事業を
実施し、そこにパートナー都市が参加する形態で交流行事を実
施している。

　一方、済州道は、各種行事への参加・招待を通じて、別の年の東アジア文化都市との交流も活発に実施
しているのが特徴である。また、済州道は日中韓をテーマにした多様な国際イベントを開催し、東アジア文
化都市間に限らず他の日中の都市とも交流を拡大している。寧波市は、済州道、奈良市における交流行事に
青少年を派遣するとともに、同市にて開催される青少年交流プログラム等の行事に奈良市や済州道の学生を
招待している。また、同地で行われた文化行事に奈良市と済州道の学生を招いた実績もある。

「東アジア文化都市２０１６」

２０１６年１２月：寧波提議、奈良宣言、済州文化宣言に署名、交
流継続へ

奈良市、寧波市、済州特別自治道は２０１６年東アジア文化都市として活動を終
え、１年間の協力を土台に、日中韓の都市の間で持続的な文化交流を行うため、
「東アジア文化都市寧波提議」（１２月７日）、「東アジア文化都市２０１６済州
文化宣言」（１２月１６日）、「東アジア文化都市２０１６奈良宣言」（１２月
２６日）にそれぞれ署名をした。３都市はこの合意に基づき現在まで活発な青少年
交流と文化交流を推進している。

奈良
（日）

寧波
（中）

済州
（韓）

2016年
東アジア
文化都市

奈良市（日）― 寧波市（中）― 済州特別自治道（韓）
な ら ニ ン ポ ー チ ェ ジ ュ

奈良市による取組み
東アジア文化創造NARAクラス 

奈良市は、寧波市及び済州道の協力のもと、青少年交流事業を実施している。募
集した奈良の若者は、まず、講義とガイダンスで日中韓の文化を学ぶと同時に、奈
良を海外の人に紹介できるよう学習する。続いて、中韓から招いた若者に、奈良の
文化を体験し、相互理解と交流を深める。さらに、希望者は、寧波市又は済州道を
訪問し、各都市で開催される青少年交流プログラムに参加する。最後に、全体の報
告会を実施する形となっている。

本プログラムに参加した学生たちを、一定期間に複数の段階で行事に参加させる
ことを通じて、より深く学び、相互理解を増進させる効果がみられる。また、３国
で持ち回りで実施するのではなく、パートナー都市が実施する行事への参加を通じ
て事業を展開している点も特徴である。

２０１９年の実施例 (２０１８年以前も実施）
①「東アジア学びの扉」（６月１６日：参加者ガイダンス、７月７日：フィ

ールドワークとワークショップ、７月２１日：ワークショップの成果発表
会）

②「日中韓 青少年交流プログラムin NARA」（８月２４日及び２５日、日中韓
の大学生と高校生（奈良市から２０人、寧波市から１０人、済州特別自治
道から１０人）が奈良市に集まり、「自身の地域、まちの隠れた魅力」を
テーマに、写真＋詩＋音楽の形式で発表、演劇で意思疎通をするプログラ
ム等、文化交流を実施）  

③「東アジアへの旅」（寧波市青少年交流プログラムへの参加（８月８日～
１１日）済州特別自治道青少年文化芸術キャンプへの参加（９月２０日～
２３日）

④ プログラム報告会 (９月２９日)

２０２０年の実施例
オン・オフライン開催。新型コロナウイルスの感染拡大により当該年度は
寧波市の「日中韓交流プログラムin Ningbo」及び済州特別自治道の「日中
韓文化都市済州青少年文化キャンプ」と連携し３都市が共同主催した。

①	��参加者ガイダンス・３都市交流スタートプログラム（９月２１日）：奈良
市の大学生や高校生１６人、寧波市の大学生や高校生２１人、済州特別自
治道の大学生や高校生１２人が北九州市で行われた現地参加者ガイダンス
・３都市交流スタートプログラムにオフライン参加。

②	リモート型グループワーク（９月２７日、１０月２４日）：各参加者がテ
レビ会議の形式で行われたグループワークに参加し、各グループワークの
内容が各都市にSkypeで中継された。グループワークは大きく「『コロナ』
と私たちの生活　街中リサーチ」、「自分がモデルの観光ポスターを作ろ
う！」、「私のまちのソウルフード！作って食べて、料理レポート」とい
った三つのテーマに分かれる。

③	成果発表会（１１月２３日）：奈良市の大学生や高校生１８人、寧波市の
大学生や高校生２１人、済州特別自治道の大学生や高校生１２人が北九州
市現地にて成果発表会にオフライン参加。

60  第１章 ３都市・地域間の交流 奈良市（日）― 寧波市（中）― 済州特別自治道（韓）



62  第１章 ３都市・地域間の交流 63

寧波市による取組み
寧波市では寧波国際大学生祭リや青少年交流プログラムなどを通じて、奈良市、

済州特別自治道とそれぞれ活発な交流を続けてきた。また、毎年多様なテーマとプ
ログラムに基づいて日中韓交流事業を運営している。 

イベント名 日程 内容

寧波国際大学生
祭り（済州道の
大学生を招待）

2017年6月 2012年から開催されている同イベントは日中韓を
含めた約200人の海外大学生と中国内の大学に在学
中の留学生が約4日間交流するプログラム。中国文
化体験、現地訪問、寧波市の大学生との交流等、様
々な活動に参加する

2018年7月

2019年6月

2021年4月

２地域の青少年
交流プログラム

（奈良市の高校生
を招待）

2017年11月 浙江省紡績職業技術学園への訪問、中国書画、伝統
工芸等の体験

2018年9月 博物館、天一閣、寧波市溶鋼職業高等学校への訪
問、月餅作り体験

2019年 「日中韓交流プログラムin Ningbo」として実施
（下記参照）

◀
２０１９年度日中韓青少年交流
プログラムin NARA

写真提供
奈良市

２０２１年の実施例 (オン・オフライン開催）
1. 参加者ガイダンス・３都市交流スタートプログラム（８月２８日、奈良市主

催）：奈良市１１人、寧波市１２人、済州道１０人の参加者がオリエンテ
ーション及び自己紹介、都市紹介クイズ等のオンライン活動に参加

2.	 リモート型グループワーク（９月１１日、１０月３０日、済州道主催）：
参加者がグループ別に分かれてオンラインディスカッションに参加

3.	 音楽交流プログラム（９月２５日、済州道）：３都市に分かれて済州で作
曲されたオリジナル曲に作詞する

4.	 奈良市アート体験ツアー（１０月９日）：参加者限定で奈良市の西大寺な
どでワークショップを実施

5.	 ３都市書道交流プログラム（１０月２３日、寧波市主催）：書道講師によ
るレクチャーの後、好きな漢字を毛筆

6.	 成果発表会（１１月１３日、済州道主催）：グループワークの成果をPPT形
式でグループごとに発表

▶
２０２１東アジア文化創造

NARAクラス

写真提供
奈良市

奈良市（日）― 寧波市（中）― 済州特別自治道（韓）
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済州特別自治道による取組み
「済州文化大使」

このプログラムは東アジア文化都市の文化交流事業の一環として行なっている。
日中韓青少年文化芸術キャンプなど、国際文化交流に参加する青少年たちのような
済州の文化についての深い理解と国際理解を深めた人材を養成することを目指す教
育プログラムである。

済州道とUNITAR（国連訓練調査研究所）済州国際研修センターが、２０１８年か
ら共同で実施している。約４０人の学生が選抜され、済州文化クラス（国内、年４
回実施）と日中韓青少年文化キャンプ（国外）など、多様な活動を行なっている。

日中韓文化都市済州青少年文化キャンプ
２０１６年以降毎年４日間かけて実施している同キャンプは、初期には東アジア

文化都市のフォローアップ事業の一環として３都市を中心に運営されていたが、
２０１８年からは済州道と交流のある各日中韓の各都市から１００人前後の青少年
が参加する大規模行事となっている。

回 日程
参加地域

（東アジア文化都市　
指定年度）

内容

第1回 2016年7月
26～28日

日本：奈良（2016）
中国：寧波（2016）
韓国：済州（2016）

書道と写真の部門に分け、各分野の済州
の芸術家と交流

第2回 2017年8月
16～19日

日本 : 奈良
中国 : 寧波
韓国 : 済州

「持続可能な海の話」をテーマに、音
楽・写真・美術の3分野のメンターが参
加。50人の日中韓青少年に現場見学、討
論、ワークショップ等の多様なプログラ
ムを提供

第3回 2018年5月
9～12日

日本: 沖縄
(奈良市は済州で開催
された別のイベントに
出席のため不参加)
中国：泉州(2014)・
寧波・大連・上海　　　　
韓国：済州・光州
(2014)・清州(2015)・
大邱(2017)

「アップサイクリングを通じた持続可能
な生活と芸術」をテーマに日中韓の青少
年が、音楽・美術・映像の3チームに分
かれ、分野別にメンターと一緒にプロジ
ェクトを実施 

第4回 2019年9月
20～23日

日本: 奈良, 山梨, 佐賀
中国: 寧波
韓国: 済州・清州
(2015)

「地球の話」をテーマに日中韓青少年が
写真・音楽・美術・ダンスの4チームに
分かれ、使い捨て用品の削減、海水を活
用した写真の焼き増し体験、地球模型の
製作など環境に優しい芸術プロジェクト
を実施

日中韓交流プロ
グラムin Ningbo

2017年11月 「日中韓の陶芸伝承者の展示会」と「日中韓伝統交
流」（展示・ワークショップ）

2018年6月 寧波市象山県第1回海洋漁業文化保護祭に奈良市、
済州道、清州市（2015年文化都市）参加

2019年8月

「鏡像寧波」*日中韓学生の写真文化交流プログラム
開催
専門家と共に寧波の歴史・文化遺跡を見学し、チー
ム別に撮影した展示作品を発表
*鏡像: 鏡に映して左右が反転している状態

2020年9〜11月

「初心・愛心・童心」をテーマに、奈良市・寧波
市・済州道から各20人の大学生と高校生混合チー
ムが結成され、毎月オンライン活動に参加する。
「都市観光ポスター」、「コロナと私たちの生活」、
「故郷美食料理」等をテーマに交流活動実施

2021年8〜11月
「3都市間の友情」を象徴する歌の作詞、寧波市の
「四知」書道等多様な文化交流活動をオン・オフ
ラインで実施

◀
２０２１年「第６回日中韓文化
都市済州青少年文化キャンプ」
に参加した中国人学生の姿

出典
寧波市

◀
２０２１年「第6回日中韓文化
都市済州青少年文化キャンプ」
に参加した中国人学生の姿

出典
寧波市

奈良市（日）― 寧波市（中）― 済州特別自治道（韓）
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第5回
2020年 9月
21日〜11月

23日

日本: 奈良
中国: 寧波
韓国: 済州

「一杯の心」をテーマに50人の日中韓青
少年が7つのチームに分かれ、オリエン
テーション・文化授業・グループワーク
ショップを行い成果共有会で共に作った
成果物を共有（オンラインで合計6回開
催）

第６回
2021年8月
13日〜11月

13日

日本: 奈良
中国: 寧波
韓国: 済州

総勢34チームの日中韓青少年が5つのチ
ームに分かれ、音楽ワークショップ・
チーム別ネットワーキング・成果共有
会を実施（オンラインで合計6回開催）

第７回
＊

2022年5〜
11月

［予定］

日本: 奈良
中国: 寧波
韓国: 済州

未定

◀
２０２０年「第６回日中韓文化
都市済州青少年文化キャンプ」

写真提供
済州特別自治道

耽羅文化祭における国際文化交流イベント 
済州最大の文化行事「耽羅文化祭」に、過去の東アジア文化都市等の日中韓アー

ティストを招き、公演を行うとともに、地元の小学校で「子供たちへの日中韓文化
体験教室」（公演とワークショップ）を実施している。この文化教室は、２０１６
年に参加した日本（奈良）側公演者が、ぜひ子ども達に教えたいと申し出たことか
ら実現し、好評だったことからその後定着するに至ったもの。毎年、済州内の小学
校を一つ選定し、日中韓の伝統文化芸術の公演、日中の文化教室などを行なってい
る。済州の文化教室に招かれた他の日本側都市が、この方法を逆に日本の文化交流
行事に取り入れた事例もある。

２０１９年参加生徒の感想
▲中国公演団の龍舞がかっこよく、中国に旅行に行きたくなった。▲日本の踊り

を実際に踊ることができて嬉しかった。公演団の先生がハイタッチしてくれたこと
が記憶に残っている。▲また機会があれば、違う体験もしてみたい。

▶
「子供たちへの日中韓

文化体験教室」（寧波市）
中国「牡丹」絵画プログラム

写真提供
済州特別自治道

これまでの開催状況

日程 日中参加地域(東アジア文化都市指定年度)
2016年 奈良(2016)
2017年 横浜(2014)、 奈良、泉州(2014)、寧波(2016)

2018年10月 京都(2017)、泉州、寧波、 上海、 海南省
2019年10月 青森、東京・泉州、寧波、上海、 海南省
2020年10月 奈良、横浜、青森、北海道、泉州、寧波、西安(2019)、上海

「COVID-19 & HUMANS」国際写真交流展へ写真出展 
2021年10月 青森、北海道、西安、寧波

舞台芸術交流のための映像出展

２０２１年１２月：日中韓東アジア文化都市奈良・寧波・済州芸術祭
済州特別自治道は２０２１年１２月２７日に奈良・寧波・済州の３都市間交流５

周年を記念し特別企画公演を開催した。この企画は済州文化芸術振興院が主催し、
韓国文化体育観光部の後援により企画され、「三色でよみがえる文化の和音」をテ
ーマにオンライン形式で行われ、各都市を象徴する伝統音楽の源流を多様な音楽的
な解釈により編曲し、クラシック・民謡・フュージョン韓国伝統国楽・ヒップホッ
プ・ダンス等多様なパフォーマンスが行われた。

▶
済州民謡を編曲し演奏している

寧波の音楽家達の姿

写真提供
済州特別自治道

奈良市（日）― 寧波市（中）― 済州特別自治道（韓）
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長崎県（日本）、上海市（中国）、釜山広域市
（韓国）は、ともに互いの国への玄関口となる港
湾を擁していることに共通点を有している。

上海市と釜山広域市は１９９３年に姉妹提携、
９６年には長崎県と上海市が友好都市締結、
２０１４年には長崎県と釜山広域市が友好交流協
定を締結し、３地域間のトライアングル交流が形
成された。

以降、３地域は実務者会合を重ね、その成果と
して、２０１７年釜山で開催された第３回実務者
会議の際に、長崎県の提案で青少年囲碁交流大会
の開催が決定した。２０１８年１月に第１回の青少年囲碁交流大会が上海にて実施され、その後３都市で持
ち回りで開催されている。

釜山広域市は、２０１８年の東アジア文化都市として、パートナー都市の金沢市とハルビン市と交流も継
続している。

青少年囲碁交流を通じた日中韓交流

２０１５年〜： 交流担当課長会議の開催
日中韓の交流担当課長会議は２０１４年５月に開催された釜山市と長崎県の交流

担当課長会議で、長崎県が長崎県ー上海市ー釜山市の３者会議を提案したことによ
って始まった。２０１５年に上海で開催された第１回交流担当課長会議以降、毎年
６～８月に２泊３日の日程で持ち回りで開催されている。同会議では、推進事業の
点検や各都市の希望交流事業についての議論が実施される。

これまでの開催状況

回 日程 開催地 テーマ
第1回 2015年 上海 2都市の青少年交流事業を3都市の事業に拡大

第2回 2016年 長崎 ウェブサイトの相互リンク、情報提供、クルーズ船の
観光客誘致などの観光に関する提案

第3回 2017年 釜山 3都市の青少年囲碁交流大会と福祉交流
第4回 2018年 上海 高齢者福祉、都市PR、文化財の保護関連の交流事業

第5回 2020年 長崎（オンラ
イン開催） 既存の交流事業の今後計画の議論及び新規事業の提案

第6回 2022年
［予定］ 釜山 未定

上海
（中）

長崎
（日）

釜山
（韓）

1996
友好都市

1994
姉妹提携

2014
友好交流

関係

持ち回り
日中韓青少年

囲碁交流

長崎県（日）― 上海市（中）― 釜山広域市（韓）
な が さ き シャンハイ プ サ ン

２０１８年～： 青少年囲碁交流大会の持ち回り開催	
青少年囲碁交流大会は姉妹/友好都市関係にある３都市間の交流拡大を図るほ

か、参加者の囲碁競技レベルの向上、国際的視野の拡大や国際コミュニケーション
能力の向上、３国の歴史と文化の理解の増進を目的としている。毎年約２０人の日
中韓の学生が参加し、３泊４日間囲碁競技、文化施設・歴史施設の見学、交流活動
等を実施している。２０２１年第３回囲碁交流大会は新型コロナウイルス感染症の
感染拡大によりオンライン形式で開催され、一日の間合計４チーム（長崎１チー
ム、上海１チーム、釜山２チーム、各チーム5名）の参加者に５対５団体戦及び２
都市間対戦を３競技ずつ実施した。

囲碁を通じた３都市・地域間の交流は、他に「唐津市（日）ー揚州市（中）ー麗
水市（韓）」と「金沢市（日）ー蘇州市（中）ー全州市（韓）」の事例がみられる
が、「長崎県（日）ー上海市（中）ー釜山市（韓）」の場合、参加者の年代は１３
〜１８歳で、比較的年齢層が低いのが特徴である。囲碁は、３国共通の文化であ
り、共通のルールであるため言語の壁がないことも特徴である。主催者側は通訳を
用意してはいるものの、参加者たちは、言葉は通じなくとも、囲碁の手を教え合う
ことは可能であり、通訳なしでコミュニケーションをとることも多かった。 

これまでの開催実績

回 日程 開催地
第1回 2018年1月 上海
第2回 2019年1月 長崎
第3回 2021年4月 釜山（オンライン開催）
第4回 2022年［予定］ 上海

▶
第５回日中韓３都市交流

担当課長会議

写真提供
釜山広域市

68  第１章 ３都市・地域間の交流 長崎県（日）― 上海市（中）― 釜山広域市（韓）
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京都府京都市（日本）、湖南省長沙市（中国）、大邱広域市
（韓国）の３都市は、２０１７年の１年間、「東アジア文化都
市」として多彩な交流事業を展開した。

同年１１月１９日、京都閉幕式の際、３都市の市長は「東ア
ジア文化都市２０１７京都共同宣言」に署名した。同宣言は、
以下を骨子としている。

１．�次世代のアーティストの育成を目指し、芸術系大学生の
交流等、若者の文化交流を継続していく。

２．�未来志向の関係構築のために、市民・文化芸術団体・大
学・企業等・民間の文化交流活動の機会を創出し、都市
の魅力を高め合う。

３．�東アジア文化都市のネットワーク構築のために幅広い交
流促進に努め、持続可能な都市の発展を推進するととも
に、東アジアの平和的発展に貢献する。

同宣言に基づき、２０１８年以降の交流は、主として「青少
年交流」（芸術系大学生等の相互訪問・交流）と、「文化交
流」（相手都市で行われる文化イベントに参加）の２つに大別
される。

前者の青少年交流も、東アジア文化都市のフォローアップ事
業という観点から、文化・芸術系の学生・若者の交流に比重が
置かれているのが特徴である。

また、長沙市と大邱広域市は東アジア文化都市事業を通じた
交流経験がきっかけとなり、２０１８年７月に友好協力都市協定を締結した。　

「東アジア文化都市２０１７」

長沙
（中）

大邱
（韓）

京都
（日）

2017年
東アジア
文化都市

写真提供   京都市

京都市（日）― 長沙市（中）― 大邱広域市（韓）
き ょ う と チャンシャー テ グ◀

第３回日中韓３都市青少年囲碁
交流大会

写真提供
釜山広域市

71京都市（日）― 長沙市（中）― 大邱広域市（韓）
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◀
写真提供
京都市

２０１８年８月：京都市及び大邱広域市で青少年交流事業を実施
「京都共同宣言」にもとづき、京都市及び大邱広域市において、青少年交流事業

が実施された。

京都市における交流プログラム
８月１０日から１３日にかけ、京都市及び大邱広域市の文化芸術を学ぶ大学生が

集い、京都の暮らしの文化、伝統産業に触れるフィールドワークやグループワーク
を通して、日本と韓国の文化の共通性・多様性について意見交換を行い、共同でマ
ンガを制作し、成果発表を行った。

京都市からは京都市立芸術大学、京都造形芸術大学、京都美術工芸大学、「京都
学生PR大使」の学生など８人が参加し、大邱広域市からは、慶北大学、大邱カト
リック大学等より６人が参加した。

２０１８年８月：大邱広域市
「２０１８東アジア・ポジャギフェスティバル」に京都市、長沙市
から参加

８月３１日から９月２日にかけ、京都市及び長沙市は、大邱広域市で行われた
「２０１８東アジア・ポジャギフェスティバル」に前年に引き続き、参加した。
「ポジャギ」とは、物を包む風呂敷のような布のこと。「大邱ポジャギフェスティ
バル」は、ポジャギの包容性と多様性を象徴とし、東アジアの代表的な文化フェス
ティバルを目指し、東アジア文化都市に指定されていた２０１７年から始めた。

期間中、日中韓の若手アーティストによる音楽、舞踊、美術分野などのストリー
ト・パフォーマンス「青年芸術祭」が行われ、京都市から現代舞踊家が派遣され
た。また、「三国和合伝統公演」においては、３都市の音楽家による伝統音楽公演
等が行われた。また、「ポジャギ作品・体験展」においては、日中韓の伝統工芸品
が出展され、市民向けの体験ワークショップが実施された。京都市及び長沙市から
伝統工芸の職人が派遣された。

東アジア文化都市に選定された歴代韓国都市の広報ブースも設けられ、光州広域
市（２０１４年）は観光名所VR体験、清州市（２０１５年）は「箸フェスティバ
ル」に関連して箸づくり及び教具体験、済州特別自治道（２０１６年）は柿渋染体
験プログラムを実施した。

２０１８年１１月：京都市「kokoka（国際交流会館）オープンデイ
２０１８・京都市平和祈念事業」に大邱広域市から参加

京都市には，約４万人（人口の約３％）の外国籍の人々が暮らしており，外国に
つながりを持つ人とのふれあいや交流の機会が，身近なものとなっている。１１月３
日、京都国際交流会館（kokoka）にて、国や地域を超えた人と人とのふれあいや異
文化を楽しむことにより，異文化への理解を進めるとともに，平和の尊さを感じても
らうため，「kokokaオープンデイ２０１８・京都市平和祈念事業」を開催した。同
事業では，東アジア文化都市交流事業とタイアップし，日中韓３か国の芸術家による
ステージパフォーマンスが行われ、大邱広域市からは伝統楽団が参加した。

大邱広域市における交流プログラム
８月３０日から９月２日にかけ、京都市及び大邱広域市の声楽を学ぶ大学生が大

邱広域市に集まり、交流プログラムに参加した。大邱広域市の文化施設や声楽コン
クール本選の見学、セミナーへの参加のほか、２０１８ポジャギフェスティバルで
の公演等、多様な活動に参加した。京都市からは同志社女子大学学芸学部音楽学科
の学生８人が、大邱広域市からは慶北大学及び啓明大学等から９人の学生が参加し
た。

京都市（日）― 長沙市（中）― 大邱広域市（韓）
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２０１９年３月：「KYOTO STEAM」の日中韓ステージに長沙市、大
邱広域市参加
　３月２３日から２４日にかけ、京都市は、東アジア文化都市の交流の継続によ
り、文化の力で東アジアの平和的発展に貢献するため、「KYOTO STEAM - 世界文
化交流祭ーPrologue」とタイアップし、日中韓３都市の文化芸術団体による日中韓
ステージを実施した。京都市からはブレイクダンス、パントマイム及びマジック、
長沙市からはクラシック音楽、大邱広域市からは伝統音楽、現代舞踊及びミュージ
カルガラのアーティストがそれぞれ参加した。  

◀
（上）
長沙市の芸術家たちによる公演　
（下）
大邱広域市の芸術家たたちによる
公演

写真提供
京都市

２０１９年７月～：青少年交流と相互の文化イベントへの参加によ
るフォローアップ事業持続

青少年交流

京都市実施：８月７日から１１日、京都市及び大邱広域市の芸術分野（デザイ
ン、写真）を専攻する大学生それぞれ９人が参加し、フィールドワークや文化体験
プレゼンテーション等を実施した。

大邱広域市実施：１１月８日から１１日、京都市及び大邱広域市のフルートを専
攻する大学生それぞれ９人ずつが参加し、文化体験や同時期大邱広域市で行われた
「２０１９東アジア・ポジャギフェスティバル」の公演に参加した。

文化交流

京都市実施：１１月３日の「kokokaオープンデイ」のステージで日中韓文化公演
を実施行い、大邱広域市から１０人規模の公演団が参加した。

大邱広域市実施：１１月９日から１０日、「２０１９東アジア・ポジャギフェス
ティバル」にて京都市からDAISUKE STREET CIRCUS、長沙市から青年舞踊団の
舞踊と変面、大邱広域市から大邱市立国楽団のヒャンバルム（韓国の古典舞踊の１
種）が参加し、公演を行った。また、日中韓のアーティスト・イン・レジデンス展
示、日中韓文化体験ブース、３国フードブース等が運営された。

▶
「２０１９東アジア・ポジャギ

フェスティバル」
[日本]織物作り体験

写真提供
大邱広域市

▶
「２０１９東アジア・ポジャギ

フェスティバル」
[中国]伝統アクセサリー

「結」作り 

写真提供
大邱広域市

▶
「２０１９東アジア・ポジャギ

フェスティバル」
[韓国]天然黄土染色体験  

写真提供
大邱広域市

京都市（日）― 長沙市（中）― 大邱広域市（韓）
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石川県金沢市（日本）、黒竜江省ハルビン市（中国）、釜
山広域市（韓国）の３都市は、２０１８年の１年間、「東ア
ジア文化都市」として多彩な交流事業を展開した。２０１９
年からは、フォローアップ事業を掲げ、文化行事にアーティ
ストを相互派遣している。

なお、金沢市は蘇州市（中国）及び全州市（韓国）との姉
妹/友好都市関係を基盤に図書館や囲碁の交流を行っており、
釜山広域市は、長崎県及び上海市と友好協力関係又は姉妹/友
好都市関係にあり、青少年囲碁交流大会を持ち回りで実施し
ているなど、他の３都市トライアングル交流も実施している。

「東アジア文化都市２０１８」

金沢市、ハルビン市、釜山広域市は２０１８年東アジア文化都市のフォローアッ
プ事業を２０１９年以降にも継続している。３地域は、各都市で開催している多様
な文化イベントにアーティストを相互に派遣するなど、活発に活動をしている。

２０１９年フォローアップ事業

日程 内容

8月2〜3日
ハルビン市が主催の2019「魅惑的なハルビンの夏」第3回中国・ロシ
ア文化芸術交流週間「文化都市・友好都市」クラシック公演シリー
ズにオーケストラ・アンサンブル金沢弦楽四重奏が参加

8月23〜24日
ハルビン市が主催の2019「魅惑的なハルビンの夏」第3回中国・ロシ
ア文化芸術交流週間「文化都市・友好都市」クラシック公演シリー
ズに釜山市立郷楽団金管五重奏団が参加

9月 21〜22日

釜山の文化行事「東アジア文化の森」に金沢市及びハルビン市の芸術
家が参加（韓国人チェリスト、中国人バイオリニスト、日本人ピアニ
ストによるクラッシックの共演、日本横笛ー中国二胡ー韓国カヤグム
による日中韓伝統楽器の共演、釜山広域市のトンレ区で伝承される仮
面劇であるトンレヤリュ、変面、雑技団等、伝統公演・日中韓の伝統
遊び体験、東アジア茶道体験、金沢市の伝統工芸ブース出展など多様
な文化体験行事を実施）

10月 18〜20日

金沢市が主催する金沢市立千坂小合唱団「ドリーム」との交流行
事、「金沢駅鼓門ナイトパフォーマンス」、「創立70周年 金城民謡
まつり」にハルビン歌劇院民族楽団員及び釜山市立少年少女合唱団
が参加

釜山
（韓）

金沢
（日）

ハルビン
（中）

2018年
東アジア
文化都市

金沢市（日）― ハルビン市（中）― 釜山広域市（韓）
か な ざ わ プ サ ン２０２１年１１月：大邱「２０２１東アジア物語祭り」開催

大邱広域市は１１月２６日から２７日までの二日間に
かけて、２０１７東アジア文化都市間で継続的に文化交
流及び協力の場を設けるため、「２０２１東アジア物語
祭り」をオン・オフラインのハイブリッド形式で開催し
た。本行事は「三国の人と本の物語」をテーマに人文交
流、講演、公演、展示会、体験などの多様な活動が行わ
れた。

◀
「２０２１東アジア物語祭り」
イベントポスター

出典
大邱広域市

◀
「２０２１東アジア物語祭り」
『三国の人と本の物語コンサー
ト』

出典
大邱広域市

77金沢市（日）― ハルビン市（中）― 釜山広域市（韓）
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◀
「２０１９ 東アジア文化の森」
日中韓クラシック共演

出典
釜山市立芸術団

◀
金沢市主催「金城民謡まつり」
に参加したハルビン芸術団

写真提供
ハルビン市

◀
ハルビン市主催「文化都市・友
好都市」クラシック公演シリー
ズに参加した釜山市立郷楽団

写真提供
ハルビン市

２０２１年フォローアップ事業

日程 内容

10月8〜9日
釜山広域市主催「2021東アジア文化都市希望のメッセージOn-Live」
にて「釜山市立合唱団と共にする日中韓和解コンサート」開催
（YouTube生中継）

２０２２年フォローアップ事業

日程 内容

3月
図書交流事業の一環として金沢海みらい図書館より釜山図書館へ100
冊の図書寄贈予定
＊2023年には釜山図書館より金沢海みらい図書館へ寄贈予定

未定 金沢・ハルビン市文化映像制作及びホームページ公開予定
未定 釜山広域市主催の東アジア文化都市フォローアップ文化交流事業

▶
釜山主催「２０２１東アジア文

化都市希望のメッセージ
On-Live」イベントポスター

出典
釜山広域市

金沢市（日）― ハルビン市（中）― 釜山広域市（韓）
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東京都豊島区（日本）、陝西省西安市（中国）、仁川広域市（韓
国）の３都市は、「東アジア文化都市２０１９」に選ばれ、「東アジ
ア（日本・中国・韓国）の文化交流と平和」というテーマで一年を通
じ多様な文化交流プログラムを展開した。

　また同年１１月には、この一年間の交流を通して得た成果をもと
に、これからの持続的な協力を促進するため「東アジア文化都市共同
宣言２０１９」に署名した。１２月には、「東アジア文化都市InXiTo
文化観光事業協力合意書」を締結した。

　一方、仁川市は中国大連市、日本北九州市と２０１０年から友好
博物館交流事業の実施をはじめ、以後毎年博物館長会議と実務者会議
を開催している。２０１２年からは隔年で巡回展と共同企画展を実施してきた。

「東アジア文化都市２０１９」

2019年
東アジア
文化都市

豊島
（日）

西安
（中）

仁川
（韓）

２０１９年１１月：「東アジア文化都市共同宣言２０１９」を締
結、交流の継続に合意

豊島区、西安市、仁川広域市は２０１９年東アジア文化都市として文化交流、公
演、フェスティバル、展示会と体験イベント、写真展、合唱団などの充実した交
流事業を推進してきた。３都市は１年間の交流を通して得た成果をもとに、さらな
る持続的な協力を促進するため、２０１９年１１月に開催された東アジア文化都
市２０１９の豊島区閉会式にて「東アジア文化都市共同宣言２０１９」に署名をし
た。宣言文の内容は以下のとおりである。

１. ３都市は、人的、文化的な都市間交流を積極的かつ継続的に実施すること
により、相互の関係をより強固なものにしていく。 

２. ３都市は、文化芸術をはじめ、産業・観光等様々な分野における民間レベ
ルによる継続的な交流を促し、その活性化を図る。 

３. ３都市の代表と関係部署は、相互の交流によって生み出された成果を毎年
確認する。 

東京都豊島区（日）― 西安市（中）― 仁川広域市（韓）
と し ま シ ー ア ン インチョン

２０２１年フォローアップ事業

開催地 日程 内容

西安 1〜2月

・「春の香りに満ちた文化都市、新年を迎える」をテー
マにオンライン文化展公演を開催
・豊島区・仁川市との間での相互映像交換、各都市の
Twitter・Facebook・YouTube等のソーシャルメディア
へ掲載

仁川 11月18〜19日

・�日中韓3国の音楽交流活性化を通じた相互友好増進を
目的とした「2021東アジアフェスティバル」開催

・�豊島区・西安市のクラシック音楽と伝統音楽演奏映像
参加

・東アジア3国楽器イベント開催

２０１９年１２月：「東アジア文化都市InXiTo文化観光事業協力合
意書」締結、文化観光分野での協力拡大

３都市は２０１９年１２月に開催された東アジア文化都市２０１９西安市閉幕式
にて「東アジア文化都市InXiTo文化観光事業協力合意書」を締結し、文化観光の分
野で協力を強化することに合意した。

２０２０年フォローアップ事業

開催地 日程 内容

西安 8月～9月

新型コロナウィルス感染拡大の脅威に3都市が助け合い
対抗するという意味を込めて「一つの家族、一つの愛」
をテーマに中国の医療従事者が制作した曲を、日中韓の
3人の歌手が共に歌う映像をSNSで公開

仁川 11月29日 ・�韓国在住の東・東南アジア人で構成された合唱団を対
象に「東アジア合唱祭」を開催

西安 12月10日

・�「東アジア文化都市新春音楽祭」を開催し、日中韓交
響楽進行、行事前日には西安文化、観光案内行事開催

・�歴代中国の東アジア文化都市及びASEAN10か国が参
加

▶
２０２０日中韓合唱共同制作映

像広報ポスター

出典
西安市

80  第１章 ３都市・地域間の交流 東京都豊島区（日）― 西安市（中）― 仁川広域市（韓）
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２０２２年フォローアップ事業

開催地 日程 内容

西安 2月
・東アジア文化都市新年音楽会
・�東京豊島区と仁川市でクラシック演奏・書道作品映像

出展予定

豊島 未定 ・学生オンライン交流行事

◀
仁川広域市主催「２０２１東ア
ジア祭り・仁川」に参加した豊
島区藤元林合奏団

写真提供
仁川広域市

◀
仁川広域市主催「２０２１東ア
ジア祭り・仁川」に参加した西
安シンフォニーオーケストラ

写真提供
仁川広域市

福岡県北九州市（日本）、江蘇省揚州市（中国）、全羅南道順天市
（韓国）の３都市は、自然環境と繋がりが強い「生態都市」という共
通点を持っている。北九州市は工業都市として、急速な発展過程で発
生した公害問題を克服したという経験により、２０１１年にOECDか
ら「SDGs推進に向けた世界のモデル都市」として選ばれた。揚州市は
「国家文化観光模範地域」である蜀岡瘦西湖風景名勝地区という観光地
を有する都市である。順天市は湿地を有しており、世界初の「ラムサー
ル条約湿地都市」として認定された。

　２０２０年からの新型コロナウイルスの影響により、北九州市及び
順天市は東アジア文化都市として様々な交流事業を２０２１年に延期し、継続して行うことにした。一方、
揚州市は佐賀県唐津市と韓国全羅南道麗水市と共に１９９９年から日中韓交流都市囲碁親善大会を実施して
いる。北九州市は中国大連市、韓国仁川広域市と２０１０年から友好博物館交流事業を実施している。

「東アジア文化都市２０２０」

順天
（韓）

揚州
（中）

北九州
（日）

2020年
東アジア
文化都市

▶
２０２０年東アジア文化都市

選定式にて
３国の文化担当大臣から盾を

受け取る文化都市の代表
(左側から北九州市長、

順天市長、揚州市副市長)

出典
日中韓三国協力事務局

北九州市（日）― 揚州市（中）― 順天市（韓）
きたきゅうしゅう ヤンヂョウ スンチョン

83北九州市（日）― 揚州市（中）― 順天市（韓）
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２０２１年４〜１０月：「２０２１揚州国際庭園博覧会」に順天市
参加

２０２１年４〜１０月、揚州市は約７ヶ月間「２０２１揚州国際庭園博覧会」を
開催した。博覧会の展示にて、揚州市は順天市が提供した自然景観と都市の特徴に
関する資料をもとに「順天園」を設計・造成した。順天園は順天湾湿地の癒し効果
を足した景観構造物であり、韓国の民家建築の伝統材料及び様式をもとに造成され
た。

◀
２０２１揚州世界園芸博覧会に
造成された順天園の全景

写真提供
揚州市

愛媛県（日本）、陝西省（中国）、慶尚北道（韓国）の３
県省道交流は比較的新しい。陝西省と慶尚北道は２０１３年
４月に姉妹都市協定を、愛媛県と陝西省は２０１５年友好都
市協定を結んだ。

　２０１９年１０月愛媛県で開催された「第２１回日中韓
３か国地方政府交流会議」を契機に、愛媛県—陝西省—慶尚
北道の３者会合が開催された。同会合の場で、慶尚北道の提
案を受け、３県省道で青少年スポーツ大会を開催することに
合意した。

日中韓３か国地方政府交流会議を機に、３県省道の青少年スポーツ交流推進に合意

▶
愛媛県-陝西省-慶尚北道

３者会合
　　　　　　　　　　　　　　　　

写真提供
慶尚北道

２０１９年１０月「日中韓３か国地方政府交流会議」を契機に、初
の３者会合

３地域は２０１９年１０月２８日、愛媛県で開催された第２１回日中韓３か国地
方政府交流会議のサイドイベントである「交流の広場」で初の３者会合を実施し
た。同会合における慶尚北道の提案を受け、現在、青少年交流事業を三国の持ち回
りで実施する方向で実務者レベルで調整が進められている。

2013年
姉妹締結

愛媛
（日）

陝西
（中）

慶尚北
（韓）

2015年
友好協定

青少年
スポーツ交流

協議中

愛媛県（日）― 陝西省（中）― 慶尚北道（韓）
シャンシーえ ひ め キョンサンプク　ト

85愛媛県（日）― 陝西省（中）― 慶尚北道（韓）
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２０２１年１１月：実務者間のスポーツ交流テレビ会議開催
３地域の実務者は２０２１年１１月５日大韓民国市道知事協議会が主催した第

２２回日中韓地方政府交流会議のサイドイベント「交流の広場」に参加し、テレビ
会議を通じて青少年スポーツ交流の時期・種目・人数・経費支援・選手レベル・
初回開催地域・持ち回り地域の決定方法・MOU締結の詳細について協議を行なっ
た。

◀
愛媛県―陝西省―慶尚北道オン
ライン実務者会議

写真提供
慶尚北道

北九州市（日）― 紹興・敦煌市（中）― 順天市（韓）
きたきゅうしゅう シャオシン ドゥンホワン スンチョン

福岡県北九州市（日本）、浙江省紹興市・甘粛省敦煌市
（中国）、全羅南道順天市（韓国）は「東アジア文化都市
２０２１」として採択された。２０２０年の新型コロナウ
イルスの感染拡大により日本と韓国は２０２０年の東アジ
ア文化都市を２０２１年に延期し、中国は紹興市と敦煌市
を新たに東アジア文化都市として選定した。

４文化都市は新型コロナウイルスの影響で阻害された3
か国間の文化協力及び停滞している国際的文化芸術活動を
持続的に推進するために、一年間多様な交流事業を推進し
た。４都市は今後の継続事業や国際姉妹協定締結等を通じて東アジア文化都市としての協力と連帯感を強化
して行く予定である。

「東アジア文化都市２０２１」

２０２１年１１月：「東アジア文化都市２０２１共同宣言」締結、
交流継続に合意

２０２１年１１月２８日に開催された「東アジア文化都市２０２１閉幕式典」に
て、北九州市、紹興市・敦煌市、順天市は過去１年間の交流経験をもとに、持続的
な交流発展のため「共同宣言」を署名し以下のような事項を合意した。

 敦煌・紹興
（中）

順天
（韓）

北九州
（日）

2021
東アジア
文化都市

１.４都市の文化・芸術分野の都市間交流・産業・観光など多様な分野において
民間レベルでの持続的な交流を促進し活性化を図る。

2. ４都市は東アジア文化都市の発展のために互いの知恵と経験を共有し、相互
理解を増進させ、協力を通じた事業推進に挑む。

3. ４都市は持続可能な都市発展に努め、共に東アジア文化都市ネットワーク構
築、東アジア文化の国際的影響力の強化を図る。

87北九州市（日）― 敦煌・紹興市（中）― 順天市（韓）
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◀
「東アジア文化都市２０２１共
同宣言」調印式

写真提供
北九州市

２０２２年継続事業［予定］

開催地 日時 内容

順天 9月中
第2回絵本・ウェブトゥーン（ウェブ漫画）フェスティ
バル（北九州の作品・博物館紹介、サイドイベント、公
演、フォーラム等）

順天 下半期 中韓「文学」交流行事（東アジアの青年達と共にする文
学紀行）

順天 未定 日中韓「伝統衣装」関連事業（日中韓伝統衣装セミナ
ー、伝統衣装体験館、伝統衣装写真公募展）

北九州 未定 「オンラインライブペインティング」（各都市の小学生
がオンライン形式で共に絵を描く文化交流イベント）

大分県（日）― 温州・済南市（中）― 慶州市（韓）
お お い た ウェンヂョウ ジ ー ナ ン キョンジュ

大分県（日本）、浙江省温州市・山東省済南市（中国）、
慶尚南道慶州市（韓国）は、２０２１年８月３０日にオンラ
イン形式で開催された第１２回日中韓文化大臣会合会にて 
２０２２年の「東アジア文化都市」として公式採択された。

大分県は温泉の源泉数・湧出量ともに日本一を誇り、地球
上に存在する１０種類の温泉水の内８種類の温泉が存在する
ことから温泉地域として名を知られている。中国温州市は中
国南部対外貿易の中心地として三面が山と海で囲まれ、固有
の文化と言語を築いている。中国山東省の省都である済南市
は、７２の有名な泉があることで有名で、泉の都市という意味を持つ「泉城」と呼ばれている。慶州市は、
清浄海域及び海岸線の美しい自然景観を保有しており、都市全体が「露天博物館」だと呼ばれる程、歴史文
化都市として豊富な文化的な財産を持っている。

これらの文化都市は２０２２年を起点にアジアの連帯、アジア的共感を通じた都市文化協力を促進させ、
東アジア文化都市の持続的な発展のため多様な交流事業を推進する予定である。

「東アジア文化都市２０２２」

大分
（日）

温州・済南
（中）

慶州
（韓）

2021
東アジア
文化都市

▶
三国の文化大臣から選定証書を

授与される２０２２東アジア
文化都市代表の姿

出典
韓国文化観光部
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東アジア文化都市、２０１４年以降日中韓文化大臣会合の開催地に
日中韓文化大臣会合は、３国が文化協力と交流に関して話し合うために、毎年持
ち回りで開催されている大臣レベルの政府間会議である。文化分野の重要性の認
識を共有し、共同事業を推進してきた。「東アジア文化都市２０１４」の事業を
機に、開催国の該当年度の文化都市で開催されてきた。毎年大臣会合と連携し、
次年度の東アジア文化都市選定式が開催される。
　２０２１年第１２回日中韓文化大臣会合は２０２１東アジア文化都市である北
九州市でオンライン形式で開催され、次回の会合は２０２２年に中国で開催され
る予定。

２０１４年以降の開催実績

回 日程 開催地 共同文章
第6回 2014年11月29日 横浜市 「横浜共同声明」

第7回 2015年12月19〜20日 青島市 「青島行動プラン」

第8回 2016年8月27〜28日 済州特別自治道 「2016済州宣言」

第9回 2017年8月25〜26日 京都市 「京都宣言」

第10回 2018年8月29〜31日 ハルビン市 「ハルビン行動計画」

第11回 2019年8月30日 仁川広域市 「仁川宣言」
第12回 2021年8月30日 北九州市（オンライン開催） 「北九州宣言」

東アジア文化都市

文化を通じて３都市が交流する大型事業
「 東 ア ジ ア 文 化
都 市 」 事 業 は 、
２０１２年５月に行
われた第４回日中韓

文化大臣会合（上海にて開催）での合意に基づき、日本・中国・韓国の３か国
において、その国の伝統文化を代表する文化都市または文化芸術による発展を
目指す都市を１〜２か所選定し、その都市において、様々な文化芸術イベント
等を実施するとともに、３都市を行き来しながら文化交流行事を実施する事業
である。これにより、東アジア域内の相互理解・連帯感の形成を促進するとと
もに、東アジアの多様な文化の国際発信力の強化を図ることを目指している。
先行事例として、ヨーロッパ連合（EU）とASEANが１９８５年と２００８年
からそれぞれ実施している「欧州文化都市」事業と「ASEAN文化都市」事業が
ある。

　また、東アジア文化都市に選定された都市がその文化
的特徴を生かして、文化芸術・クリエイティブ産業・観
光の振興を推進することにより、事業実施を契機として
継続的に発展することも目的としている。この観点か
ら、３都市は、その年以降も日中韓文化交流や青少年交
流を継続してきた。また、各国が過去の東アジア文化都
市との交流強化や、欧州文化首都やASEAN文化都市との

連携にも力を入れている。

　日中韓都市間のトライアングル交流は、東アジア文化
都市のフォローアップ事業が順調に継続する場合、毎年
一つずつ交流都市のトライアングルが増加していくた
め、日中韓三国の民間の相互理解の増進にとって貴重な
レガシーとなっていくことが期待される。　

これまでの「東アジア文化都市」

　選定年度 日本 中国 韓国
2014年 横浜市* 泉州市 光州広域市 
2015年 新潟市 青島市* 清州市 
2016年 奈良市 寧波市 済州特別自治道* 
2017年 京都市* 長沙市 大邱広域市 
2018年 金沢市 ハルビン市* 釜山広域市 
2019年 東京都豊島区 西安市 仁川広域市* 
2020年 北九州市* 揚州市 順天市
2021年 北九州市* 紹興市・敦煌市 順天市 
2022年 大分県 温州市・済南市* 慶州市 
2023年 未定 未定 全州市

* 日中韓文化大臣会合開催地

◀
東アジア文化都市２０２２の
4地域のロゴ

資料提供
上から中国温州市・済南市、韓
国慶州市、日本・大分県

▶
第１２回日中韓文化大臣会合

出典
日中韓三国協力事務局

▶
第１２回日中韓文化大臣会合

「北九州宣言」発表式

出典
文化庁
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２０１７年８月：京都で「東アジア文化都市サミット」開催
２０１７年８月２６日、東アジア文化都市２０１７の京都市が主催、文化

庁が支援をした同行事が国立京都国際会館で開催された。２０１４年から
２０１８年の東アジア文化都市とASEAN文化都市などから１９人の代表者が集
まり、各都市の文化都市活動の成果を共有し、東アジア文化都市事業の発展に
ついて議論した。同行事で採択された「東アジア文化都市サミット京都宣言」
では、以下の点が盛り込まれた。

1. �若い世代の交流に継続して取り組むとともに、市民、団体、企業などによる 
幅広い交流の機会を創出する。 

2. �東アジア文化都市のネットワーク強化や事業充実にむけた方策を議論する 
有識者会議に参画し、事業の発展に貢献する。 

3. �文化を通じた幅広い交流の促進と連携強化、ASEAN文化都市との連携を視野に
入れた更なる発展に向け、今後も「東アジア文化都市サミット」を開催する。 

参加国 参加した文化都市・地域（選定年度）・ASEAN

日本 横浜市(2014)、新潟市(2015)、奈良市(2016)、京都市(2017、主催都
市)、金沢市(2018)

中国 泉州市(2014)、青島市(2015)、寧波市(2016)、長沙市(2017)、ハルビン
市(2018)

韓国 光州広域市(2014)、清州市(2015)、済州特別自治道(2016)、大邱広域市
(2017)、釜山広域市(2018)

ASEAN フィリピン、シンガポール、ベトナム、ブルネイ

◀
「東アジア文化都市円卓会議」

写真提供
寧波市

◀
「東アジア文化都市友好碑」
除幕式

写真提供
寧波市

２０１６年１２月：寧波市主催「東アジア文化都市円卓会議」
２０１６年１２月７日、寧波市は、東アジア文化都市閉幕式に合わせ、「東

アジア文化都市円卓会議」を開催した。同年の東アジア文化都市である済州
特別自治道と奈良市をはじめとし、中国文化部（当時）、泉州市（２０１４
年）、青島市（２０１５年）、長沙市（２０１７年）、光州広域市（２０１４
年）、清州市（２０１５年）、大邱広域市（２０１７年）といった歴代の東
アジア文化都市の代表が参加した。各都市の代表は、「東アジア文化都市事
業が都市発展促進に果たした役割と、東アジア文化都市の交流・協力の強化
策」をテーマに発表を行い、「東アジア文化都市寧波提議」に署名した。また
２０１４年から２０１７年の１２の東アジア文化都市の名前を日本語、中国
語、韓国語で刻んだ「東アジア文化都市友好碑」除幕式が同時に開催された。

▶
東アジア文化都市サミット

写真提供
京都市

東アジア文化都市
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２０１９年：東アジア文化都市事業発展のため、各国の文化都市の
間で連帯強化の取り組み
中国「東アジア文化都市業務訓練プログラム」

２０１９年８月１３日から１４日にかけ、東アジア文化都市２０１９の中国
西安市で初めての中国「東アジア文化都市業務訓練プログラム」が開催され
た。同プログラムは中国の文化観光部が主催した。２０１４年から２０１９年
の中国の歴代文化都市と２０２０年に選定された揚州市、東アジア文化都市
２０１９である日本東京都豊島区と韓国仁川広域市の代表団、文化省庁の関係
者及び専門家等の約１００人が出席した。このプログラムを通じて、歴代の東
アジア文化都市は事業運営の経験と今後の事業計画を共有した。また、「東ア
ジア文化都市の申請、審査、選定と管理の実施方法」、「東アジア文化都市の
申請条件と評価基準」など東アジア文化都市のブランド発展のための提案につ
いても専門家から発表された。

◀
中国「東アジア文化都市
業務訓練プログラム」

写真提供 
中国文化観光部

２０１９年１０月：中国・揚州市で「ASEAN＋３文化都市ネット
ワーク」発足式開催

２０１９年１０月２５日、中国揚州市にて、「ASEAN＋３(APT)文化都市ネ
ットワーク発足式」が開催された。同行事は、中国文化観光部が主催の下、日
中韓の東アジア文化都市、ASEAN文化都市代表団、各国の関係者約２００人が
参加し、APT文化都市ネットワークの発足が宣言され、同宣言文において、①
相互理解と信頼の向上、②文化交流事業の促進、③観光業界の協力の強化、④
青少年交流の推進について合意された。

◀
「ASEAN＋３文化都市
ネットワーク」発足式
記念集合写真

出典
日中韓三国協力事務局

▶
２０１９年度東アジア文化都市 

協力ワークショップ

出典
日中韓三国協力事局

韓国「２０１９年度東アジア文化都市協力ワークショップ」
韓国の初代東アジア文化都市である光州広域市の（社）アジア文化中心

都市造成支援フォーラムは、２０１９年１２月１０から１１日にかけて、
「２０１９年度東アジア文化都市協力ワークショップ」を開催した。同ワーク
ショップは、韓国の歴代東アジア文化都市の実務者が緊密なコミュニケーショ
ンと協力を通じて交流事業の向上を図り、３国で生じた環境の変化に対する文
化都市の協力を議論するために２０１９年に初めて開催された。光州広域市の
他、韓国の４地域（清州市、済州特別自治道、釜山広域市、順天市）、日中韓
三国協力事務局など関係機関から１５人が参加した。

２０２１年：新型コロナウイルス感染症の感染拡大が続く中、東ア
ジア文化都市のブランド力を向上させ、都市間交流を強力に推進し
て行くための持続的な努力を拡大 
文化庁・同志社大学共同研究シンポジウム「東アジア文化都市の到達点と今後の課
題」開催

２０２１年２月２２日、日本文化庁と同志
社大学は「東アジア文化都市の到達点と今後
の課題」をテーマにシンポジウムを開催し
た。本シンポジウムは東アジア文化都市事業
の意義と成果を再確認し、今後の発展を議論
するために文化庁と同志社大学が共同で実施
した共同研究プロジェクト「東アジア文化都
市に係る成果と今後の在り方に関する調査研
究」の総括として行われたイベントである。
シンポジウムは主催側の挨拶に続けて日本の
歴代の東アジア文化都市が交代で発表し、約
３時間にわたり行われた。

▶
文化庁・同志社大学共同研究シ

ンポジウムの広報ポスター

出典
同志社大学

東アジア文化都市 
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中国ハルビン「東アジア文化都市」建設都市フォーラム開催
２０２１年７月２０日、都市ブランド祝典イベント及び「東アジア文化都

市」建設都市フォーラムが中国ハルビン市で開催された。中国泉州・寧波・長
沙・西安・揚州・紹興・敦煌・済南・温州など歴代の中国側東アジア文化都市
代表団約６０数人が当行事に参加し、東アジア文化都市の未来志向的な発展に
ついて議論した。各都市の代表は本行事が都市文化の体系的な発展と都市発展
のための推進力を高め都市イメージの改善において重要な役割を果たすと評価
し、文化遺産保護、公共文化サービスの向上、文化産業・観光業の発展等にお
ける各都市の成功事例を共有した。

北九州市第２回東アジア文化都市サミット開催
２０２１年１０月２５日、北九州市で第２回東アジア文化都市サミットを開

催した。本サミットは「東アジア文化都市を通じた新たな文化価値創出」をテ
ーマとし、日中韓文化都市・欧州文化首都・ASEAN文化都市など２８都市の代
表がオン・オフライン形式で参加した。参加者は「ポストコロナ時代の技術革
新とデジタル化を通じた都市文化交流増進」、「都市の持続可能な発展におけ
る文化芸術の役割」などについて意見交換を行った。主催側の北九州市の代表
を含め、２０２１年東アジア文化都市である韓国順天市、中国紹興市・敦煌市
の代表が都市交流及び文化交流を通じた相互学習にをテーマに発表を行った。

◀
都市ブランド祝典イベント及び
「東アジア文化都市」建設都市
フォーラム

出典
ハルビン市

◀
第２回東アジア文化都市サミット

写真提供
文化庁

日中韓3か国地方自治体交流会議

３か国の地方自治体が一堂に会する大型行事、１９９９以来毎年開催
「日中韓３か国地方自治体交流会議」は、歴史的、地理的にも密接な関係に

ある日中韓３か国の地方政府間の国際交流・協力を一層促進することを目的
に、３か国の国際交流機関（日本・自治体国際化協会、中国・中国人民対外友
好協会、韓国・大韓民国市道知事協議会）が主催し、持ち回りで１９９９年よ
り毎年実施しているものである。毎回数百人の地方自治体関係者が出席する大
型行事である。

２０２１年第２２回交流会議は新型コロナウイルス感染症の拡大により大韓
民国市道知事協議会のYouTube中継を通じてオン・オフラインを連携する形で
開催された。当会議は「ポストコロナ時代をリードする日中韓地方自治体の取
り組み」をテーマに、基調講演・テーマ発表・映像パフォーマンス等で構成さ
れた。本会議以外にも３３の日中韓地方自治体が参加する１７のオンライン実
務者会議「交流の広場」が併催された。会議には、日中韓地方公務員及び関連
機関から合計約１３００人がオン・オフラインで参加した。

 主な内容

•	日中韓地方自治体の交流協力のグッドプラクティスの共有

•	日中韓地方自治隊交流協力のあり方及び地方行政に関する懸案事項の討論

•	日中韓広報ブース及び「交流の広場」の運営

•	開催都市の地方行政グッドプラクティスの現場視察

▶
第２２回日中韓３か国地方自治

体交流会議

写真提供
大韓民国市道知事協議会
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これまでの実績

年度 回 開催地 メインテーマ

1999 第1回 ソウル特別市（韓） 日中韓自治体間交流協力の増進のための国
際会議

2000 第2回 北京市（中） ニュー・ミレニアムにおける日中韓３か国
地方自治体間の交流と協力の展望

2001 第3回 東京都（日） グローバリゼーションの時代における「新
たな地域のあり方」をさぐる

2002 第4回 ソウル特別市（韓） 北東アジア地域の経済協力を通じた地方自
治体の共同発展

2003 第5回 無錫市（中） 地域経済の振興と地域協力の促進における
地方自治体国際交流の役割

2004 第6回 新潟県（日） ３か国の相互発展に向けた地域政策のあり
方～交流の促進と地域間連携

2005 第7回 江原道（韓） 北東アジア地域の共同発展のための日中韓
地方自治体の役割

2006 第8回 ハルビン市（中） 北東アジアの友好を促進し、共同発展と繁
栄を実現

2007 第9回 奈良県（日） 北東アジアにおける交流の拡大と地方自治
体の役割

2008 第10回 全羅南道（韓） 地域活性化による発展方案

2009 第11回 長春市（中） 地方自治体の交流と協力を強化し、北東ア
ジア地域の共同発展を促進

2010 第12回 長崎県（日） 地域間協力の推進による北東アジア地域の
発展

2011 第13回 全羅北道（韓） 地域の特色を活かした北東アジアの地方自
治体間の交流活性化

2012 第14回 昆明市（中） 交流協力を深め、地方政自治体の共同発展を
促進する

2013 第15回 富山県（日） 地域の特色を生かした取組みと北東アジア
の相互発展

2014 第16回 亀尾市（韓） 人文交流の拡大による日中韓交流の活性化

2015 第17回 義烏市（中） 持続可能な都市間交流及び都市の国際化による
発展

2016 第18回 岡山市（日） 地方自治体交流による北東アジア地方の活
性化

2017 第19回 蔚山広域市（韓） 新しいパラダイム提示（発想の転換）を通
じた東北アジア地方自治体発展施策の模索

2018 第20回 開封市（中） 北東アジア地域における互恵的連携協力体
制の構築

2019 第21回 愛媛県（日） 北東アジア地方政自治体における地域資源
を活かした魅力の創造

2021 第22回
ソウル特別市（韓）
 (オン・オフライン
開催)

ポストコロナ時代をリードする日中韓地方
政府自治体の取り組み

2022 第23回 江西省（中）
[予定]

◀
出典
大韓民国市道知事協議会

９０年代初頭から続く日中韓の地域経済協力
東アジア経済交流推進機構（OEAED）は、日中韓の沿岸１１都市により構成

される経済交流に特化したプラットフォームである。会員都市の連携、経済交
流、相互のネットワークの強化等により、経済活動及び都市間交流の活性化を
推進し、環黄海地域における新たな広域経済圏を形成するとともに、東アジア
経済圏の発展に貢献することを目的に設立された。

OEAEDでは①「東アジアFTA」創設推進、②環黄海において環境にやさしい
モデル地域の創出、③新ビジネスモデル創出システムの構築、④「環黄海観光
ブランド戦略」の展開、⑤技術交流・人材育成プラットフォーム形成の５つの
重点課題が設定されている。

このプラットフォームは、現在も継続している日中韓の地域交流の中で最も 
歴史が長いものの一つであり、そのルーツは１９９１年にまでさかのぼる。同
年、環黄海地域における新たな経済圏を形成することを目的として、「東ア
ジア都市会議」及び「東アジア起業家サミット」がスタートした。当初は、
北九州市・下関市 (日本）及び両市の姉妹/友好都市である大連市・青島市 (中
国）、仁川広域市・釜山広域市 (韓国）の６都市で構成した両会議は、その
後、天津市・煙台市 (中国）、蔚山広域市 (韓国）、福岡市 (日本）の４都市が
加わり、２００４年に経済交流に特化したプラットフォームづくりを目指し
て、日中韓の１０都市で東アジア経済交流推進機構が設立され、２０１４年の
熊本市 (日本）の加入を経て、現在の１１都市体制になった。

機構の組織は、総会・執行委員会・部会・第三者評価委員会・事務局から構
成される。

▶
２０１８年仁川総会

写真提供
北九州市

東アジア経済交流推進機構（OEAED）
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 総会

　会員都市の行政と経済団体（商工会議所・国際商会）の代表が構成する機構
の意思決定機関。会員都市の持ち回りにより開催する。

 執行委員会

　総会を開催しない年に開催する実務者会議。総会を補佐し、諸課題について
協議する。

 部会

　専門事項を協議し共同事業を実施する機関として４部会を設置している。
（国際ビジネス部会、環境部会、観光部会、ロジスティクス部会）

 第三者評価委員会

　機構活動・運営を有機的に機能させるため、専門的知見かつ客観的視点から 
助言・評価を行う機関。日中韓各国から１人ずつの専門家で構成する。

 事務局

機構の庶務を行う機関。北九州市・下関市の行政・商工会議所が共同で北九
州市に設置。

◀
出典 
東アジア経済交流推進機構
(OEAED)

過去の総会

回 日程 開催地 議題

第1回 2004年11月 北九州市
（日） ・東アジア経済交流推進機構の設立

第2回 2006年11月 天津市
（中）

・各部会の活動実績報告
・第三者評価委員会の評価
・各都市の市長・商工会議所会長による提案
・東アジア都市経済協力に関する天津宣言採択

第3回 2008年11月 蔚山広域市
（韓）

・各部会の活動報告
・共同プロジェクトの提案と導入
・各都市の市長・商工会議所会長の提案
・�機構の活動と共同プロジェクトに関する第

三者評価委員会の評価

第4回 2010年11月 青島市
（中）

・各部会の活動報告
・共同プロジェクト環黄海アクションの報告
・各都市の市長・商工会議所会長の提案発表
・環黄海アクションに関するMOU締結
・青島宣言採択

第5回 2015年11月 煙台市
（中）

・�各都市行政の代表・商工会議所・国際商会
代表による発表

・各部会による活動報告
・第三者評価委員の選任
・煙台宣言採択

第6回 2018年10月 仁川広域市
（韓）

・各都市の代表による発表
・各部会都市の代表による報告
・機構改革案
・仁川宣言採択

第7回 2022年
[未定]

下関市
（日）

過去の環境部会

回 日程 開催地 併催事業/共同プロジェクト

第1回 2004年8月 北九州市
（日） 環境産業シンポジウム

第2回 2006年6月 大連市
（中） 中国国際環境保護博覧会

第3回 2007年6月 蔚山広域市
（韓） 環境セミナー

第4回 2008年10月 下関市
（日） 環境セミナー

第5回 2009年8月 仁川広域市
（中）

環境セミナー、仁川世界都市祝典、海岸クリ
ーンアップ事業、ライトダウンキャンペーン

▶
出典 

東アジア経済交流推進機構
(OEAED)ホームページ及び公式

パンフレット

東アジア経済交流推進機構（OEAED）

市長会議
日本 	 北九州市
	 下関市
	 福岡市
	 熊本市

中国 	 大連市
 	 青島市
 	 天津市
 	 煙台市

韓国 	 仁川広域市
 	 釜山広域市
	 蔚山広域市

１１都市
・市長

１１都市
・商工

会議所会頭

機構会議

執行委員会

国際ビジネス部会 環境部会 観光部会 （ロジスティクス部会）

経済人会議
日本	北九州商工会議所
	 下関商工会議所
	 福岡商工会議所
	 熊本商工会議所

中国	大連国際商会
	 青島国際商会
	 天津国際商会
	 煙台国際商会

韓国	仁川商工会議所
	 釜山商工会議所
	 蔚山商工会議 所

第三者評価委員会

東アジア経済交流推進機構組織図
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第6回 2010年10月 北九州市
（日）

エコテクノ2020、九州・韓国・中国環境ビジネ
ス商談会、海岸クリーンアップ事業、ライトダ
ウンキャンペーン

第7回 2012年6月 青島市
（中）

中国国際循環経済成果貿易博覧会、海岸クリ
ーンアップ事業、ライトダウンキャンペーン

第8回 2013年8月 煙台市
（中）

技術交流セミナー、海岸クリーンアップ
事業、ライトダウンキャンペーン

第9回 2014年5月 蔚山広域市
（韓）

技術交流セミナー、海岸クリーンアップ
事業、ライトダウンキャンペーン

第10回 2015年10月 北九州市
（日）

技術交流セミナー、海岸クリーンアップ
事業、ライトダウンキャンペーン

第11回 2016年7月 大連市
（中）

技術交流セミナー、海岸クリーンアップ
事業、ライトダウンキャンペーン

第12回 2017年5月 釜山広域市
（韓）

技術交流セミナー、海岸クリーンアップ
事業、ライトダウンキャンペーン

第13回 2018年10月 北九州市
（日）

技術交流セミナー、海岸クリーンアップ
事業、ライトダウンキャンペーン

第14回 2019年11月 青島市
（中）

技術交流セミナー、ビジネス商談会、海岸ク
リーンアップ事業、ライトダウンキャンペーン

第15回 2022年
［予定]

仁川広域市
（韓）

過去の観光部会

回 日程 開催地 併催事業/共同プロジェクト

第1回 2005年9月 釜山市
（韓） 釜山国際観光展(BITF)、観光ビジネス交流会

第2回 2006年10月 煙台市
（中）

観光ビジネス交流会、アジア欧州会合
(ASEM)旅行協力発展フォーラム・展覧会

第3回 2007年11月 下関市
（日）

国際観光推進シンポジウム、観光ビジネス交流
会、10都市ポスター展

第4回 2008年10月 釜山広域市
（韓）

世界観光投資サミット(WTIS)、アジア太平
洋都市観光振興機構(TPO)会議、観光ビジネ
ス交流会

第5回 2009年8月 青島市
（中）

観光ビジネス交流会、「2009環黄海イヤ
ー」スタートイベント、青島国際ビール祭り

第6回 2010年9月 福岡市
（日）

産業観光セミナー、「2010環黄海イヤー」
2010中国国際旅遊交易会（上海）

第7回 2011年10月 仁川広域市
（韓） ビジネス交流会

第8回 2013年10月 下関市
（日）

10都市観光パネル・ポスター展
第26回韓国国際観光展(ソウル)

第9回 2014年9月 天津市
（中） 2014中国旅行産業博覧会

過去のロジスティック部会

回 日程 開催地 併催事業/共同プロジェクト

第1回 2005年7月 仁川広域市
（韓） 港湾PRセッション

第2回 2006年7月 青島市
（中） 物流ビジネス交流会、専門家フォーラム

第3回 2007年11月 福岡市
（日） 物流ビジネス交流会、記念講演会

第4回 2008年10月 釜山広域市
（韓）

物流企業プレゼンテーション・交流会、ワー
クショップ

第5回 2009年8月 仁川広域市
（韓）

ワークショップ物流ビジネス交流会、仁川世
界都市祝典

第6回 2010年11月 天津市
（中）

過去の国際ビジネス部会

回 日程 開催地 併催事業/共同プロジェクト

第1回 2014年7月 釜山広域市
（韓）

第2回 2015年7月 青島市
（中）

第3回 2016年11月 北九州市
（日） 西日本国際福祉機器展

第4回 2017年10月 蔚山広域市
（韓）

第5回 2018年11月 煙台市
（中） 煙台市都市計画展覧会訪問

第10回 2015年9月 蔚山広域市
（韓）

第国際旅行博2015(バンコク)2月25日〜3月1日
ツーリズムEXPOジャパン(日本・東京)9月24日
〜27日

第11回 2016年11月 北九州市
（日）

2016ホーチミン市国際旅行博覧会、観光説
明会

第12回 2018年11月 大連市
（中）

2020日本大阪観光展示会（2020年10月24日
〜27日）

東アジア経済交流推進機構（OEAED）
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環黄海経済・技術交流会議

「環黄海地域経済圏」形成を目指し、黄海沿岸地域等が参加
「環黄海経済・技術交流会議」は、日中韓の「黄海」を取り巻く地域からな

る経済圏域（環黄海地域経済圏）発展・深化を目指す交流プラットフォーム
である。１９９９年にフィリピン、２０００年にシンガポールで開催された
ASEAN+３サミットで日中韓の経済協力の必要性が認識され、環黄海圏の安定
的な協力体制を構築することに合意し、２００１年３月から正式に始まった。

同会議は、日本経済産業省九州経済産業局、中国商務部アジア司、韓国産業
通商資源部通商協力局の３か国政府機関をはじめ、関係する自治体や経済団
体、企業、研究者等が一堂に会し、貿易・投資、技術・人材等の相互協力につ
いて話し合うとともに、具体的なビジネスのきっかけをつかむ場として発展し
ている。

◀
第１９回会議
（オンライン開催）

写真提供
経済産業省九州経済産業局

 参加地域

日本： �福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、福岡市、北
九州市、熊本市（九州地域７県３市）

中国： �遼寧省、吉林省、河北省、山東省、江蘇省、北京市、広東省、天津市、
上海市（６省３市）

韓国： �京畿道、忠清北道、忠清南道、全羅北道、全羅南道、江原道、慶尚北
道、慶尚南道、済州島、仁川広域市、大田広域市、光州広域市、釜山広
域市、大邱広域市、蔚山広域市（９道６市）

▶
環黄海経済・

技術交流会議交流都市・地域

環黄海
経済・技術交流会議

北京市

河北省
天津市

山東省

江蘇省
上海市

吉林省

広東省

遼寧省

福岡市
福岡県

長崎県

佐賀県

熊本県
熊本市

鹿児島県

宮崎県

北九州市

大分県

江原道

大邱広域市
蔚山広域市

慶尚北道

釜山広域市
慶尚南道

仁川広域市
京畿道

忠清南道
大田広域市

忠清北道

全羅北道
光州広域市
全羅南道

済州特別自治道

일
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韓・日・中公務員三国協力ワークショップ

韓国外交部主催、日中韓の若手地方公務員の交流の場
「韓・日・中公務員３国協力ワークショップ」は、①３国協力に対する理解の
増進、②３国の地方レベルの協力の発展の方策についての意見交換、③３国の
公務員の間のネットワーク構築を目的に韓国外交部が２０１２年から毎年実施
しているワークショップである。主な参加者は、韓国の地方都市で国際協力関
連業務に携わる地方公務員と、韓国で勤務又は研修中の日本人及び中国人公務
員である。韓国で勤務中の日本・中国の公務員の多くは、姉妹/友好都市関係
にある道や市に派遣された日中の若手地方公務員であり、将来にわたるネット
ワーク形成と、それを通じた地方間交流に役立っている。

　２０１９年５月に実施された直近のワークショップは慶州で実施され、韓国
人３８人、日本人１５人、中国人３５人の計８８人が参加した。日中韓三国協
力事務局（TCS）山本恭司事務次長が「３国協力の現況とTCS」とのタイトル
で講演を行い、続いて丁相基（チョン・サンギ）元東北アジア協力大使による
日中韓の文化比較に関する講演、日中韓の参加公務員による３国協力の事例の
発表などが行われた。１泊２日の期間中、文化公演観覧・文化体験活動等も実
施された。

▶
２０１９年ワークショップの

団体写真

写真提供
韓国外交部

これまでの開催状況

回 日程 開催地

第1回 2001年3月 福岡県福岡市（日）

第2回 2002年10月 全羅北道全州市（韓）

第３回 2003年9月 山東省威海市（中）

第４回 2004年10月 宮崎県宮崎市（日）

第5回 2005年11月 大田広域市（韓）

第6回 2006年9月 山東省日照市（中）

第7回 2007年11月 熊本県熊本市（日）

第8回 2008年10月 仁川広域市（韓）

第9回 2009年7月 山東省煙台市（中）

第10回 2010年10月 福岡県北九州市（日）

第11回 2011年11月 大田広域市（韓）

第12回 2013年11月 江蘇省連雲港市（中）

第13回 2014年11月 長崎県佐世保市（日）

第14回 2015年11月
釜山広域市（韓）

テーマ「医療・バイオ、新・再生エネルギー、産業団
地、人材育成」

第15回 2016年7月 江蘇省塩城市（中）
テーマ「環境に配慮したイノベーションと開放的な融合」

第16回 2017年11月
 鹿児島県鹿児島市（日）
テーマ「地域間交流の促進」「イノベーションを通じた
新産業・新市場の創出」

第17回 2018年11月
全羅北道群山市（韓）
テーマ「地域間交流の促進」「イノベーションを通じた
新産業・新市場の創出」

第18回 2019年11月
山東省済寧市（中）
テーマ「地域間交流の促進」「イノベーションを通じた
新産業・新市場の創出」

第19回 2021年11月
熊本県熊本市（日）（オン・オフライン開催）
テーマ「社会課題の解決に向けた新たな環黄海域経済交
流モデルの構築と地域間交流の促進」

第20回 2022年［予定］ 釜山広域市（韓）
未定

◀
出典 
九州経済国際化推進機構
ホームページ
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これまでの開催状況

回 日程 開催地 活動内容

第1回 2012年12月 ソウル特別市
（韓）

・�自治体間の協力を通じた３国協力の発展に関
する議論

・�それぞれの自治体で実施されている３国協力
政策を紹介

第2回 2013年9月 ソウル特別市
（韓）

・３国 協力の現状を紹介
・自治体別で３国協力事業を発表
・３国 協力政策に関して討論
・文化イベント

第3回 2014年5月 慶州市
（韓）

・３国協力の現状と重点の紹介
・日中韓３国協力事務局の機能と業務紹介
・３国公務員交流事業の例を紹介
・文化公演

第4回 2016年6月 江原道平昌
（韓）

・３国協力の現状と日中韓３国協力事務局紹介
・３国の公務員交流事例の発表と討論
・平昌オリンピックの準備状況を紹介

第5回 2017年6月 京畿道広州市
（韓）

・３国協力の現状と日中韓３国協力事務局紹介
・３国公務員交流協力事業例の発表
・３国文化関連公演

第6回 2018年10月
江原道江陵
市・束草市

（韓）

・３国協力の現状と日中韓３国協力事務局紹介
・３国公務員交流協力事業例の発表と文化公演
・伝統文化体験と見学プログラム

第7回 2019年5月 慶州市
（韓）

・３国協力の現状と日中韓３国協力事務局紹介
・３国公務員交流協力事業例の発表と文化公演
・伝統文化体験と見学プログラム

第8回 2022年[予定]

 

TCS: 現在推進中または参加中の日中韓トライアングル交流事業について紹介をお願いします。（事業内容、年間予算
規模、交流事業参加者等） 
村岡知事：本県と、友好協定・姉妹提携を結んでいる山東省（中国）、慶尚南道（韓国）の３地域において、毎年持ち
回りで交流事業を実施しています。これまでに、環境シンポジウムの開催や、３地域の大学生による文化交流、高校生
のスポーツ交流、伝統芸能フェスタの開催など、様々な分野での交流を行ってまいりました。これらの交流事業には、
県内の関係団体や企業、学生など、県民の方にもご参加・ご協力をいただいております。 
 
TCS: 当トライアングル交流事業を推進するようになった背景及びきっかけは何でしょうか。 
村岡知事：山口県と山東省が１９８２年に、山口県と慶尚南道が１９８７年に、それぞれ友好・姉妹提携を結んでおり
ましたが、これに続いて１９９３年に山東省と慶尚南道が友好協定を締結したことにより、山口県、山東省、慶尚南道
のトライアングルの関係が構築されました。そこで１９９７年に、山口県と山東省の友好協定１５周年、山口県と慶尚
南道の姉妹提携１０周年を契機としまして、３地域による広域連携・施策連携を図るため、共同交流事業を開始するこ
ととなりました。 
 
TCS: 新型コロナウイルスが交流事業にどのような変化をもたらしたでしょうか。 
村岡知事：これまでの交流事業は、その年の主催地域での現地開催という形を取っていましたが、新型コロナウイルス
の影響により海外渡航が困難となったため、オンラインでの事業実施という新しい形を取り入れることとなりました。
現地での開催に比べて実施可能な内容は限られてしまいましたが、事業にご参加いただく関係団体の方の協力を得られ
やすいなどのメリットも感じられました。 
 
TCS: 今まで試したことはないが、新たに日中韓３か国間で推進したい交流分野や事業がある場合教えてください。 
村岡知事：具体的にこの分野を、ということではないのですが、３地域が共通して関心を持っていたり、課題を抱えて
いたりするような分野での交流を積極的に進めていけたらと考えております。近年重点的に行っている、高齢者福祉分
野での交流もその一つです。 
 
TCS: トライアングル交流事業が当地域にどのような直接的に・間接的な影響を及びたでしょうか。（市民の相互認識
変化、観光者数、訪問客の多様化、留学生人口の変化など） 
村岡知事：インバウンド関係の他事業も実施しているため、本事業が観光客や留学生の人数等にどのような影響を与え
ているかという点については正確なことは言えませんが、事業にご協力いただいた関係団体の方からは「日本以外の国
の取り組みを知ることで、これまでとは違う視点を持つことが出来た」、「普段にない経験で刺激を受けた」といった
感想をいただいており、県民の国際的な視野の広がりや、異文化理解の向上に繋がっていると考えております。 
 
TCS: 日中韓地方都市間の交流を活性化する動きを支援するために、各国政府及びTCSはどのような役割を担うべきだ
と考えますでしょうか。 
村岡知事：交流事業を行うにあたり、他自治体の事業の実施状況を参考にさせていただくことも多いので、貴事務局が
まとめられている調査リポートは大変参考になります。こうした情報提供を、引き続きお願いしたいと思います。ま
た、日中韓交流の今後一層の活性化を図るためには、自治体間のみでなく、民間同士の交流活動の推進に繋がる環境整

特別セッション : 
自治体・地方政府首長インタビュー

山口県 村岡嗣政知事

特別セッション:　自治体・地方政府首長インタビュー 
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中国揚州市 王进健市長備が求められると考えております。 
 
TCS: ２０２２年に予定されている日中韓トライアングル交流事業計画について簡単な紹介をお願いします。 
村岡知事: 2022年度の交流事業としましては、山東省の主催で、各地域の伝統楽器を用いた青少年の音楽交流が予定さ
れています。山東省での現地開催となるか、オンラインでの開催となるかは、新型コロナウイルスの感染状況等を踏ま
えながら今後検討していくこととなっております。
 
TCS: 毎年３地域間の交流実務会議と共に多様な交流事業を開催されておりますが、会議の議題及び交流事業の内容は
どのような方式で決定しておりますでしょうか。 
村岡知事：毎年交流事業と同時に開催している実務者会議において、来年度の事業内容に関する提案や調整を行ってい
ます。事業の実施にあたり、３地域が持ち回りで主催を担当する形をとっておりますが、基本的には次の主催地域が事
業内容を提案し、それを軸に実施時期や方法などを３地域で話し合いながら固めていくという流れになることが多いで
す。 
 
TCS: 山口県は１９９７年より長期間に渡り日中韓交流事業を推進して来ましたが、今まで注目すべき交流事業の成果
としてどのようなものがありますでしょうか。 
村岡知事：２０１４年に、青少年によるスポーツ交流事業として、山東省にて卓球の友好交流試合を行いましたが、こ
ちらが好評で、その翌年には慶尚南道での青少年バスケットボール交流事業が企画され、更に２０１７年には本県にお
いて、大学生を中心とした青少年による伝統芸能のステージイベントを開催するなど、青少年による交流事業が続くこ
ととなりました。このように、将来を担う若い世代が様々な分野で交流し、互いを理解し合いながら国際的な視点を育
むことは、これからの３地域における協力関係深化のために大変重要なことですので、今後も本事業を通じ、こうした
場を提供していきたいと考えております。 
 
TCS: 山口県では中国山東省、韓国慶尚南道とそれぞれ友好／姉妹協定を締結し、以降もトライアングル交流を推進し
て来たと伺ってます。 それについて以下の２点について教えてください。
▶ 既存の両者間交流から三者間交流に拡大させた効果・メリット 
村岡知事：３か国、3地域が同時に交流することにより、一度の交流事業において、より多様な文化やグローバルな視
点に触れる機会が得られること、事業規模や交流分野の幅が広がることなどがメリットであると考えております。 
 
▶ 両者間交流と比較し、トライアングル交流が持つ難点や克服方法
村岡知事：３地域での交流では、２地域間の交流に比べて事業内容の決定や日程調整などの面で折り合いをつけること
が難しい場合があります。また、メールや電話でやり取りをする場合、３地域が同時に情報を共有することが難しく、
認識に齟齬が生じやすいという難点があります。ですので、各々の事情を考慮した上で、より細やかに連絡を取り合い
ながら調整を進めていくことが重要だと感じています。 
 
TCS: 近年高齢者福祉分野の交流について議論がなされていると伺ってますが、具体的にどのような事業が推進される
予定でしょうか。 
村岡知事：具体的な事業として話が進んでいるわけではありませんが、今後も引き続き高齢者福祉政策に関する情報交
換の場を設けること、そして、新型コロナウイルスの感染状況が落ち着き次第、民間の関係団体を含めた訪問団を派遣
し、各地域の高齢者福祉施設の視察等を行うことを予定しています。 

TCS:　現在、推進または参加している日中韓トライアングル交流事業についてご紹介をお願いします。（事業内容、
年間予算規模、交流事業参加者等）
王市長：揚州市は古来より開放的で寛容な都市として知られています。鑑真の故郷であり、朝鮮漢文学の祖である崔致
遠の第二の故郷でもあります。揚州市は２００８年に韓国の慶州市、２０１０年に日本の奈良市とそれぞれ友好都市関
係を結び、２０１９年にアジア文明対話会議の開催に成功した後「東アジア文化都市」に選定されました。同年１０月
には「ASEAN＋３文化都市ネットワーク」の立ち上げに成功し、ASEAN事務局、日中韓三国協力事務局、ASEAN文化
都市から２００名近い指導者やゲストが揚州市に集まりました。参加都市が共同で発表した「揚州イニシアチブ」は、
第２２回ASEAN＋３首脳会議での李克強首相のスピーチに盛り込まれました。また、「世界運河都市フォーラム」を毎
年開催し、日本の北九州市や韓国の順天市などの姉妹都市から首長を招き、オンライン会議を行っています。２０２０
年のフォーラムでは、世界の運河都市における文化観光産業の持続的発展について議論し、その成果として「揚州イニ
シアチブ」がまとめられました。
２０２２年６月に開催される第１回「江蘇省『一帯一路』友好都市協力ハイレベルフォーラム」に、日本の奈良市と韓
国の慶州市を招待し、両友好都市の市長にオンラインで参加してもらう予定です。また、今年はそれぞれの都市を紹介
する短編映像コンテストを開催し、日本・韓国の友好都市に参加を呼びかける予定です。

TCS:　上記のトライアングル交流事業を実施することになった背景やきっかけを教えてください。
王市長：揚州市は日本、韓国と長い交流の歴史があります。改革開放以来、日本の唐津、厚木、奈良、韓国の麗水、龍
仁、済州、大邱と相次いで友好都市関係を結んでいます。揚州泰州国際空港は日本の大阪と韓国の済州島への直行便を
開通させました。
親族も友人も、会う機会が多いほどより仲が深まるものです。日本や韓国と交流する中で、オープンなコミュニケー
ションは現代における重要なテーマであり、発展のトレンドであり、国民の期待であることを深く実感しました。
２０２０年１１月、習近平総書記は揚州市を視察し、「揚州は良いところだ。特に文明、文化、歴史的の古都であると
いう点で、中国において重要な役割を果たしている」と賞賛されました。文化的内容について更に探求し、日本・韓国
との文化交流と経済貿易協力を強化し、３地域のイメージを協力して広め、地域の経済と文化の繁栄を推進し、三者の
相互理解を促進し、精神的な絆を深め、「人類運命共同体」に寄与していきたいと考えています。

TCS:　交流事業の実施にあたり、どのような困難に直面し、それをどう克服しましたか。
王市長：現在３都市は交流と協力の面で一定の成果を上げていますが、まだまだ拡大の余地があります。
客観的に見ても、新型コロナウィルスの感染拡大により、３都市間の直接の交流は制限されています。現在、積極的に
アイデアを出し、変化に対応した革新を追求し、「顔をつきあわせた交流」から「画面越しの交流」に切り替え、新し
い国際交流・協力の形態を模索しています。
交流の内容としては、これまでは文化の探求に重きを置いていましたが、国際化が進むにつれ、技術・人材・産業など
の分野でも協力し、３地域の相互協力を深めていくことができるようになりました。揚州市には揚州大学や様々な職業
・技術高等専門学校があります。奈良市と慶州市も人材が豊富で、３地域の産業も補完し合っている部分があります。
今年、中国・日本・韓国がRCEP協定（地域的な包括的経済連携協定）に加入しました。私たちはこの好機を逃さず、
さまざまな協力を推進し、Win-Winの関係を実現したいと考えています。

TCS:　新型コロナウィルスの感染拡大は交流事業にどのような影響を及ぼしましたか。
王市長：変化は主に次のような点に見られました。第一に、３都市間の交流人口が近年著しく減少していること。第二
に、コミュニケーションの方法が変化し、かつての「対面コミュニケーション」から「オンライン・コミュニケーショ
ン」へと変化したこと。第三に、経済貿易交渉や投資促進などの現場活動が大幅に減少し、交流の効果に一定の影響が
あったこと。現在、「デジタル揚州」の建設を進めていますが、「オンライン観光」、「オンライン投資誘致」などの活
動をさらに強化し、特に若者の科学技術に対する高い知識を生かし、効果を増幅させることができると考えています。

ワン・ジンジエン

特別セッション:　自治体・地方政府首長インタビュー 
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TCS:　今後、新たに日中韓三国で取り組みたい交流分野や事業があれば、教えてください。
王市長：今年はRCEP協定が発効された最初の年です。中国・日本・韓国は、最大の人口、最も多様な加盟国構成、そ
して最も大きな発展の可能性を持つ世界的な自由貿易圏に参加しました。この動きは、三国間のより高いレベルでの経
済統合、三国のサプライチェーンと産業チェーンの連結、国際貿易と投資の自由化と円滑化につながります。
私たちは、RCEP協定の実施を契機に、日本・韓国との経済貿易協力をさらに強化したいと考えています。第一に、貿
易交流の深化です。日本と韓国は揚州市の重要な貿易相手国です。バイオテクノロジー、新医療機器、新化学素材、
繊維、衣料などの分野で多くの商品が日本と韓国に輸出されています。今年の第１四半期、揚州市の日本・韓国への輸出
入量はそれぞれ1.3%、6.9%増加しました。RCEP協定がもたらした利益を有効に活用し、より多くの産業と企業が地域産
業チェーンの統合に参加することを促進し、ニーズに合った製品を開発し、越境ECサプライチェーン・システムの改善
を支援し、海外倉庫や海外サブ市場の発展を促し、「世界から買って、世界に売る」ことを目標としています。第二に、
プロジェクト構築です。揚州市党委員会と市政府は、常に外資プロジェクトを投資促進の重要な方向とし、「５３０」投
資促進アクション（５年間でフォーチュン５００や多国籍企業から３０社を誘致）を継続的に行ってきました。日本の日
清紡、住友精化、韓国のWOOREE、Power Logicsなど１００社以上の日本・韓国企業が揚州に投資し、工場を建設しま
した。近年は「イベント開催による経済的ネットワーク構築」も注目されています。２０２１年に「東アジア文化都市揚
州」を国際経済貿易観光祭「花火行進」と同時開催しました。祭りの期間中、合計１８０のプロジェクト契約が締結さ
れ、その中で先進的な製造業と現代サービス業のプロジェクトの投資総額は１２２４億６０００万人民元に達しました。
次のステップとして、２０２２年日中（揚州）経済文化交流、２０２２年崔致遠学術セミナー＆中韓国際協力フォーラム
などの機会を活用し、より多くの日韓の大企業が揚州に注目し、投資することを期待しています。
第３に、科学技術イノベーションにおける協力です。日本と韓国は科学教育資源が豊富であり、揚州の企業が科学技術
研究と技術転換を行う上で重要な研究開発パートナーです。揚州の伝芸科技と韓国の光云大学のプロジェクト、中国の
金豊機械電子と韓国の全北大学工学院のプロジェクトなど、多くの研究開発プロジェクトが省の科学技術協力事業とし
て評価されています。揚州市は、６００万平方メートルの科学技術産業団地を建設し、総額３００億人民元の産業指導
基金、２０億元の創業・革新基金、５億元の技術転換特別基金を設立し、科学技術開発・商品化の実現のための支援サ
ービスが整っています。特に揚州市は現在、企業のための「技術転換とデジタル転換」の行動計画を実施しています。
今年は、数千の工業企業を対象とした「スマート化・デジタル化」プロジェクトが実施される予定です。産業ソフトウ
ェア、オートメーションなどの分野で科学的、人的なリソースを持つ日本や韓国の大学と協力することで、揚州の企業
がより良く、より速く発展することを期待しています。

TCS:　交流事業においてSNSを活用されている場合は、活用状況と方法をご紹介ください。
王市長：「東アジア文化都市」に選定後、揚州市は広報とコミュニケーションにおけるソーシャルメディアプラットフ
ォームの役割に注目し、ポータルサイト、ネットブロガー、観光専門家などと協力しながら、オンラインでの広報活動
を拡大してまいりました。「東アジア文化都市揚州」の検索件数は４００万件に達しています。また、「ASEAN＋3文
化都市ネットワーク」の公式サイト（中国語と英語）とWeChatの公式アカウントも構築されました。 毎号、１つの東
アジア文化都市を取り上げ、その都市の成り立ちや人間的な魅力、観光地の特徴などを紹介し、読者より高く評価され
ています。WeChat公式アカウントの累計読者数は１００万人を突破しました。「東アジア文化都市」と「ASEAN文化
都市」の両方を宣伝する重要なチャンネルとなっています。「揚州出版」アプリと揚州市のYouTube、Facebookなど海
外ソーシャルメディアを通じて、「東アジア文化都市揚州」のプロモーションビデオを公開し、定期的に揚州市の文化
や最新状況を紹介しながら、「揚州の新しいイメージ」や「揚州の声」も配信しています。

TCS:　トライアングル交流事業は地域にどのような直接的・間接的な影響を及ぼしたと考えられますか。（市民の相
互認識の変化、観光者数、訪問客の多様化、留学生人口の変化など）
王市長：国家間の友好は人々の親密な触れ合いや心と心の交流によって形成され、そのためには文化交流が不可欠で
す。揚州市は、日本や韓国との交流を深めるために、文化人の起用に力を入れてきました。２０１０年には、奈良県と
協力し日本の東大寺にある鑑真和上坐像を揚州市に移し、「鑑真精神フォーラム」を開催しました。両市の市民が共同
で寄付を行い、鑑鎮桜通りを建設するなどの活動を行いました。２００７年からは、中国外交部の認可を受けた初の海
外著名人記念館である「崔致遠記念館」の建設を開始しました。現在も、鑑真桜通りと崔致遠記念館は、中国人や外国
人観光客に人気の観光スポットとなっています。また、三者間の友好と協力の基盤を築くために民間の力も大きい役割
を果たしています。１９９９年以来、揚州市、韓国の麗水市、日本の唐津市は「日中韓友好都市囲碁交流大会」を開
催しており、これは日中韓の地域交流の中で最も長い歴史を持つ事例の１つとなっています。２００３年には、日本
の西武新聞社と揚州市政府が協力して「鑑真マラソン大会」を開催しました。今では国際陸上競技連盟（IAAF）のゴ
ールドラベル大会に登録され、毎年3万人以上のランナーが参加しています。２０２１年には、１万６１００人の宿泊

観光客を受け入れましたが、そのほとんどが日本人と韓国人でした。また、日韓を訪れる際の交通の利便性を高めるこ
とにも重点をおいています。揚州市は、上海と南京といった大都市圏の間に位置します。揚州泰州国際空港では、韓国の
済州島や日本の大阪を含む１３の国際路線が開設されており、年間３００万人の旅行客の往来があります。現在、私たち
は揚州泰州国際空港第２期プロジェクトの推進に全力を注いでいます。完成後は、旅客１０００万人以上、貨物・郵便3
万６０００トンに対応できるようキャパシティーを拡大する予定です。人材交流と生産要素の循環もさらに促進していき
ます。教育分野での協力強化にも力を入れており、揚州市と日本、韓国の間の交換留学生の数は増加しています。国交樹
立当初は数十人だった人数が、現在では５６２人にまで増え、３都市の大学交流や学術交流の発展に寄与しています。

TCS:　日中韓地方都市交流の活性化を推進するために、各国政府及びTCSはどのような役割を担うべきでしょうか。
王市長：日中韓三国協力事務局は、地方都市交流を推進する専門機関です。一方では、日中韓政府間の協力メカニズム
及び経済界の交流・協力への支援やオンライン・オフラインのイベントを開催することができます。様々な活動におい
て、日中韓の地方都市に参加を呼びかけ、交流の水準や範囲を拡大することができると思います。他方では、事務局の
ユニークな立場を活かして、日中韓の都市間交流の成功事例を収集し、運営しやすく、効果的で、人々の心に寄り添う
事業を推進することで、最終的に日中韓の地方都市間の活発な交流を実現させることができるでしょう。

TCS:　「東アジア文化都市」選定のためには激戦を通過すると伺いましたが、選定過程はどのようなものなのでしょ
うか。揚州市が東アジア文化都市２０２０に選ばれた秘訣があれば、教えてください。
王市長：現在、中国における「東アジア文化都市」の申請には、次の六つの手続きが必要です。まずは、申請です。
「東アジア文化都市申請書」に必要事項を記入し、省の文化観光行政局に届け出ます。第二に、省の予備審査がありま
す。省の文化観光行政局は申請都市の予備審査を行い、より説得力のあるいくつかの都市を選び、文化観光部に推薦し
ます。第三に、候補都市の決定です。文化観光部は各省の予備審査をもとに、候補都市を決定します。第四に、候補都
市の準備です。候補都市は「東アジア文化都市」申請条件及び受入採点ガイドラインを基準とし、準備作業を進めま
す。第五に、市民の受け入れ態勢のチェックです。文化観光部は専門家を雇い、予備審査、抜き打ち現地伺い視察、最
終審査答弁というプロセスで審査を行います。第六に、承認です。審査結果は文化観光部に報告され、承認を受けると
ともに、文化観光部国際交流協力局から選定都市に文書で通知されます。結果は日中韓文化大臣会合の場で発表されま
す。
揚州市が選考を通過した要因は、大きく分けて２つあります。第一に、東アジアの文化交流における揚州の歴史的役割
を十分にアピールしたことです。揚州は「陸のシルクロード」と「海のシルクロード」が交差する地点に位置していま
す。東アジアの文化交流と文明間の相互学習における重要なパイプです。また、長い歴史を持つ都市であり、国家や
東アジアの文化交流の歴史において極めて重要な役割を担ってきました。揚州市が日中韓の文化交流における重要な役
割を担っているという点を説明する際に、「２人の人（鑑真と崔致遠）」「１つの川（北京杭州大運河）」「１つの詩
（煙花三月下揚州）」を引用しました。煙花三月下揚州は、揚州の歴史と文化を最もよく表す作品のうちの一つです。
まさに揚州の古代文化と現代文明の美しさを表現していると言えます。第二に、国際文化交流における揚州の影響力を
アピールすることです。揚州は文化的な建築物の開発、文化の保存、文化の繁栄、文化交流の面で多く尽力してまいり
ました。文化的建築物の開発では、中国揚州大運河博物館、東関街歴史文化区、鑑真記念館、崔致遠記念館などがあり
ます。文化保存の側面では「揚州古城保護条例」を制定し、国連ハビタット名誉スクロール賞を獲得しました。文化の
繁栄の面では、揚州の古詩、漢学、伝統的なオペラの発展を推進し、文化交流の面では、ユネスコ世界遺産である中国
大運河の主要登録都市として、ヨーロッパ、アメリカ、日本、韓国、アフリカなどと広範囲な交流を保ち、その影響力
を拡大しています。

TCS:　「東アジア文化都市」がその地域の人々にどのような影響を及ぼすことを期待していますか。どのようなメリ
ットがあるでしょうか。
王市長：「東アジア文化都市」は、日中韓が共同で取り組むアジア初の国際文化都市認定イベントであり、３か国の文
化交流の重要な成果でもあります。「東アジア文化都市」が東アジアにおける地域文化協力の最高のプラットフォーム
となるだけでなく、東アジア地域の経済、社会、文化交流の水準を高める国際的な枠組みとなること願います。揚州
市を例にとると、２０１９年に「東アジア文化都市」に認定されて以来、日本や韓国との経済・貿易交流も新路線に入
りました。揚州市政府は「東アジア文化都市２０２０揚州活動実施計画」を発表しました。「揚州の美を見つける」
をテーマに、「東アジア文化都市揚州活動年」、「東アジア文化首都」提携ワークショップや「世界運河都市フォー
ラム２０２０」、「日中韓書道篆刻合同展」「大運河文化観光促進」など一連の国際文化交流活動を開催しました。
「CCEA＋貿易」「CCEA＋食」「CCEA＋スポーツ」「CCEA＋ガーデニング」など多様な角度、形態、要素を持ち合
わせ、揚州の人間的魅力を伝えることに成功しました。「東アジア文化都市」のブランド力を借りて、東アジア各都市

特別セッション:　自治体・地方政府首長インタビュー 
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の経済・社会・文化の全面的な協力と交流を強化し、市民の文化的生活を更に豊かにし、生活の質を向上させ、先進的
な都市文化システムを構築し、都市文明と経済の発展を促進し、文化主導の都市の開発と質の高い発展を実現したいも
のです。

TCS:　多くの「東アジア文化都市」がフォローアップで交流を続けているようですが、揚州市・順天市・北九州市の
２０２２年の計画を教えてください。
王市長：２０１９年に「東アジア文化都市」として選出されて以来、揚州市は東アジアの都市の間で、若者のオンライ
ン交流、文化的な贈り物の交換、文化製品や創作料理の展示、ショートビデオコンテストなどの幅広い活動を継続して
行っています。２０２０年の新型コロナウィルス感染症の大流行に直面し、揚州市は日本の北九州市と韓国の順天市に
防疫物資を寄贈し、防疫における交流と協力を強化しました。韓国の順天市は、揚州市に５０００枚以上のKF９４マス
クを寄贈しました。日本の北九州市は、防護服４８セットを揚州市に寄贈し、３都市間の友好をさらに深めることに繋
がりました。揚州市の大明寺の鑑真記念館前にある「山川異域、風月同天」（山河を隔てても、同じ空と同じ月を共有
するの意）の石碑は、日中友好を表す心温まるフレーズとなっています。
次のステップでは、CCEA日中韓書画展、２０２２年日中（揚州）経済文化交流のサブイベントである「文化創作商
品マーケット」を準備する予定です。同時に、順天市、北九州市との友好/姉妹都市関係構築の可能性を積極的に模索
し、今後の3都市間の友好交流拡大に向けた基盤作りを進めていく考えです。

TCS:　 「東アジア文化都市事業」の継続的な発展と今後のフォローアップ事業推進のためにTCSに期待する役割があ
りましたら教えてください。
王市長：現在、新型コロナウィルス感染症の拡散は依然として危険な状態にあり、国際経済貿易交流は大きな打撃を受
けました。特に対面での交流や大規模な博覧会等は大幅に減少してしまいました。このような背景の下、TCSと東アジ
アの都市が、経済・社会・文化の分野における協力や人材交流を積極的に提唱し、三国のビジネス・産業界に経済・
貿易協力を引き続き深めるための機会と窓口を提供することを期待します。また、TCSが東アジア各国・都市の相互理
解、相互信頼、協力のためのプラットフォームやパイプとなり、より多くの三国間協力活動を計画し（現段階ではオン
ライン活動も計画可能）、地域・国際経済の回復を後押しすることを期待しています。今後も引き続き揚州市の経済・
社会発展への支援をお願い致します。状況が許す限り、TCSの代表の方々には揚州市を訪問していただき、揚州市の経
済、社会、文化の発展をその場で見て、他国と一緒に揚州市の経済、文化交流を促進していただけると幸いです。

韓国清州市 韓凡悳市長

TCS: 現在推進中または参加中の日中韓トライアングル交流事業について紹介をお願いします。（事業内容、年間予算
規模、交流事業参加者等） 
韓市長: 清州市は１９８６年から日本の鳥取市にはじまり、中国の武漢市(１９９８年)とアメリカのベリンガム市
(２００５年)と公式に姉妹都市提携をし、その後も世界の多くの都市と姉妹/友好都市関係を結び多様な交流を続けて
きました。そのような中、２０１５年中国の青島市、日本の新潟市とともに韓国の清州市が東アジア文化都市に選定さ
れ、日中韓３都市の交流事業が本格化しました。その間、政治的問題等による困難な時期もありましたが、長年培った
信頼関係を土台に清州、青島、新潟の３都市はこれまで７年間交流を続けています。  
主要事業としては、各都市の青少年を対象とした交流事業と公演芸術団体を中心とした文化交流事業です。もちろん新
型コロナウィルスの感染拡大のため、直近の二年間は現地訪問の代わりにオンラインプラットフォームを活用した非対
面の交流を進めるしかありませんでした。それにもかかわらず毎年各国から選ばれた約１０人～２０人の青少年が写真
展、K-POPダンスなどMZ世代ならではの方法でお互いの都市について理解を深め、友情を育んでいます。また、清州
と青島、新潟を代表する芸術団は、現地の祭りでの公演や公演コンテンツを映像化したものを共有する方法で交流を続
けています。清州市では、毎年１億４０００万ウォン程度の予算を東アジア文化都市交流事業に投入しています。予算
の規模は大きいとは言えませんが、青少年から芸術団体、実務者まで各都市から年間平均１００人余りが持続的に参加
する、清州の代表的な国際交流事業であることは間違いありません。 
 
TCS: 当トライアングル交流事業を推進するようになった背景及びきっかけは何でしょうか。 
韓市長: きっかけとなったのは２０１２年5月、中国上海で開催された第４回日中韓文化大臣会合でした。当時３国が東
アジア文化都市の交流事業推進に合意し、２０１４年に各国政府が自国の伝統と文化及び芸術を代表する都市を一つず
つを選定し交流事業を開始しました。最初に選定された東アジア文化都市は、韓国の光州広域市、中国の泉州市、日本
の横浜市でした。 翌年の２０１５年に清州市が中国の青島市、日本の新潟市とともに２番目の東アジア文化都市に選定
されました。今年は韓国の慶州市と中国の済南市・温州市、日本の大分県が選定され、３月２５日慶州で２０２２東ア
ジア文化都市の開幕式が行われました。その際に清州市は東アジア文化都市の先輩格として参加しました。 
 
TCS: 交流事業推進時の障壁や克服方法について教えて下さい。 
韓市長: 国際交流はどうしても世界情勢の影響を受けやすく、先程も述べたとおり国家の利益に関わる重大な政治的問
題が発生すると、文化交流事業は頓挫してしまいます。しかし、そのような対立は政治的事案であり、国家間のいさか
いの要因にはなりえても、地方都市間の文化交流の花がそれにより枯れることはありませんでした。自国への招待や現
地の祭りへの参加など、すぐに直接交流することは難しいとしても、いつでも再び会えるように電話やメールなどでネ
ットワーキングを続けてきました。実際、政治的な問題よりもっと致命的な危機は、「コロナ・パンデミック」でし
た。人類の日常が完全に止まってしまい、世界の国境が閉ざされたため、文化芸術交流事業への関心と重要度は以前よ
りはるかに低くなってしまいました。防疫と国民生活の安定を優先しなければならない時期だったため、各都市では交
流事業のための予算を確保することも容易ではありませんでした。 
そのような中、清州・青島・新潟の３都市は「オンライン非対面交流」という方法を選びました。オンラインの特徴と
して、時間や場所の制限なく３都市間でいつでも交流することができました。また、リアルタイムのテレビ会議、映像
や写真での交流、伝統食品の配送など、多様な非対面の交流方法を試みながらお互いの文化に対する理解と好感を高め
ることができました。当然対面交流ができないことは大変残念でしたが、コロナ禍という大きな障壁を前にしても、諦
めたり中止したりせずに、迅速に新しい方式の交流に切り替え、多様なチャレンジをしたという点で意味のある経験だ
ったと思います。また、このような経験は私達の大切な資産になったと思います。 
 
TCS: 新型コロナウイルスが交流事業にどのような変化をもたらしたでしょうか。 
韓市長: コロナパンデミックがエンデミックに向かっているとはいえ、以前のような活発な対面交流が可能になるかに
ついては誰も保障することはできません。そのような観点からオンラインとオフラインの両方を念頭において事業を推
進するようになったという点が最も大きな変化だと言えます。青少年文化交流においては、オンラインのおかげでむし
ろコミュニケーション方法が多様化し、自由性が高くなりました。 
旧世代とは違って、生まれた瞬間からデジタル環境やSNSプラットフォームの活用に慣れていた今の１０代の青少年た

ハン・ボムドク

特別セッション:　自治体・地方政府首長インタビュー 
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ちだからこそ可能だった変化であり、彼ら自らが国際交流の主体となり、積極的に互いの興味関心や楽しみを共有しな
がらコンセンサスを築こうとする姿がとても印象的でした。対面交流が可能な時期が来ても、予算や訪問日程などには
制限があるのでオンラインを並行して年中交流を続けていけば、日中韓三国の持続的な友好関係を一層推進できるので
はないかと思います。 
 
TCS: 今まで試したことはないが、新たに日中韓3か国間で推進したい交流分野や事業がある場合教えてください。 
韓市長: これまでの東アジア文化都市交流事業において重点が置かれていたのは、各都市の代表的な名所または各国の
伝統文化に対する相互理解を深めることでした。この点についてはこれまでの交流を通じて既にそれなりの成果を収め
たと考えています。コロナ禍という未曾有の危機を乗り越える中で、オンラインという新しい交流方法を試みることに
なり、東アジアの未来の主役である青少年たちの自発的な参加に対する意志を確認することができました。 
上記の２つの観点を融合させ相乗効果を発揮できるような事業を企画したいと思います。例えば、「ゲーム」に着目し
た「東アジア文化都市・eスポーツ大会」を開催してはどうかと考えています。既存のゲームを使用したeスポーツ大会
を更に発展させ、清州市・青島市・新潟市の青少年が自分の暮らす都市の個性やアイデンティティを取り入れたゲーム
を開発し、そのゲームを使って大会を開催するというものです。 
清州市ではすでに忠北グローバルゲームセンターを拠点に地域に根差した多様なゲームコンテンツが開発され、世界市
場に進出していこうとしています。また、「ゲームジャム」と呼ばれる、アマチュアたちが集まり、決まった期間内に
ゲームを開発する大会やイベントも毎年開催されていますが、そのレベルの高さは予想をはるかに上回るものでした。 
このような才能と掛け合わせた試みを通じて、これまでのやり方とは全く異なる国際交流の新たな形を開拓できるので
はないでしょうか。もちろん、この構想は交流都市である青島市と新潟市の賛同と協力があってこそ実現できる夢で
す。 
 
TCS: 日中韓トライアングル交流事業において、SNSを活用している場合は活用状況と方法をご紹介下さい。 
韓市長: コロナ禍でオンライン交流が中心となり、SNSの活用も拡大しました。従来は、各都市のホームページとメー
ルが主なコミュニケーションの手段でしたが、現在はYouTube、Instagram、中国のWeiboなど様々なオンラインツール
を活用して、各都市の文化芸術コンテンツを収めた映像をリアルタイムで配信しています。また、公式の交流事業以外
でも参加した青少年や芸術団体がWeChat、LINEなど個人の連絡手段を使い、継続的にコミュニケーションを取り合い
友情を深めているという点も印象的です。そして今年２０２２年は各国の青少年の間で人気の「TikTok」のようなショ
ートフォームビデオを積極的に活用し、自由で個性あふれる映像パフォーマンスでオンライン交流の新たなトレンドを
作っていく予定です。 
 
TCS: トライアングル交流事業が当地域にどのような直接的に・間接的な影響を及びたでしょうか。（市民の相互認識
変化、観光者数、訪問客の多様化、留学生人口の変化など） 
韓市長: まず清州市民の青島市と新潟市に対する心理的距離が一段と近くなったことが挙げられます。きっと青島市と
新潟市の市民も同じでしょう。ここには3都市が東アジア文化都市に選定された２０１５年から２０１９年まで清州で
開催されてきた「箸フェスティバル」が一役買っていると思います。「箸フェスティバル」は東アジア３国の長い歴史
の中に存在する、共通の生活道具であり文化コンテンツである「箸」をモチーフにした展示・公演・学術行事・デモン
ストレーションや体験など、多様なプログラムで構成されたフェスティバルでした。毎年平均約５万人の内外の来場客
が参加するほど注目を集めています。また、このフェスティバルを通じて発掘された「箸コンテンツ」は、東アジア文
化都市の新潟市、青島市だけでなく、ニューヨーク、パリ、タイ、カザフスタンなど様々な国や都市からの招待があり
海外特別展を展開しました。フェスティバルは終了しましたが、清州では正しい箸文化を広げるために養成した「箸教
育者」たちがいまだに活動を続けており、文化コンテンツとしての可能性を認識できたということも貴重なな成果であ
ったと思います。三国の東アジア文化都市が協力したおかげで、「箸」という、また一つのK-コンテンツが発掘された
とも言えるわけです。 
 
TCS: 日中韓地方都市間の交流を活性化する動きを支援するために、各国政府及びTCSはどのような役割を担うべきだ
と考えますでしょうか。 
韓市長: 日中韓三国の平和と繁栄を目的とする国際機関であるだけに、TCSの役割は大変重要だと考えます。国際情勢
は、１つの国の意志と努力だけでは解決できない複雑に利害が絡み合った問題であり、国際情勢が混迷すると地方都市
間の文化交流は大きな打撃を受けるしかありません。そのため、どのような状況下でも文化芸術や民間交流が動揺しな
いよう、緊密かつ強固なネットワークを構築する必要があります。そのような役割を担うのがまさにTCSだと考えてい
ます。持続的な平和と地域の繁栄、文化の共有を目指すTCSであるので、設立目的のとおり、東アジア文化都市交流事
業はもちろん、日中韓の多様な利害関係者の間を調整し、国境を越えた支援と協力を引き出すハブになっていただきた
いと思います。 

TCS: ２０２２年に予定されている日中韓トライアングル交流事業計画について簡単な紹介をお願いします。 
韓市長: コロナ禍が今も続いているため、まずはオンライン交流に主眼を置いて事業を展開して行く予定です。先程も
言いましたが、ショートフォームビデオの配信プラットフォームを活用して青少年のオンライン交流の領域を拡大し、
各都市の公演芸術団体の活動を映像コンテンツとして共有し、互いの文化と芸術への理解の幅を広げようとしていま
す。何よりも今年は日中韓文化都市交流の活性化のためのフォーラムを準備していますが、東アジア文化都市交流事業
がこれまで歩んできた道のりを共に振り返り、今後進むべき方向に対する新たな里程標を設定する、重要なきっかけに
なると期待しています。「東アジア文化都市・eスポーツ大会」の実現のため３都市のコンセンサスを形成することが
できれば、これ以上にない良い年になるでしょう。 
 
TCS: 清州市は中国の青島市、日本の新潟市とともに２０１５東アジア文化都市に選定されて以来、七年間継続して交
流事業を推進していると伺いましたが、秘訣があれば教えてください。また、青島市と新潟市も交流事業に積極的な
のでしょうか。 
韓市長: 清州市・青島市・新潟市の３都市が今年を含め七年間も交流を続けることができたのは、東アジア文化都市交
流事業の必要性と価値について３都市ともに共通認識があるからではないかと思います。清州市は２０１５年から清州
市文化産業振興財団が中心となって交流事業を担当しています。新潟市も２０１５年の担当者が今も関連業務を担当し
ています。青島市は少し状況が当時とは異なっていますが、東アジア文化都市交流事業に対する情熱だけは今もまった
く変わっていません。 
このように３都市とも東アジア文化都市交流を主要事業として認識しているという点が秘訣と言えば秘訣でしょう。何
より参加した青少年と公演芸術団体の満足度が高いことが良い影響を及ぼしていると思います。一つの事業を継続して
長期間推進するには、市民の積極的な支持ほど大きな原動力となるものはないからです。 
 
TCS: ３都市は毎年夏季青少年交流プログラムと公演団派遣を通じた文化芸術交流を実施していると聞いています。毎
年の東アジア文化都市のフォローアップ事業の内容、時期などはどのように決めていますか。 
韓市長: ３都市の担当者が継続的にメールや電話などを通じて、プログラムの基本的な枠組みやスケジュールなどを議
論し、年末ごろになると、翌年の事業の具体的な方向性が決まっていきます。青少年交流の場合、各国の学校の試験や
休みなど学業日程が異なるため、日程調整には細心の注意を払っています。直近二年間はコロナ禍で各都市の公演芸術
団の現地派遣が難しくしなり、現在も停止している状況ですが、各都市の代表的な祭りや観光プログラムと連携して交
流事業を推進してきたため、関連分野の動向を把握することも主要な業務の１つです。今年はパンデミックの状況が転
換期を迎えると予想されますので、各国の新型コロナウィルス感染症の状況を監視しながら状況の変化に瞬発力をもっ
てに対応していく考えです。 
 
TCS: 新型コロナウィルス感染拡大以降もオンライン交流、映像の交換など新しい交流方法を積極的に取り入れて交流
事業を推進されてきたようですが、その過程で困難だった点はありましたか。また、今後の交流事業推進のために得
られた教訓などあれば教えてください。 
韓市長: 迅速にオンラインに切り替えたおかげで、コロナ禍でも国際交流を中断することなく続けることができまし
た。また、従来の形式から抜け出し新しい時代に合った交流方法を試みたという点においても非常に良い経験でした。 
しかし、いくらオンラインのメリットが多いとしても、直接会い、話を聞き、会話を交わし、相手の息遣いまで感じら
れるような、対面交流の感動を越えることはできないでしょう。文化芸術交流にはこのような特殊性が存在するため、
オンラインだけでは限界があります。また、各都市のインターネット通信速度やネットワークシステムの環境などが異
なるといった、現実的な問題が存在するため、オンライン交流を進めながら試行錯誤することも多くありました。 
しかしコロナ禍は現在も続いており、いつ深刻な状況が再び到来するかわかりません。そのため、今回の経験を財産と
し、今後もオンライン・オフラインを並行する複合的な交流方式をとることになるのではないかと思います。 
 
TCS: 東アジア文化都市事業の継続的な発展と今後のフォローアップ事業推進のためにTCSに期待する役割がありまし
たら教えてください。 
韓市長: すでにお答えしましたとおり、東アジア文化都市に選定された都市、そしてこれから選定される都市が、いか
なる政治・経済的な変化にも揺らぐことなく国際交流を続けることができるように、日中韓三国の緊密かつ強固なネッ
トワークプラットフォームを構築していただきたいです。また、TCSは内外のメディアとも厚い信頼と協力関係を維持
しているので、東アジア文化都市交流事業の価値と重要性を内外に広く知らせる窓口になっていただければ、日中韓三
国の関係がさらに友好的に発展すると思います。今後もTCSには東アジア文化都市交流事業に関心を持っていただき、
日中韓三国の様々な地方都市が有機的につながり、共に成長できる環境を作ってくださいますようお願いします。 

特別セッション:　自治体・地方政府首長インタビュー 
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日中韓ハンドブック
日中韓ハンドブックは三国の基本情報(地理、国旗、言語

等)、 各国の伝統文化及びライフスタイルの特徴(衣食住等)を
紹介し、３国の人々の相互理解を促すことを目的としていま
す。日・中・韓・英の４言語で出版されており、写真や統計情
報も含まれています。

日中韓統計ハブ
「日中韓統計ハブ」は、統合された統計を分析することに

より、三国協力の重要性及び３国それぞれの発展傾向に関する
総合的な理解を深めて頂けるよう、三国協力の様々な枠組みや
プロジェクトに関する具体的データを入手できる、オンライン
のポータルサイトです。

日中韓経済レポート２０１１ー２０２０
日中韓の6つの著名シンクタンクが執筆に関わった「日中韓経
済レポート２０１１ー２０２０」は、過去１０年間の日中韓の
経済協力を振り返り、国内・地域・国際レベルでの三国連携に
ついて紹介しています。また、本レポートは、共栄を目指す地
域の取組みに拍車をかけるべく、次の１０年間の協力について
の洞察を示しています。

日中韓共通語彙集
日中韓共通語彙集は三国の人々の相互理解を深め、コミュ

ニケー ションを促進し、漢字の専門家及び言語学者間の交流
と共同研究を増進することを目的としています。日中韓の日常
生活において頻繁に使用される６５８語の語彙が含まれてお
り、日本語、中国語、韓国語の３言語で出版されています。

地方自治体 韓国
• ソウル特別市庁
• 仁川広域市庁
• 光州広域市庁
• 大邱広域市庁
• 釜山広域市庁
• 江原道庁
• 京畿道庁
• 慶南道庁
• 慶北道庁
• 全北道庁
• 済州特別自治道庁
• 軍浦市庁
• 慶州市庁
• 順天市庁
• 清州市庁
• 全州市庁
• 麗水市庁
• 昌寧郡庁
• ソウル特別市中浪区庁

日本
• 東京都庁
• 石川県庁
• 愛媛県庁
• 大分県庁
• 神奈川県庁
• 鳥取県庁
• 長崎県庁
• 山口県庁
• 北九州市役所
• 京都市役所
• 新潟市役所
• 横浜市役所
• 厚木市役所
• 金沢市役所
• 唐津市役所
• 佐渡市役所
• 東京都豊島区役所
• 東京都目黒区役所
• 奈良市役所

中国
• 北京市人民政府
• 上海市人民政府	
• 吉林省人民政府 
• 江蘇省人民政府 
• 山東省人民政府 
• 陝西省人民政府 
• 遼寧省人民政府 
• 温州市人民政府
• 漢中市人民政府
• 済南市人民政府
• 紹興市人民政府
• 西安市人民政府
• 青島市人民政府 
• 泉州市人民政府 
• 蘇州市人民政府 
• 大連市人民政府 
• 長沙市人民政府
• 敦煌市人民政府
• 寧波市人民政府 
• ハルビン市人民政府 
• 北京市東城区人民政府 
• 臨沂市人民政府 
• 揚州市人民政府 

関係省庁・
関係機関

中国
• 文化観光部
• 中国人民対外友好協会
（CPAFFC）

日本
• 文化庁
• �一般財団法人自治体国際化

協会（CLAIR）
• �経済産業省九州経済産業局
• �公益財団法人長崎県国際交

流協会
• 東アジア経済交流促進機構
（OEAED）

韓国
• 文化体育観光部
•韓国外交部
•大韓民国市道知事協議会
（GAOK）
•（社）アジア文化中心都市
造成支援フォーラム
•昌寧郡牛浦沼トキ事務所
•済州国際訓練センター
（JITC）
•清州市文化産業新興財団

協力機関

レポートの編纂にあたり情報提供をいただいた自治体・機関・団体の皆様に、心より感謝申し上げます。
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博物館・図書館
・大学

韓国
• 仁川広域市立博物館
• 全州市完山図書館
• ソウル歴史博物館
• 慶南大学校

日本
• 江戸東京博物館
• 北九州市立自然史・歴史博
  物館（いのちのたび博物館）
• 金沢海みらい図書館
• 長崎大学
• 山口県立大学

中国
• 首都博物館
• 瀋陽故宮
• 旅順博物館
• 蘇州図書館
• 曲阜師範大学
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